
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「わたし、今まで……強くてかっこいい女性が、わたしにとって理想の人なんだって思ってました。恋れん愛あい対象として好きになるのも、きっとそういう女性なんだろうなあって……」




「だけど、今日のことではっきり分かったんです。一いちヶが谷や先せん輩ぱいが、私の理想の人だって……」




　フィギュアイベント、ワンダフルフェスティバル当日。

　三み波なみさんから発せられたあまりにも突とつ然ぜんの言葉に、俺は頭が真っ白になった。




「…………。って、へ!?　あ……わ、わたし……いきなり、何言って……。あっ……ご、ごめんなさい！　今の……忘れて下さい！　もう、何言ってるんだろほんと……す、すみません！　わたし、戻もどりますね！」




　三波さんは俺にペコリと頭を下げて、足早に仕事場へと戻る。




「……!?」




　み、三波さんの理想の人が、俺……!?

　彼女は、はっきりそう言った。

　それってつまり……ほとんど告白に近いようなこと言われたんじゃないのか!?

　あんなに綺き麗れいでいい子で、人気バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの声優を担当していて、高校でも有名人で、高校生ながらにして声優の仕事も頑がん張ばってて、どこを比べても俺なんか足あし下もとにも及およばないほど立派な女性である三波さんが……俺なんかのことを、理想の人って……!?

　驚おどろき、信じられないという思い、そして……同じくらい、嬉うれしいという気持ちでいっぱいになった。

　あの三波さんが、本当に俺のことをそんな風に思ってくれているというのなら……こんなに幸せなことはない。

　考えてみたら、三波さんは、俺にとって憧あこがれの対象だ。

　好きなＶＴｕｂｅｒの声優だってことは勿もち論ろん、見た目も中身も、オタク男子の……いや、俺の理想そのものなんじゃないだろうか。

　女の子なのに百合ゆりファンで、話だって合う。今まで高たか嶺ねの花すぎて気づかなかったけど、俺の理想とするオタク彼女の条件全すべてに当てはまっている。

　だ、だけど……考えてみたら、三波さんは別に俺のことが好き、ってわけじゃないのかもしれない。

　大事なステージの出番前、ＶＴｕｂｅｒ西さい園おん寺じエミリーの魂たましいが彼女であるとバレてしまい、パニックに陥おちいっていたところを俺が元気づけたから、それに感謝してくれて、その勢いあまって理想の人、と言ってくれただけで、俺のことが恋愛対象として好きだとか、付き合いたいとか、そう思っているとは限らない。

　だけど、あんな言われ方をしたら、もしかして俺に好意持ってくれているのかも？　って期待してしまうのも無理はないと思う。

　ああ、俺は一体どうしたらいいんだ……？




「あ、一ヶ谷ー、お待たせー！」

「…………」

「ちょっと、何ぼーっとしてんの!?」

「何つー顔で固まってるんすか、イッチー先輩～」

「えっ!?　あ……ああ、いや……」

　放心していると、荷物を置きに行っていた二に科しな、彩いろ葉はさん、水み琴ことさんが戻ってきた。

「そろそろお腹なかすいたし何か食べよっかーって話になってるんだけど、いい？」

「あ、ああ……」




　それから四人で会場内のカフェに移動して、食事をとった。

　三人は色んな話をしていたが、俺は三波さんに言われたことばかりを考えてしまって、ほとんど会話が頭に入ってこず、何度か突つっ込まれた。




　　　　＊　＊　＊




「一ヶ谷君、夏バテか？　今日ずっとぼーっとしていたようだが……」

　帰り際ぎわ、駅のホームで水琴さんに心配の声をかけられる。

「あっ、いえ！　すみません！　そういうわけじゃ……ちょっと、考え事というか……」

「そうか。ならいいんだが。あまり無理はしない方がいいぞ」

「あ、ありがとうございます……」

「じゃ、うちらこっちなんで。お疲つかれっしたー」

「二人とも、バイバーイ！」




　駅で彩葉さんと水琴さんと別れ、二科と二人で電車に乗る。

「あーっ、さっきのレイヤーさんに早さつ速そくお疲れ様リプ送っちゃおっかなー！　さすがに早すぎてガッツいてる感あるかな!?」

　二科は、今日知り合ったイケメンコスプレイヤーのことで浮うかれきっていた。

「って、もー、今日マジであんた何なの!?　さっきから、ぼーっとしすぎ！」

「え、ああ、悪い……」

　一いつ瞬しゆん、二科に今日三波さんに言われたことを言おうか悩なやむ。

　二科に言って、どういうことだと思う？　って相談できたら、どんなに楽か……。

　だけど、すぐにその考えは消えた。

　二科に今日のことを話すには、今日俺と三波さんの間に起きたこと──三波さんがＶＴｕｂｅｒの声優だとバレてしまい、パニックになり、俺が励はげましたことを話さなくては不自然になる。

　だけど、三波さんがＶＴｕｂｅｒの声優だということは、今日バレてしまったとはいえ極ごく秘ひ事じ項こうであることには変わりないのだから、俺から二科に言っていいことではない。

「何？　なんかあったわけ？」

「いや、特にそういうわけじゃないけど……」

「……？　もー、なんなの……。で、どう思う？　リプ送っていいと思う!?」

「え、えっと……うーんまあ、普ふ通つうに挨あい拶さつ的てきな内容を送る分にはいいんじゃないか？」

「そっか！　じゃ、送っちゃおー！　えーっと、今日はお疲れ様でした……」

　二科は文面を考えながら挨拶的なリプライを送っている。

「よし、送信！　……で、あんたはどうだったの？　今日、可愛かわいいコスプレイヤーの写真撮とれた？　知り合えた？」

「……！」

　そうだ、三波さんのことですっかり忘れてたが、今日の俺の目的の一つに、可愛いコスプレイヤーと知り合う、ってのがあったんだった……。

「い、一応、可愛くて俺の好きなキャラのコスしてたレイヤーの写真は撮れて、ツイッターのアカウントもスマホで撮ったけど……」

　けど、正直今の俺にとっては、そのコスプレイヤーのことなんてどうでも良かった。

　それよりもずっと俺にとって大きな存在である三波さんから、あんなことを言ってもらえたのだから……。

「そーなんだ！　じゃ、あんたもツイッターフォローして挨拶のリプしときなよ。可愛いレイヤーと出会うために色々頑張ったんだから」

「あ、ああ、そうだな……」

　適当に返事をしたが、多分俺は、フォローもリプもしないで終わるだろう、となんとなく思った。




　その日、家に帰ってからも、三波さんから特に連れん絡らくは来なかった。

　三波さんの衝しよう撃げきの発言を、どう受け止めていいか分からないまま、俺から連絡することもできず、夜は更ふけていった。




　　　　＊　＊　＊




　翌日。

　目覚めると新着のラインがあって、瞬時に画面をスライドして表示した。

　一瞬、三波さんからのラインが来たのかと期待したが……。




『一ヶ谷希き咲さき』




　送信者を見て驚いた。妹からのラインだ。

　妹の希咲は、夏休みに日本に帰ってくることは確定していて、それが今後ずっとこっちに住むことになるのか、夏休みの間一時的に帰ってくるだけなのか、まだ決めかねている状態であった。

　ずっと住むことになるのなら、二科に家から出て行ってもらわなければならないので、早く決めて欲しいと焦あせっていたのだが……決まったのか？




『七日くらいから一週間くらいそっちにいることにしたから』




「え……!?」

　つまり、日本に戻るのは一時的ということか？




『日本には夏休みの間しか戻もどらないってことか？』

『一ヶ谷希咲：だからそうだってば』

『そう決めたなら早く言えよ！』

『一ヶ谷希咲：だから今そう言ってるじゃん』




　ひとまず、ほっと胸をなで下ろす。

　これで、二科を慌あわてて家から追い出さなくて済む。俺からうちに住めばいいって提案したのに、こんなに早く追い出すなんて、さすがに二科に申し訳ないからな。

　それに……希咲と二人きりでこの家に住むなんて、正直かなり気まずい。

　子供の頃ころは仲良かったけど、希咲が中学に上がって以降距きよ離りが生まれて、希咲が俺を避さけ出したように思えた。

　希咲は俺と違ちがって、中学に入ってから見た目も垢あか抜ぬけて、社交的になり、よく分からないが男子生徒からもモテているようだった。昔は一いつ緒しよに楽しんでいたアニメやゲームの趣しゆ味みも、一いつ切さいやめたのだろうと思う。

　だから、オタクで冴さえない陰いんキャの兄となんて関かかわりたくなくなったのだろう。

　そんな妹と二人きりで生活するなんて、考えただけでも精神が参りそうだ。赤の他人である二科との方がよっぽど気楽だ。




「……ってラインが来たから」

「はぁー、マジで良かった……！」

　リビングで二科と顔を合わせて、すぐにその事実を伝えると、二科は俺よりも大げさに安あん堵どしていた。

　二科からしたら、希咲が家に住むことになったら、両親のいる海外へ行かざるを得なくなるわけだからな。

「七日から一週間くらいってことだから、その間だけ家を空けられるか？　友達の家に行くとか……」

「んー、友達の家にそんなにお世話になるのも悪いからなあ……。親からの仕送りと、バイト代とかで、安いホテルとか探して泊とまるかなあ……。絶対足りないから、新たにバイトしなきゃだけど、日ひ払ばらいのバイトとかってあんのかなー……」

「ああ、頼たのむ。今月の生活費払はらわなくていいから、そっちに充あててくれ……」

「マジで!?　それめっちゃありがたい！　そしたらなんとかなるかなー……」

　軽く話し合い、とりあえずはなんとかなりそうということで落ち着いた。

　朝食を食べた後、二科は早速スマホで日払いのバイトを探していたが、工場勤務や倉庫内作業などの力仕事ばかりが引っかかったようで、困こん惑わくしていた。

「あー、こうなったら要いらなくなったグッズとかコスプレ衣い装しようメルカリで売るとかしたら少しは足しになるかなー。どちらにせよ、妹さんの部屋から荷物も片付けなきゃいけないから、もっと減らさないといけないし……」

「俺の部屋に入る分は移動させていいよ。妹が俺の部屋の中に入ることなんてまずないから、怪あやしまれないだろうし」

「マジで？　助かる！　……って、妹とどんだけ仲悪いの……？」

「……っ、ほっといてくれ……」







　それから昼ひる頃ごろになり、二科は学校の友人と約束があるらしく出かけていった。

　俺は特に予定もないので、涼すずしい家の中に引きこもってネットやゲームをして夏休みを満まん喫きつしようと考える。

「……!?」

　リビングのソファーに寝ね転ころがってソシャゲをしていると、ツイッターのＤＭの通知が届いた。

　ＤＭの送信者の名前を見て、驚おどろいてソファーから飛び起きる。




『五ご条じようましろ＠ニャンメイドル』




　五条さん!?

　しかもこの名前……バイト先のツイッターアカウントじゃねえか！

　五条さんとは結局ラインの交こう換かんができないまま、俺の『また話したい』という内容のツイッターのＤＭに返事をくれない状態で、やり取りしていたツイッターのプライベートのアカウントが本人によって削さく除じよされたことで、一切連絡が取れなくなっていた。

　五条さん本人が俺に連絡を返したくないということなのだろうと思い、半ば俺は彼女と連絡を取ることを諦あきらめていた。

　そんな中、先日偶ぐう然ぜん彼女のバイト先で会ったけど、ＤＭを返してくれなかった理由は教えてもらえないまま、なぜか彼女を怒おこらせてしまった。

　俺がゆめさんと話している様子を見て、五条さんは怒ってしまったかのように見えたが、あとからよく考えたらそれは嫉しつ妬ととかそういうものではなく、俺が五条さんに気があるかのような態度をしていたくせに、いつの間にか別の女子と親密にしていたから、その不誠実さに怒っていただけのような気もしてくる。

　そんなこんなで、五条さんとはもうフラグを折ってしまったかと思っていたのだが……まさか、店のアカウントでＤＭを送ってくるなんて！

　バイト先のアカウントは、相手が誰だれであってもＤＭのやり取りが禁じられている。

　それなのに、一体なんでＤＭを……？

　慌ててＤＭを開く。




『一ヶ谷さん、おつかれさまです。五条です。覚えてますか？』




　覚えてますか？　って……一体何を言ってるんだ彼女は？　この短期間で忘れるわけないだろ……。もしかしてこれ、嫌いやみか？

　俺は慌てて『覚えてるに決まってるでしょ!?　店のアカウントからＤＭくれるなんて予想外すぎてびっくりした！』

　と返信した。

　このＤＭは、一体どういう意図があって送ってきてくれたんだろう？　よっぽど俺に伝えなければならない用件でもあったのか？




『五条ましろ：別にどうでもいいことなんですけど……。この間店で、一ヶ谷さん、「なんでＤＭ返してくれなかったの？」って聞いてきましたよね？　答えそびれてたんで……。返すつもりでいたんですよ、ＤＭ。でもわたし、ツイッターのアカウント削除したじゃないですか。削除してからもアカウントってしばらくは残るんですけど、一定期間経たつとある日突とつ然ぜん消えるんですよ。それで、返そうと思ってたらアカウント消えちゃってて、ＤＭできなくなっちゃったんです』




「……！」

　五条さんは、ちゃんと俺にＤＭを返そうとしてくれていたのか……！　それを知れただけでも、大だい収しゆう穫かくだった。

　五条さんは、そのことをわざわざ俺に伝えるために、店のルールを破ってまで店のツイッターアカウントからＤＭを……？

『そうだったんだ。それ聞けて、なんか安心したよ』

『五条ましろ：誤解されたままだと嫌だったので……それだけです』

『そっか、ありがとう』




　俺がそのＤＭを送ったところで、今まで間が空かなかったやり取りが、一いつ瞬しゆん止まる。




『五条ましろ：って……それだけですか？』

『え、それだけって……？』




　再び、間が空く。今度は、先ほどより長い。

　それだけって、どういう意味なんだ？

　五分程度経過して、再度ＤＭが届いた。




『五条ましろ：mashiro×××』




「!?」

　そこには、五条さんの名前や数字の文字が並んでいた。

　えっ……これってもしや……。




『五条ましろ：これ、わたしのラインのＩＤです。店のツイッターのＤＭは原則使えないし、プライベートのツイッターはもう消しちゃって、すぐ始めようとかも思ってないので、今後わたしに何か伝えたいことがあるならここにお願いします』




　やっぱり、ラインのＩＤか……！

『ありがとう！　登録するね！』

『五条ましろ：はい。登録済んだら店にバレないようにこのＤＭのやり取り全部消すんで』

『了りよう解かい！』

　俺は早さつ速そくラインで五条さんのＩＤを検けん索さくし、友達登録を押した。

　一言、『一ヶ谷です！』と送ると、五条さんからスタンプが返ってくる。

　不思議な気持ちで、ラインのトーク画面を見つめた。

　あんなに聞こうと思って聞けていなかった五条さんのラインを、まさかこんなタイミングで向こうから教えてもらえるなんて……。

　一体、どういう心境の変化で俺に連れん絡らくをくれて、ラインＩＤまで教えてくれたのだろう。

　とりあえず、これで五条さんとは連絡が取りたいときに取れるようになったんだ。その事実を嬉うれしく思った。

　だけど……だからといってすぐに五条さんに会おうという連絡を送ろうとか、そういう気にはなれなかった。

　おそらくそれは、話したいという連絡を返してもらえないまま暫しばらく経ってしまったことと、それから……今は三波さんに言われたことで頭がいっぱいになってしまっているからだろうと、なんとなく思った。








２









『ゆめ：一いちヶが谷やくん、おはよう♡　今日も暑いね！　ゆめは今日、お昼からバイトだよ。またそのうち、うちのバイト先に遊びに来てくれたら嬉しいな』




　翌朝。

　数日ぶりに、バイト先の懇こん親しん会で出会った少女、ゆめさんからラインが来ていた。

　ゆめさんとは、一応やり取りは続いていた。

　と言っても、基本的に彼女は即そくレスをくれるので、一時期のように俺も彼女に即レスすると延々とやり取りが続いてしまうため、俺はラインを何通かやり取りした後、意識的に終わらせるようにしていた。

　終わらせても、数日経てばこのような感じのラインをくれるので、ラインが長い間途と切ぎれることはない状態だった。

　二に科しなに言われた通り、あまりに気を持たせるようなことはしてはいけないと思っているのだが、無下にはしたくないので、このような中ちゆう途と半はん端ぱな対応になってしまっている。

　この状態が果たして良いのか、自分では分からないが……。

　ゆめさんは、とても可愛かわいいし、なぜか俺のことを気に入ってくれているようでもあるし、とてもありがたいのだが……やっぱり、どうしても彼女に対して怖こわいという気持ちが自分の中にあるのを否定できない。




「一ヶ谷、起きてる？」

　ベッドの上でスマホをいじっていると、部屋の扉とびらがノックされる。

「ああ」

　返事をすると扉が開いて、そこにはパジャマ姿の二科がいた。足あし下もとには、段ボール箱が二箱置かれている。

「これ、とりあえずまとめた荷物！　一いつ旦たんあんたの部屋に置いてもらっていい？」

「ああ、荷物まとめたのか」

　妹が帰ってくるまであと一週間ほどだ。そろそろ少し焦あせっていたが、きちんと片付け始めてくれているようで内心安あん堵どする。

「いや、まだまだいっぱいあるけど……。とりあえず、今日コスプレ衣い装しようとオタグッズと同人誌で要いらないもの一部だけ、池いけ袋ぶくろに売りに行ってくる」

「あ、ああ……。一週間後までに間に合いそうか……？」

「多分……」

　二科はいまいち不安げな返事をする。

　最悪、間に合わなそうなら俺も手伝わないとな……。







　その日、俺は珍めずらしく外に遊びに出かける予定があった。

　昼過ぎにあいと秋葉原で待ち合わせし、ゲーセンやアニメイトに行くことになっていた。




「お待たせっ！」

「ああ、……っ!?」

　秋葉原駅の電気街口にて、あいの声が聞こえて顔を上げ、俺は言葉に詰つまった。

「おまっ……な、なんだその格好は!?」

　あいが、とんでもない格好をしていたからである。

　肩かたまでのボブヘアのウィッグをかぶり、ピンク色のパーカーに、白のショートパンツを穿はいていた。つまり、女の格好だ。女装、リアル男の娘こ、ってやつだ。

　普ふ段だんから女子みたいな見た目だけど、髪かみ型がたから服装から全すべて女子の格好をしているのはさすがにレアだったので、驚おどろきのあまり全身を眺ながめてしまう。

「どう？　似合ってる？　男ってバレないかな？」

　今のこいつを見て男だと思う奴やつは、ほぼ百パーセントいないと思う。むしろ、女子にしたって十分に可愛い部類だろう。

「ま、まあ、バレないとは思うけど……そういう格好してくるならそう言えよ。びびったわ……」

「えー、何景かげ虎とら？　ドキドキしちゃったぁ？」

「な、なんでそうなる!?」

　あいが近くに来て、何やらすごくいい匂においがすることにも気づいた。こいつ、女物の香こう水すいか何かつけてんな!?

「じゃ、まずはゲーセンに行こーよ！　音ゲーとクレーンゲームやりたいし、アキバのゲーセンってコスプレしてプリクラ撮とれるんだよねー！」

「プップリクラなんて撮るんか!?」

「ねー、いいじゃん！　プリクラ代は僕が払はらうから～！」

「べ、別にいいけど……」




　それからゲーセンに移動し、あいは本当にセーラー服やメイド服などのコスプレに着き替がえて、俺とプリクラを撮った。

　一人で撮った方がいいんじゃないのか？　と提案したが、何それひどーい！　と言われて、結局全て二人で撮った。

「キャラのコスプレもいいけど、たまにはこういう普ふ通つうのコスプレもいいよねー！」

　セーラー服姿も、メイド服姿も、とても男だとは思えないほどめちゃくちゃ可愛く、その姿で接近されると（プリクラを撮るためだが）、こいつが女だったら……なんて口に出したら気色悪いと言われそうな想像を、ついしてしまう。




　プリクラを撮ったあとは、二人で音ゲーをしたり、クレーンゲームで好きなソシャゲやアニメのキャラグッズを取るために奮ふん闘とうしたりして（結局取れなかったが）、ゲーセンを堪たん能のうした。

　それからアニメイトに行って互たがいに欲しいものを購こう入にゆうして、ファミレスで夕食を食べて、解散となった。







　帰宅すると、電気はついているものの、二科の姿がなかった。

　風ふ呂ろ場ばからシャワーの音が聞こえてきて、風呂に入っていると分かる。二科に、今日は夕飯を食べてくるから遅おそくなる、と伝えてあった。

　ソファーに寝ね転ころがって、ソシャゲのデイリークエストをこなす。

　暫くして、ドアが開く音が聞こえた。二科が脱だつ衣い所から出てきたのだろうと思い、帰宅した挨あい拶さつをするべく身体を起こして、振ふり向く。我が家の風呂場は、ソファーの背中側にある。




「へ……」

「～～っ!?」




　俺と二科は、目が合って、一いつ瞬しゆん互たがいに絶句した。

　脱衣所から出て既すでにソファーの近くまで来ていた二科は……上下共に、最低限の下着しか着けていない状態だった。




「……キャ────ッ!?」




　二科は真っ赤になって悲鳴を上げた。

「なんであんっ……いつの間に……!?　か、隠かくれてたわけぇ!?」

「んな訳あるかっ！　ふつうにソファーに寝転がってただけだ！」

　俺がソファーに寝転んでいたせいで、二科は脱衣所から出ても俺の姿が見えなかったようだ。

　耳まで真っ赤になって喚わめく二科は、パステルピンクでフリルのついたブラジャーとパンツを身につけており、服を着ている状態よりも胸のボリュームはしっかりとあり、ウェストはきゅっと引き締しまっており、白くて柔やわらかそうな肌はだが眩まぶしく……って、こんなにジロジロ見てどうする！




『ガチャ』




「……!?」

　混乱状態の中、扉の音が聞こえて、ハッとする。

　は？　ちょっとまて、二科はここにいるのに、なんで扉の音が？　この家の中には俺と二科以外にいるはずが……。

　一瞬でそんな考えが頭を駆かけ巡めぐりながら、音がした、玄げん関かんからリビングへの入り口の扉へと目を向けると……。




「……は？」




　酷ひどく怪け訝げんな表情で固まっている、見覚えのある少女の姿がそこにあった。

　黒くろ髪かみのボブヘア、小こ柄がらな背せ丈たけ、数ヶ月前とほとんど変わっていないその姿……。




「き、希き咲さき……？」

「ひゃあああっ!?　だ、誰だれっ!?」




　俺が妹の名前を呼んだその声と、二科の悲鳴とが重なった。




「え、ちょ……な、何この状じよう況きよう……？」




　我が妹の希咲は、俺と二科の姿を同時に見て、目を見開いて驚いていた。




　　　　＊　＊　＊




「で、何……どういうこと？」

　数分後。

　服を着た二科と俺はソファーに並んで座り、その向かいには妹の希咲が椅い子すに座り、眉み間けんにしわを寄せて俺たちを見ていた。

「お、お前、七日に帰ってくるって言ってただろ!?　まだ全然早いじゃねえか……！」

「なんで自分の家に帰るタイミングについて文句言われなきゃいけないの？　それより……この状況について説明してって言ってんの」

　妹は静かに、しかし戸と惑まどいと怒いかりを隠せないという様子で、俺を睨にらみ付けながら尋たずねた。

　まさか希咲が、連れん絡らくもなしにこんなに早く帰ってくるとは思わなかった。

「え、えっと、こいつは……俺と同じ学校の二科で、親の仕事の都合で海外に行かなきゃいけなくなったんだが、どうしても日本に残りたいって言うんで、俺の家が部屋空いてるから貸してやることになって……まあ、ざっと話すとそんな感じなんだが……」
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「……つまり、彼女ってこと？」




「「違ちがう！」」




　希咲の質問に、俺と二科は同時に大声で否定した。

　まあ、この状況を聞いたら疑われても仕方のないことだとは思うが……。

「その、学校が同じだけなんだが……色々と自分と状況が重なって、助けざるを得なくなったというか……」

「えっと、き、希咲ちゃん……ごめんなさい！　私が、無理言って住まわせてもらってたの……」

　二科は申し訳なさそうに希咲に謝罪した。こいつが俺のフォローのようなことをするとは、意外だった。

「……。わけ分かんない……。はあー……。とりあえず、ずっと飛行機でしか寝られてなくて疲つかれたから、一回部屋で休む」

　希咲は呆あきれた様子でため息をつくと、椅子から立ち上がる。

「「……！」」

　俺は……おそらく二科も、希咲のセリフにギクリとした。

「ちょ、ちょっと待て希咲！　その、一いつ旦たん……先に風呂でも入らないか？」

　まずい。兄が勝手に赤の他人を自分の家に住まわせていて、それだけでもこんなに怒おこっているというのに……自分の部屋にその他人が荷物をはべらせて我が物顔で住んでいたと知ったら……！

　住まわせた張本人である俺は、どれほど希咲の怒りを買ってしまうんだ!?

　二科も途と中ちゆうまでは片付けてくれているようだし、希咲に風呂に入らせて、その間に残りの二科の荷物全てを俺の部屋に移動させるしかない！

「はあ？　なんでお兄にそんなこと言われなきゃいけないわけ？」

　希咲は吐はき捨てるように言いながら、自分の部屋へ移動する脚あしを止めない。

「あっ、ちょ、待っ……」

　俺と二科はその背中を追いかけながら、上手うまく引き留める言葉を見つけられないまま……。

　希咲は、自分の部屋の扉とびらを開けてしまった。

「……え？」

　終わった……！

「な、なにこれ……!?　なんであたしの部屋に、知らない荷物が……って、まさか、あたしの部屋を勝手に貸してたわけ……!?」

「すっ……すまん、希咲！」

　俺はもう、素す直なおに頭を下げた。

「ご、ごめんなさい、希咲ちゃん！」

　二科も泣きそうな声で謝罪する。

「しんっじらんない……！」

　希咲は自身の荷物をその場に置いて、怒りのあまりか立ち尽つくしている。

　希咲の怒りを収めるための方法も咄とつ嗟さに思い当たらず、頭を下げたままどうすることもできなかった。

「パパにもママにもあたしにも無断で、勝手に学校の女子を家に住まわせて……その上、あたしの部屋を勝手に貸して好き勝手使わせてたなんて……っ！　そんなこと、許されると思ってるの……!?」

「……っ、わ、悪かった……」

　恐おそろしくて希咲の顔を見ることができず、頭を下げたまま再度謝罪した。

「すぐにパパとママに連絡するか……」

　両親に連絡されるのだけはまずい……！　希咲の言葉に大きな危機感を覚えて、顔を上げて希咲を見た、そのとき。

「えっ……これ……」

　おそらく片付けている最中だったであろう、二科の荷物である紙かみ袋ぶくろの中に同人誌らしきものが積まれていたのだが、その一番上にあった同人誌を、希咲が突とつ然ぜん手に取った。




「フロマージュさんの限定本!?　イベントで完売しちゃって通つう販はんも再版もしてないやつ！」




　希咲はこの状況に相応ふさわしくない、興奮して目を輝かがやかせた様子で、わけの分からないセリフを口走った。

「えっ……希咲ちゃん、ＢＬ同人誌とか読むの……!?」

「え……これ、あなたの本……なんですか？　オ、オタク……なんですか？」

「うん！　ここにある荷物全部その手のものばっかりだよ！　えー、なんだ、希咲ちゃんもオタクだったんだ!?　一ヶ谷、それならそうと言ってよー！」

「……!?　い、いや、俺だって知らな……」

　希咲が、オタク!?　しかも、ＢＬ同人誌を読むような腐ふ女じよ子し……!?

　噓うそだろ……!?

　そりゃあ小学生の頃ころまでは、一いつ緒しよにアニメやゲームを楽しんでいたが、オタクと言うほどではなかったし、その上……希咲が中学生になってからは、完全にそういう趣しゆ味みをやめたと思っていたというのに……！

「えっ……ここに積んであるの、全部ビブマイの同人誌なんですか!?」

「うん、そうだよ！　この倍くらいあったけど、昨日半分は中古同人ショップに売りに行って……」

「売りに……!?　勿もつ体たいない！　なんでそんなことを!?」

「えっ……それは、片付けなきゃいけなかったから……」

「売るくらいなら読ませて欲しかった……！　っていうか、ここにある本……ちょっと見てもいいですか？」

「いいよー！　ちょっとと言わず、どんどん見て！　え、この本に反応したってことは、希咲ちゃん……『とっぽ×ヒプミ』推おしってことでいいのかな!?」
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「はい！　とヒプ大好きです！」

「うそーっ私も！　ネット上以外で同志に会ったの初めてーっ！」

「あたしもです！　すごい……めっちゃ綺き麗れいだし、全然ＢＬとか好きそうに見えないのに……」

「希咲ちゃんこそ全然オタクに見えないよ!?　あ、この同人誌好きなだけ読んでいいから！　今まで部屋使わせてもらってたお詫わび……には足りないけど！」

「え、全然足りなくないです！　わ、わーっ！　これ、ピクシブでサンプル見てめっちゃ欲しいって思ってたやつ……！　あ、こっちも！　インドにいたからずっと買えなくて……まさか日本に戻もどってすぐ、こんなにたくさんのとヒプの同人誌読めるなんて……！」




　え……え……な、なんだこの展開は!?

　わけが分からなすぎてついていけないのだが……!?

　希咲が腐女子で、二科と意気投合してて……なんだこの状況!?




「き、希咲お前……オタク……っていうか、腐女子だったのか!?　アニメとかゲーム趣味、とっくにやめたもんだと思ってたのに……」

「……！　わ、悪い？　お兄には関係ないじゃん！　ってか、なんでそこで見てるわけ？　キモいんですけど……」

「なっ……!?」

「あー分かる！　同人誌読んでるの身内に見られるのとか最悪だよね。一ヶ谷、部屋出てって」

「な、な……!?」

　俺は強制的に部屋を追い出される。

　希咲は無む慈じ悲ひに扉を強く閉め、その後部屋の中からは、

「あ～～やばいこの本めっちゃいい！」

「え、これってえっちなやつ!?　買えるんですか!?」

「これもオススメだから読んでみて！」

　などと、希咲と二科の楽しそうな声が聞こえ続けた。




　えーっと……。

　とりあえず、希咲の怒りは収まったようで、そこだけは良かったけど……。

　まさか希咲が、今でもアニメやゲームの趣味を続けていた……どころか、むしろガチガチの腐女子になっていたなんて、予想外すぎて未いまだに信じられない。

　てっきり、中学入学と同時にそんな趣味は捨てて、リア充じゆう陽キャの仲間入りしたものだと思っていたのだが……中学に入ってからは、隠かくれオタクになったということなのか。

　でも、だとしたら……なぜ俺と急に距きよ離りを取り出したんだ？　オタクのままだったなら、同じオタクの俺を毛け嫌ぎらいする理由はないよな？

　それとも何か、自分はオタクだけどちゃんと見た目にも気を遣つかって頑がん張ばっているのに、頑張らないでオタクっぽいオタクのままな俺に対して、呆れたとか軽けい蔑べつしたとか、その手の嫌けん悪おなのだろうか。




　とにかくもう、情報量が多すぎて考えが追いつかない。

　なんだか楽しそうにやってることだし、あの二人のことは一旦放ほうっておいて、頭を休ませることとしよう……。




　なんとその日は、希咲の部屋から俺が眠ねむりにつく頃も、二科と希咲の話し声が聞こえ続けた。こいつら、一晩中ＢＬトークするつもりなのか……？

　というか、出会ったその日にずっと一緒に居続けるって、どんだけ意気投合してやがるんだよ!?








３









　翌朝。

　俺が起きてリビングで朝食を食べ、その後スマホを弄いじりながらダラダラしていても、希き咲さきも二に科しなも一向にリビングに姿を現さない。

　二人とも、あのまま希咲の部屋にいるのか……？




　正午を回り、さすがに色々と心配になって希咲の部屋の扉とびらをノックする。

「おい二人とも、もう昼の十二時だぞ……？」

　何度かノックすると、やっと扉が開く。

　そこには、パジャマ姿の眠そうな二科がいた。

　後ろでは、希咲がベッドで寝ねている姿が目に入った。

「やばぁ、もうお昼かあ……。昨日一晩中、希咲ちゃんと一緒に同人誌読んだり話したりしててさあ……結局寝たの朝七時くらいなんだよね……」

　二科が欠伸あくびを抑おさえながら話す。

「まじかよ……初対面だっていうのに、すげえな……」

「だって、生まれて初めて生身で同志に出会えたんだもん！　しかも希咲ちゃんと私、色々と嗜し好こうもかぶってて、他ほかのジャンルでのＣＰもかぶってて、もう生き別れの姉妹か!?　ってレベルだったんだよね！　昨日はめっちゃ盛り上がったな～」

　俺と二科の話し声に、希咲が目を覚ましたようで、ベッドから起き上がった。

「ふぁ……あ、おはようございます、心こころさん」

　二科には挨あい拶さつして俺のことは無視かよ!?

　っていうか、もう名前呼びなんだな……？

「おはよう希咲ちゃん！　ごめんね、昨晩はベッドまで借りちゃって……狭せまかったよね」

　って、まさか同じベッドで一緒に寝たんか？

「今日からはちゃんとホテルに泊とまるから……。あと、荷物も一いちヶが谷やに部屋に置いてもらうし」

「えっ……ホテル!?　いいですよ、そんなことしなくて！　このままあたしの部屋に泊まって下さい！」

　希咲の言葉にびっくりする。

　二科と意気投合したのは分かるけど、まさかそこまで言うほどなんて……。

「えっ!?　い、いやいやいや！　さすがに、いくらなんでもそれは悪いって！」

「いいですよ！　勿もち論ろん荷物も置きっぱなしで！　むしろ、他の同人誌も読ませてもらいたいから置いておいてもらいたいなあって……」

「そ、それは構わないけど、せっかく帰省してのんびりしたいだろうに、赤の他人の私が一緒にいたら気が休まらないだろうし……」

「いえ！　むしろ、お兄と二人っきりより、心さんいてくれた方が嬉うれしいですから！」

「！」

　希咲のやろう、本人がいる前でなんてことを！　さすがに傷つくぞ……。

　……って思ったが、いやでもよく考えたら、俺の方も希咲と二人きりより二科がいてくれた方が気まずくないかもしれない……。

「そ、そう？　そう言ってくれるなら……じゃあ、お言葉に甘えて……」

「やったー！」

「いやー、ぶっちゃけめっちゃ助かるよ！　ホテル連れん泊ぱくするのにすごいお金かかるところだったから……」




　こうして、希咲が日本にいる間中、二科は俺の家に居続けることになった。




　希咲の怒いかりを買わなかったことは大変助かったが、まさか俺には心を閉とざした希咲が二科にはこんなに懐なつくなんて……想定外すぎた。




　　　　＊　＊　＊




　その後、二科が冷蔵庫にあるもので適当に昼飯（二科と希咲にとっては朝食も兼かねる）を作ってくれ、三人で一いつ緒しよに食事をとった。

「すっごい！　めっちゃおいしい！　心さんって、本当に何でもできるんですね！」

「えっいやいや、褒ほめすぎだって！」

「オタクなのにめっちゃ綺麗で、持ってる服も可愛かわいいのばっかりでスタイルもよくて、料理も上手うまいなんて……！」

　二科をベタ褒ぼめする希咲を見て、ふと思う。

　希咲の奴やつ、同じオタクでも、俺のことは毛嫌いして二科には懐くって、一体どういうことなんだよ……と内心不服に思っていたが。

　まず趣しゆ味み（むしろカップリング）が合ったってのがあるだろうが、二科は俺と違ちがってオタクなのに、めちゃくそにビジュアルが良くてオシャレだから、そういう面で憧あこがれのような気持ちを持ったってのも大きいのかもしれない。

　同じオタク女子として尊敬できるオタク、みたいなところだろうか。

「でも、いくらうちが部屋空いてるからって、よく心さんみたいな人がお兄と一緒に同どう居きよなんてしてくれましたよねー！」

　くっ……。こいつ、俺がいるのによくもまあそこまで酷ひどい発言できるな……？

「傍はたから見たら絶対関かかわらなそうな二人なのに……。元から仲良かった、とかなんですか？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……一ヶ谷と私の目標がたまたま同じで知り合った、みたいな感じで」

「目標？　って……」

「えーっと、希咲ちゃんに言っていいよね？」

　二科が俺を見て尋たずねる。もうここまできて希咲に言わないのも不自然だし、特に拒きよ否ひする理由もないので、頷うなずいた。

「ああ……」

「私も一ヶ谷も、オタクの彼氏彼女が欲しくてさ！　それで、協力し合ってるんだよね」

「オタクの、彼氏、彼女……!?」

　希咲は二科の言葉に、口をポカンと開けて驚おどろいている。

「お兄が彼女、って……」

　希咲はドン引きした様子で俺を見て、

「キモッ……」

「な……!?」

　あまりに辛しん辣らつすぎる妹の一言に、傷ついて言葉を失う。

「……っ、う、うるせーな！　ほっとけよ！」

「それで、協力し合っててその流れで、同居することになったんですか？」

　希咲は俺を無視して、二科に尋ねる。

「協力し合おうってなった直後に、うちの両親に仕事で海外に行くことが決まったからお前もついてこいって言われてさ。それで、私海外に行ってオタク文化と離はなれるのがどうしても嫌いやだったから拒否してたんだけど、女の子の一人暮らしなんて危ない、って聞いてくれなくて。ちょうどそのとき、一ヶ谷がたまたまその場にいて……うちのパパに『それならうちの部屋が余ってるからうちに住めばいい！』って言ってくれたの。めっちゃびっくりしたけど、正直ありがたくて。うちの親、ちょっとおかしいっていうか……恋れん愛あい至上主義みたいな感じだからさ。これはチャンスだ、って思って、咄とつ嗟さに一ヶ谷と付き合ってるってことにして、頼たのみ込んだんだよね」

「え……えぇ～!?　それでうまくいったんですか!?」

「そー！　ただ、親が日本に戻もどってきたら結けつ婚こんする、って前提でね……」

「け……結婚!?」

　希咲は大声を上げて俺と二科を交こう互ごに見る。

「ま、まさかほんとに……」




「するわけないでしょ!?」

「するわけないだろ!?」




　俺と二科のセリフがかぶった。

「それで、それを免まぬかれるためにも、うちの両親が日本に戻ってくるまでにお互たがいちゃんとした恋こい人びとを見つけて、両親を説得しようとしててさ」

「……はー……。また、ぶっとんだ話ですね……。っていうか、心さんのご両親、心さんの結婚相手をお兄なんかで納なつ得とくしてくれたなんて意外……」

「……!?」

「まーうちの親、本人が好きな人と幸せになって欲しい、っていう考え方だからね……」

「……」

　希咲の発言にも腹が立ったが、それに対する二科の返しにも怒りを覚えつつ、もはや言い返す気にはなれず、黙だまってしまう。




「そういえば、心さんって夏コミとか行くんですか？」

　俺たちの経けい緯いの説明が終わったところで、希咲が二科に別の話題を投げかけた。

「！　うん、行きたいなって思ってる！　欲しい本もあるし、それに……この間一ヶ谷と幕まく張はりのワンダフルフェスティバルってイベントに行ったとき、『とっぽ』のイケメンレイヤーさんがいたんだけど、その人が夏コミも行くみたいだから、挨拶したいなって！　行くの初めてだから一人だと不安だけど、一ヶ谷……も行くよね？」

　二科は俺の方をチラッと見た。

「あ、ああ、まあ……」

　なるほどな。この間の男性レイヤー、夏コミにも行くのか。

　俺も夏コミは行きたいと思ってたし、特に誰だれかと行く約束してたわけじゃないから、二科と一緒に行くか……。

「『とっぽ』のイケメンレイヤー……!?」

「そう！　あ、写真見る!?　この人なんだけどー……」

　二科は希咲にスマホで写真を見せる。

「えーっめっちゃイケメン！　心さん、オタクの恋人が欲しいって言ってましたけど……この人狙ねらってる感じなんですか!?」

　希咲は写真を見て興奮気味に二科に尋ねる。

「えっ、ちょ、やだなー、狙ってるなんて……で、でも、仲良くなって、一緒に合わせとかできるようになれたらいいなーとは思ってるかなー！」

　二科は浮うき足立った様子で言う。

　狙ってる、とはっきり言うのはさすがに気き恥はずかしいのだろうか。まあ、態度でバレバレだが……。

「希咲ちゃんは夏コミ行くの？」

「あ、はい……っていうか実は、ぶっちゃけ……」




「サークル参加するんですよね」




「へー……え、ええっ!?」

「サークル参加!?」

　希咲の突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言に、俺も二科も驚きを隠かくせない。

　ちょっと待て、希咲が隠れオタクだったってだけで驚きだったのだが、サークル参加、だと……!?

「希咲お前、同人活動なんてしてたのか!?」

「うん……」

　思わず話に割って入ると、希咲は気まずそうに返事をした。

「日本にいたときから……？」

　一緒に住んでたとき、全然そんな雰ふん囲い気きなかったのだが……。

「や、今まではネットに絵上げるくらいかな。で、オフライン活動したいなって思って去年の冬コミのとき夏コミに申し込んだんだけど、その後インドに行くことになっちゃって……。一応向こうでもオンラインの同人活動はしてたけど」

「それじゃ、もしかして、夏コミに参加するために日本に戻ってきたの!?」

「えっと、勿論、友達に会いたいとか、日本で同人誌買いあさりたいとか、他ほかにも理由はあったけど、一番はそれです……」

「まだ中学生なのに同人活動してるなんてすごーい！　え、もしかしてジャンルはビブマイ!?　とヒプ!?」

「あ、はい……」

「あぁーっやっぱり!?　希咲ちゃんの同人誌買いたーい！　ってか、描かいた絵とか漫まん画がとか見てみたいなー！」

　まさか希咲が、ＢＬ同人誌を読んでいただけでなく、描いていただと……!?

「えー、全然下手へたですよ……？　それでも良ければ……これです」

　希咲は自身が描いたイラストか何かを、スマホで二科に見せているようだ。

「えっ、ウソ、めっちゃ上手いじゃん！　やばー、可愛い！」

　希咲のイラスト……一体どんな絵を描くんだ？　俺も気になる……。

　そう思って二人の様子を見ていると、一いつ瞬しゆん希咲と目が合った。しかし、すぐにムッとした表情で目をそらされる。

　まあ、俺なんかには見せてくれないだろうって分かってたけどさ……。

　それにしても……希咲がオタクで腐ふ女じよ子しだった上に、同人活動までしていたことには驚きだ。

　脱だつオタクどころか、どっぷり濃のう厚こうなオタクになってやがったのか……。

　下手したら、俺よりも濃こいオタクになってるんじゃないのか？

　それに、インドでネットで同人活動って……。インドってネット環かん境きよう整ってたのか……。




　それと同時に、こうして希咲と食事の席を共にして、一応普ふ通つうに話していることが、ものすごく不思議だった。

　家族で一いつ緒しよに暮らしてた頃ころは、ほとんど会話なんてなかったからな……。

「心さん、夏コミ行くなら、サーチケあげましょっか？」

「えっ……マジで!?」

　サーチケ……サークルチケットのことだろう。

　俺は同人活動をしたことはないが、噂うわさでは聞いたことがある。

　サークル参加する人はサークルチケットをもらうことができ、そのチケットがあれば開場前に会場に入場することができる、素す晴ばらしい代しろ物ものだと。

「うそ、めっちゃ助かる！　本当にいいの!?」

「はい。特に売り子とかいなくて一人で参加なんで、全然余ってるんで」

「え、そうなの!?　中学生が一人参加って……不安じゃない!?　大だい丈じよう夫ぶ？　友達とかに売り子頼んだりしないの？」

「……」

　二科の質問に、希咲の顔が一気に暗くなる。

「あたし、オタク友達いないんですよね……。学校では、アニメ見てるくらいの子はいても、腐女子が周りにいなくて、色々怖こわいから隠してて……」

　希咲、家でもオタクだって分かんなかったけど、学校でもオタク隠してたのか……。

　待てよ、なんかその状じよう況きよう、どっかで聞いたことが……。

「あーっ分かるぅ！　私もオタク隠してるからさー！　だから直接会って推おしＣＰについて熱く語れたのなんて希咲ちゃんが初めてだし！」

「えっ、心さんもなんですか!?　あたしもそうですよ！　今までネット上くらいでしか腐くさった話できてなかったんで……」

　二人は今一度、きゃっきゃと盛り上がっている。

　なんか、どこまでもかぶる点が多い二人だな……。

「そしたら、私で良ければ売り子やろっか!?　サーチケもらうお礼に！」

「えっ……」

「中学生の可愛かわいい女の子が一人で夏コミサークル参加なんて不安だし！　それに、売り子がいれば買い物だってできるでしょ!?　希咲ちゃん、買い物したいっしょ？」

「い……いいんですかぁ!?　正直すっごいありがたいです！　既すでに欲しい本たくさんあったんですけど、もう半ば諦あきらめて通つう販はんかなって思ってたんで……！」

「サーチケってさ、何枚もらえるんだっけ？」

「えっと、自分の含ふくめて三枚ですね」

「もう一枚はどうするの？」

「あ、完全に余ってますね」




「そしたら、一ヶ谷にも売り子やってもらわない？」




「……えっ!?」

　突然俺の名前を出されて、驚おどろいて声を上げた。

　そりゃあ確かに、俺もサーチケ欲しいな～とかは思ってたけど……俺が希咲のサークルスペースで売り子!?

「お、お兄に……!?」

「スペースに可愛い女子二人じゃちょっと怖くない!?　男子いた方がいいじゃん？　それに、一ヶ谷にも売り子頼たのめたら二人で手分けしてよりたくさんの本買えるかなって」

　可愛い女子二人、って……まあ、見た目だけで言えば確かにそうだが、自分で言うのかよ。っていうかこいつ、完全に自分の私利私し欲よくのために利用するつもりで提案したんか！

　でもまあ、もしサーチケで入場させてもらえるなら、売り子をやるくらい別に構わないが……。

　昨年初めて夏コミに一いつ般ぱん参加したのだが、死ぬほど熱い中長時間屋外の列に並ぶのは、本当に地じ獄ごくだった。

　それを免まぬかれるなら、ＢＬ同人誌の売り子くらい全く苦ではない。三人で交代制なら、ずっとスペースにいなきゃいけないわけじゃなく、買い物も行かせてもらえそうだし。

　しかし……俺は良くても希咲の方は嫌いやなんじゃないだろうか。自分が描いたＢＬ同人誌を、自分の嫌きらいな兄に売られるなんて……。

「いや、さすがにそれは……！　ＢＬ同人誌、しかも妹が描いたのを売るとか……お兄、無理じゃない……？」

　希咲は戸と惑まどった様子でしどろもどろになる。俺の顔を気まずそうにチラッと見て、目をそらした。

　意外な反応だった。自分が嫌がっているというより、俺の方を気き遣づかっているかのようにも見える。

「えー、全然余よ裕ゆうでしょ。一ヶ谷、私が勧すすめたＢＬゲーやったりしてるし、ＢＬにめっちゃ理解あると思うよ」

「えっ……お兄が、ＢＬゲー!?」

　希咲は衝しよう撃げきを受けた様子で俺を見る。

「いや、やりたくてやってるわけじゃねえから！　二科に、オタク彼女が欲しいなら押おさえとけって言われて……」

「あ、ああ……。でも、勧められたからってできるのもすごいけど……」

　希咲はやや引いた様子で言う。こいつ、俺のこと腐男子だと勘かん違ちがいしてないだろうな……!?

「一ヶ谷だって、サーチケで入場できるなら売り子くらい全然オッケーでしょ？　サークル参加の方が、出会える率高まるかもしれないし！　可愛い同人作家とか、可愛いコスプレイヤーの売り子とか！」

「……！」

　夏コミで出会い、か……。正直、三み波なみさんに言われたことで頭がいっぱいで、そんな発想に至ってもいなかった。

「ま、まあ、行きたいとは思ってたから、サーチケもらえるなら売り子くらい全然やるけどさ……」

「え、マ、マジで!?」

　でも希咲はそれでいいのか？　と言おうとしたが、その前に希咲が反応した。

　俺が売り子をやると言ったことに、驚いているようだ。

「あっ……で、でも、本の中身ぜっっったい見ないでよ!?」

　直後、慌あわてた様子で付け加える。

　……ってことは、俺に売り子をさせることを許したってのか？

「そりゃあ、勿もち論ろん許可なく見たりはしねえけど……」

「よし、じゃー決まり！」




　こうして、まさかの急展開で俺と二科は希咲のサークルで売り子をすることになった。

　希咲がサークル活動までしていること自体びっくりだったのだが、自分自身がそのサークルの売り子をすることになるなんて……。

　何より、希咲が、嫌っているだろう俺を、自分の同人誌を売る売り子として認め、サーチケまでくれるなんて……。

　二科がこの家にいなくて、俺一人の家に希咲が帰省しただけだったら、絶対にあり得なかった展開だ。

　そもそもその場合、希咲とこんなに関かかわること自体あり得なかったことだろう。必要最低限の事務的な会話だけで終わっていたことと思う。




　　　　＊　＊　＊




　それからその日の午後、希咲は久々に日本の友達と会う約束があるらしく、出かけていった。ついでにその帰り、サークル参加に必要なモノを色々購こう入にゆうしてくるらしい。

　夏コミで売るための同人誌の原げん稿こうは既に完成して入稿済みらしく、あとはサークル設営のための準備や無料ペーパーなどを作るのみ、と話していた（俺ではなく、二科に）。




「あっそういえば、三波さんも夏コミ行くって！　さっきラインで聞いたら返信来て。今回は仕事じゃなくて、欲しい本があってプライベートで行くみたい」

　希咲が出かけた後、朝食の食器を洗っていると、ソファーでスマホを弄いじっている二科に声をかけられる。

「……！」

　突とつ然ぜん出てきた三波さんという言葉に、驚いて一瞬言葉に詰つまる。

「一ヶ谷の妹さんがサークル参加するからうちらも手伝う、って話したんだけど、良かったよね？」

「え!?　あ、ああ……。そしたら、なんて……？」

「サークルスペース分かったら教えて下さいって。遊びに来てくれるみたい」

「！　そ、そうか……」

　ということは、あれ以来久々に三波さんに会うことになるのか……。

　俺も行くと分かった上で、三波さんは遊びに来るって言ってるんだよな？

　変に意識しているのは俺だけで、三波さんの方はあの言葉についてなんとも思ってないということなのだろうか？

「そういえば……三波さんって、すごい人だったんだね！　一ヶ谷知ってた？」

「え？」

　すごい人？　元々声優の時点ですごいとは思うが……もしかして、バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの西さい園おん寺じエミリーの件か？

「多分……俺が認にん識しきしてるのと同じことなら……」

　もうネット上でも正体がばれたとはいえ、俺の口から簡単に言ってもいいのか迷い、濁にごした。

　洗い物を終えて、二科の向かいの椅い子すに座って話を続ける。

「それって、あれだよね？　ＶＴｕｂｅｒの……」

「ああ」

　二科もついに知ったのか。

　まあ、もう色んなまとめサイトに掲けい載さいされているからな……。

「やっぱあんたも知ってたかー。ネット上でかなり話題になってたもんね」

「あ、ああ……そうだな」

　ネット上でバレる前に知っていたことは、隠かくしておこう……。

「声せい優ゆうってだけでもすごかったのに、まさかあんなに人気のＶＴｕｂｅｒの声優だったなんてねー！　名前だけは前から知ってて、最近動画見てみたんだけど、声結構そのままだったし百合ゆり好きってところもそのままだし、見た目も三波さんに似てるし、まんま三波さんを二次元化した感じでめっちゃ可愛かったー！」

「ああ、そうだよな……」

　やっぱり、俺以外の人間から見ても、西園寺エミリーって三波さんそのまんまだよな……。

「あーそれと！　そういえば、あんたはこの間のイベントで撮さつ影えいした可愛かわいいコスプレイヤーとは、その後何かあった？」

「え……」

　イベントで出会った可愛いコスプレイヤー、か……。

　確かに写真撮とったし、ツイッターアカウントの写真も撮ったけど、その後ツイッターのフォローもリプも一いつ切さいしていなかった。

　三波さんにあんなことを言われたことで頭がいっぱいになって、コスプレイヤーのことなどどうでも良くなっていたというのが正直なところだ。

「いや、特に何も……」

「えー、勿もつ体たいな！　せっかくカメラ借りて練習までしたのに」

　確かにその通りではあるのだが、三波さんに言われたことの真意を確かめないままに、よく知らないコスプレイヤーに絡からむとか、どうしてもする気が起きない。

「お前の方はどうなんだよ？　その後、イケメンレイヤーとは……」

　そういえば、色々あって、二科の男性との状じよう況きようがどうなっているのか聞くのをすっかり忘れていた。

「んー、特にあれからやり取りはしてないかな。毎日ツイートは監かん視ししてるんだけど、絡む勇気は出なくて……」

「ふーん……。っていうか、ツイッターは繫つながったんだよな。どうなんだ？　前のばんびみたいに、チャラそうな雰ふん囲い気き漂ただよわせてたりとか……」

「いや、今のところ全っ然ない！」

「ふーん、あんなイケメンでしかも女子人気の高いコスプレしてたのに……？」

　どうしても、ばんびという出会い厨ちゆうチャラ男ナルシストレイヤーの前例があるから、イケメンコスプレイヤーというだけで疑ってしまう。というか、二科ももっと警けい戒かいしていいはずなのだが……。

「疑うなら、あんたも見てみてよ！」

　二科は俺に自分のスマホを差し出した。

　そこには、男性コスプレイヤーのツイッタープロフィール画面が表示されていた。言われた通り、目を通す。

　ツイッターアカウントネーム、【ＹＵＹＡ】。

　プロフィール欄らんには、【コスプレ初心者です！　宜よろしくお願いします！】という自己紹しよう介かいの後に、今コスプレできるキャラクター一覧と、ハマっているらしいジャンル一覧が並んでいた。

　アイコンは俺もイベントで見た『ビブマイ』の『とっぽ』の自撮り画像で、あの日見た通りイケメンであった。

　フォロー数は二ふた桁けた、フォロワー数は三桁で、ツイッターを始めたのは四ヶ月ほど前のようだった。プロフィールにあるコスプレ初心者というのは、本当なのかもしれない。

　ツイート一覧をざっと見ると、まず『とっぽ』や、『ＦＧ０』の人気キャラ『メーリン』のコスプレ写真と共に、自己紹介が書かれたツイートが、トップに固定されていた。

　その他ほかの通常ツイートは、普ふ通つうのオタクの日常ツイート、という感じであった。大学の話や（大学生のようだ）、バイトの話、ソシャゲの話などが多かった。

　時折軽い愚ぐ痴ちなどはあるものの、全体的に見て特に悪い感じはしない。ツイートを見る限り、にわかオタクなどではなく、普通にちゃんとオタクのようだった。

　何やら大学でバスケサークルに入っているようで、サークルのツイートもたまにあった。

　オタクなのにバスケサークルって……リア充じゆう兼けんオタク、って奴やつなのか？　そんな奴、実在するのか？　やはりチャラいのか……？

　続いて『ツイートと返信』をタップして見る。チャラい男の場合は、ここで色んな女性と絡んでいるはずだ。そう思ったのだが……。

　特定の何人かのアカウントと頻ひん繁ぱんにリプのやり取りをしているようで、これの相手が女なんじゃ!?　と思ったが、やり取りしているどのアカウントをタップしてみても、どれも男性のようだった。

　女性のアカウントとのやり取りは、なかなか見当たらない。

　どんどん下の方までタイムラインを遡さかのぼりながら、やり取りしているアカウントを全すべてチェックしていくと、やっと女性らしきアカウントとのやり取りが見つかった。

『今日は写真を撮らせて頂きありがとうございました！　フォローさせて頂きました！』

　という女性コスプレイヤーのリプに対して、

『ありがとうございます！　自分もフォローさせて頂きました！』

　と、返していた。それに更さらに女性のリプがついていたが、そこでやり取りは終わっていた。




「なんか……チャラくはなさそうだな」

　一通りツイッターを見終えて、感想を述べた。

　少なくとも、ツイッターを見る限りは、そう感じた。オフラインでどうなのかは分からないが……。

「でしょでしょ!?　だから言ったでしょ!?」

　あんなにイケメンのコスプレイヤーで、女にチャラくないって、そんなことあるのだろうか？

　ツイートを見る限り、全然悪い印象はないどころか、ソシャゲやアニメ関係のツイートなんかは共感できるものも多く、普通に仲良くなれそうなタイプのオタクとさえ思ってしまった。

　ツイッターだけで人間性が分かるわけじゃないから、まだ完全に油断はできないが……とりあえず、今の段階の印象だけで言えば、仲良くなるのを協力、応おう援えんしてやるには十分な相手だと思った。

「ま、いいんじゃないか……？」

「でしょーっ！　ばんびさんとはツイッターの時点で大おお違ちがいなんだよね！　女子とほとんどやり取りしてないし、胡う散さん臭くささみたいなのも全くないし！」

　二科の奴、ばんびのことは自分でも胡散臭いと思っていたのか……。

「で、このコスプレイヤーと夏コミで会うんだよな？」

「あー、うん。夏コミ行くみたいだから、当日ツイート見て会いに行こうかなって！」

「え、じゃあ特に約束とかはしてなくて、ツイートだけの情報で会いに行こうとしてるってことか……!?」

「え、うん……だって、約束なんてまだできないし！」

「おま、夏コミ行ったことないからそんなこと言えるんだって……！　あの人の多さでツイッターのツイートだけで会うとか、無理だぞ！　しかも本人とツイッターでやり取りできるならまだしも、一方的な情報だけで会うとかまず無理だって！　人多すぎて電波状況悪いときもあるし……」

　去年あいと夏コミに行ったときは、別行動をした後待ち合わせしただけで、人が多すぎて会うのに手間取った程だ。

「えっ……そ、そうなの……!?」

　俺の言葉に、二科は衝しよう撃げきを受けている様子だ。

「とにかく、折角相そう互ごフォローになったんだから、『私も夏コミ行くんで写真撮らせて下さい』とかリプ送ってみろよ」

「え、えぇー!?　いや、無理無理！　挨あい拶さつリプ以降一回も絡んでないし！」

「だからこそいいチャンスなんだろ！」

「でっでも、一回しか会ったことないのに図々しくないかな!?」

「一いつ緒しよに合わせしましょうとかだったらともかく、写真撮らせて下さい、くらいだったら別に図々しくないだろ」

「そっか……うん、確かにそーか……」

　二科は俺の言葉に納なつ得とくしつつも、それでも大いに悩なやみながらリプライの文章を打っていた。

　ようやく文が完成し、俺も確かく認にんして、その場で送信する。

「あ～～っ送っちゃった！　返事来なかったらマジで病やむ！　ってか、結構フォロワーいるし、あのイベントでもたくさんの女性に写真頼たのまれてたし、私のことなんて覚えてないかも……」

　あのイベントで二科はユニケーンのコスプレをしていたのだが、正直、あんだけ可愛くてクオリティ高いコスプレイヤーだったら、なんとなくでも覚えているのではないかと思うが……。

　まあ、二科にそれは言わないが。

「そういや二科、夏コミではコスしないのか？」

「え？　うん、そのつもりだけど……。希咲ちゃんのサークルの売り子するのと、本買うのが目的だし」

「そのイケメンレイヤーが、前回のイベントで二科のこと覚えてるにしろ覚えてないにしろ、もう一回コスプレして行った方がより印象付けられるんじゃないのか？　あんだけイケメンだったら、夏コミでも色んな女性に写真撮られるかもしれないし」

「……！　そ、そっか……確かに！　あっそしたら、折角だし私もビブマイのコスしよーかな！　希咲ちゃんのスペースでもビブマイコスだったら合ってるし、それにもし『ＹＵＹＡ』さんがまたとっぽコスだったら、合わせで一緒に写真撮れるかもしれないし！」

　二科がいいことを思いついたというように、高いテンションで言う。

「ビブマイのコス、か……」

「『ラムタ』のコスだったら男装だけど可愛いしやってみたいなー！　あっでも、希咲ちゃんのスペース『とヒプ』なのに、ラムタコスで売り子だとおかしいかな～」

　はしゃぐ二科の話を聞きながら、考える。

　確かに同じジャンルのコスプレであれば話も盛り上がるし、一緒に写真も撮れるかもしれない。が……。

「いや、それでも……他のコスの方がいいんじゃねえか？」

「え、なんで!?」

「いくら可愛い系でも、男装コスにときめくオタク男は少ないと思う……。やっぱ、一オタク男子目線で言うなら、好きな女キャラのコスされた方が嬉うれしいかもな」

「えっ……そ、そういうもんなの!?」

　自分だったらと考えて、二科に告げる。

「この男性レイヤーのツイッター見るに、『アイステ』の『夢ゆめ見みありむ』が好きだよな。ありむのコスとか、いいんじゃねえか」

　先ほどツイッターのタイムラインで見た情報を思い出して二科に提案する。

「あっ確かに好きって言ってる！　そっか、やっぱオタク男子ってそういうもんか……。『ありむ』は私も好きだし、コスしたい！　よし、ありむコスにしよ！」

　二科は俺の言葉に納得したのか、即そつ決けつしたようで、「あーどの衣い装しようにしよっかな～、私服もいいけどメイド衣装の方が可愛かわいいかな～」などと言いながらスマホで検けん索さくを始める。

　随ずい分ぶん思い切りがいいな……。

「あっでも、別ジャンルのコスプレになっちゃうから、希咲ちゃんに悪いな……。聞いてみないと」

「まあそれは、別に大だい丈じよう夫ぶじゃねえか」

「そっかな。あ、するコスプレも大事だけど、そういえば……服、何着てこっかなー……」

　二科はふと思い出したように呟つぶやいた。

「服？」

「だって、例えば当日その男性レイヤーさんと急速に仲良くなって、今日一緒にアフターしましょうって話になるかもしんないじゃん!?」

「えっ……」

　アフターとは、夏コミの後に一緒に食事に行くことだろう。

　こいつ、もうそんなことまで考えてんのかよ……。そもそも、現段階だと夏コミで会えるかどうかも分かんねえのに。

「あっ、そうなった時のために、ウィッグ取った後ちゃんと髪かみ整えられるグッズも持っていかないと！　電池式の持ち運び用ヘアアイロンとかー……」

　確かにウィッグって、かぶった後髪がかなりボサボサになるみたいだからな。

「……で、どう思う？　何着ていったらいいかな？」

　気づけば二科は、縋すがるように俺の目を見ていた。

　こいつ、オタク男子の好みについては、すっかり俺の意見を信用するようになったもんだな……。

　オタク男子が好む、女子の夏服か……。

「そうだな、やっぱり……ノースリーブの白いワンピース……だな！」

　鉄板、王道。これが嫌きらいなオタク男子はいない、と思う。

「えっ……!?　そんなシンプルな服でいいの!?」

「ああ。アニメとかゲームでヒロインの夏服見ても白いワンピース率は異常に高いし、好きなのは俺だけじゃないと思う」

「そーなんだ。それでいいなら結構楽かも。そういう服持ってないし、今日ちょうどこの後友達と渋しぶ谷やに行くから、そこで買っちゃおっかなー」

　この後出かける予定があったのか。夏休みなのに今日も一日引きこもるのは俺だけのようだな……。まあ、インドア夏休み最高だからいいんだが。

「……あっ！」

　そこで突とつ然ぜん、二科がスマホを見ながら大声を上げる。

「ツイッターのリプ返ってきてた！」

「おお！　速いな。なんて？」

　イケメンレイヤーから、もうリプ返ってきたのか。

「……『２ハートさんも行かれるんですね！　是ぜ非ひご挨拶させて下さい！　コスするんですか？』……って！」

　二科は興奮した様子でリプを読み上げる。

「おお、良かったじゃねえか」

「うん！　会ってくれるみたいだし、私に興味も持ってくれてるし……！　え、これ、結構脈ある!?」

　二科はテンションが高まった様子のまま、ニヤけながら俺に聞いてくる。

「ああ、まあ、仲良くなろうとはしてくれてるんじゃないのか……？」

「やっぱり!?　だよねだよね!?　あーどうしよ、なんて返そう!?」

「とりあえず、会話を途と切ぎれさせずにリプしろ！　あとは、ちゃんと当日も会えるように連れん絡らく取り合う約束忘れんなよ」

　自分が男性レイヤーの立場だったら、リプが途切れたらそれだけで脈なしと感じてしまうだろうと思い、二科に告げた。

「わ、分かった！　やば！　そろそろ準備して家出なきゃいけない時間だ！　この続きは電車ん中で返そっかな！」

　二科は慌あわただしく出かける準備をして、家を後にした。




　まだはっきりとは分からないが、今回のは、とりあえず……前回の男性レイヤーよりは、ちゃんとうまくいく可能性高そうだと思った。

　何より、男性レイヤー側がなんとなく、ちゃんとしてそうだ。

　いやでも、まだツイッターで見ただけの情報しか分からないのだから、油断は禁物なんだが。

　なんといっても、男性レイヤーという女にチヤホヤされるような人種なわけだし、あんなに男前だったのだから、モテる、女にチャラい可能性は大いにある。

　二科本人があんな風に舞まい上がってまた盲もう目もくになっているかもしれないから、俺がしっかり、ちゃんとした男かどうか、見み極きわめてやらねえとな。








４









　その日の午後、二に科しなが出かけた後、俺は部屋を掃そう除じしてから、ソシャゲをしたり、ネットでＶＴｕｂｅｒの動画を見たりと、いつも通りのオタ活を楽しんでいた。

　今日は俺が夕飯を作る日だが、二科は友人と食べてくると言うし、希き咲さきだって何時に帰ってくるか特に聞いていないので、自分だけのために作るのも面めん倒どうだから、流行はやりの宅配アプリで牛ぎゆう丼どんを注文して夕飯を済ませることにした。




　牛丼を食べていた午後八時頃ごろ、誰だれかが玄げん関かんを開ける音がした。

　二科だとしたら、友人と夕飯を食べてくると言っていたはずだから、早いな、と思っていると……。




「……ただいま」

「……！　お、おかえり……」




　リビングの扉とびらをあけて姿を現したのは、希咲だった。

　希咲が日本に帰ってきてから、二人きりになるのは初めてだった。

　二科のおかげで全く話さなかった頃ころよりはマシになったけど、正直、気まずい。

　子供の頃、二人で仲良くアニメを見たりゲームをしていたのが噓うそみたいだ。

　しかし、希咲だって俺なんかと二人でいたくないだろうから、すぐに自分の部屋に行くだろうな。

　だから、元からここにいた俺の方から先に部屋に移動することは、しなくて良いいだろう、と思った。

　希咲は何も言わずに冷蔵庫へ向かい、二科作の麦茶を取り出してグラスに注いだ。

　それをテーブルの上まで持ってくると、俺のいるソファーの向かいの椅い子すにドサッと座った。

　……え!?　てっきり即そく部屋に行くかと思っていたが、行かないのかよ!?

　麦茶を飲みながら、スマホをいじり出す。

　ちょ、なんで!?　ここに居座るつもりか……!?

　なんでだよ!?　俺と二人っきり、嫌いやじゃないのか？　俺は気まずいぞ!?

　希咲と二人きりでこんな比ひ較かく的てき近い距きよ離りにいるなんて、一体いつぶりだ？

　とにかく沈ちん黙もくが気まずく、必死に話題を探す。

　今まで二科がいたから家の中の空気が気まずくならずに済んでいたが、実の妹と二人きりという状じよう況きようがこんなに気まずいなんて……。

　何で、妹相手にこんなに気を遣つかわなければならないんだよ……。

「……き、希咲お前……まだオタクだったんだな。中学入っててっきりそういう趣しゆ味みすっぱりやめたのかと思ってた」

　とりあえず、ずっと言いたかったことを言った。何の脈みやく絡らくもなくいきなりこんな話するなんて、不自然だったか？

「……！　べ、別に、人の勝手でしょ」

　くっ……！　希咲の返答を聞いて、気を遣って話しかけたことを即そく座ざに深く後こう悔かいした。

「……それにしては、あっさり親について海外行ったよな。海外だとかなりオタ活に制限出るのにな」

「……！　そりゃああたしだって、オタク文化と離はなれたくなかった。けど……家族は一いつ緒しよにいるものでしょ」

　希咲はボソリと呟いた。

　まさか希咲から、そんな言葉が出るとは思わなくて、狼狽うろたえて何も言えなくなる。

「……それなのに……」

「え？」

　希咲が小声で何かを言いかけた。

「……別に、何でもない」

「？　な、何だよ……」

　途と中ちゆうで言うのをやめられると、何を言おうとしたのか気になるんだが……。

「にしても、まさかお兄が同じオタクとはいえ女子……それもあんな綺き麗れいな人と友達になれたとか、未いまだに信じらんない」

「な……!?」

　希咲が顔を上げたかと思うと、不服そうな顔で言った。

「中学のときとか全然女友達なんていなかったじゃん」

「うっ……」

　た、確かに……。

　まあ二科と話すようになったきっかけも、半分事故みたいなもんだしな……。

　自分でも、二科とあそこで知り合ってなかったら、今でも女友達なんていなかったことだろうと思う。

　三み波なみさんに最初に自分から話しかけることができたのも、今にして思えば、二科とよく話すようになって女子に耐たい性せいがついたからだろうと思うし。

　五ご条じようさんやゆめさん、元バイト先の彩いろ葉はさんや水み琴ことさんに至っては、二科と共に異性と出会うために行動したから出会えたわけであって、二科と出会ってなければ出会えてすらいなかっただろう。

　希咲に言われて改めて自分でも実感したが、中学生のときの自分からだったら、まるで考えられないほど恵めぐまれている。

　それもこれも、とりあえず二科のおかげ……が大きいのかもな。

「あたしが友達家に連れてきただけでも緊きん張ちようしてたもんね。小学生相手に」

「なっ!?　べ、別に……緊張なんかしてねーわ」

「ほんと、なんで心こころさんと仲良くなれたのか、考えれば考えるほど不思議」

「うっ……まあ、オタクで、境きよう遇ぐうが近かったってのが一番だとは思うけどな……。最初にオタク的な話ができたってのもでかいし」

「ふーん……」

「そういえばお前、あっち行ってたときはオタク活動できたのか？　どうなんだ、インドって」

「いや、日本と同じようにはできるわけないじゃん！　自分勝手な理由で日本に残ったお兄は、好き放題オタクできていいだろうけどさ！」

　希咲は俺を責めるような口調で言う。

　そこまで言うなら自分も日本に残りたいって言えば良かったのに……と一いつ瞬しゆん思ったが、希咲は母親と仲が良かったし、中学生で親と離れるって結構辛つらいもんかもしれないな。

　……それに何より、俺と二人暮らしする羽目になってしまうわけだから、それが一番嫌だったのかもしれんけど。

「そういえば念のため聞いとくけど、お前が描かいた同人誌って、まさか年ねん齢れい指定がある本じゃねえだろうな……？」

　売り子を務めるにあたって一応知っておきたいことを尋たずねた。

「え、そりゃそうでしょ！　あ、あたしを何だと思ってるわけ……!?　そういうのはまだっ……もう少し恥はずかしさが抜ぬけるようになってから……」

「……って、いつかは描く気でいるのかよ!?」

　恥ずかしそうに言う希咲に、思わず突つっ込む。この女、中学生のくせに既すでにそんなこと考えてんのかよ……!?　どんだけムッツリスケベなんだ！

「今ってさ、日本じゃどんなジャンルが流行ってんの？」

「そーだな、やっぱソシャゲは強いかな。ＦＧ０とか……」

「へー。女子には？」

「女子向けを俺に聞かれてもな……。やっぱ、ビブマイとか？」




　いつの間にか、希咲と自然に話せていることに気づいた。

　こんな風に二人で話しているのって、何年ぶりだろう。

　希咲が小学生の頃、仲が良かったときも、思えばこんな感じだったな。まるで昔に戻もどったみたいで、不思議な気分だ。

　それからも、俺たちは他愛たわいもない話を続けた。

　俺は希咲に、インドはどうだったか。親父おやじと母さんはどうしてるのか。向こうの学校には馴な染じめているのかなどを聞く。

　希咲は俺に、日本のオタク事情は今どうなのか、何が流行っているのかなどを聞いた。

　びっくりするほど、自然に話せた。

　希咲はすっかり変わってしまったものだと思っていたが、いざ話してみると全然そんなことはなかった。小学生の頃の、生意気でクソガキな妹の希咲のままだった。

　希咲の方も、昔にみたいに俺と普ふ通つうに話してくれたことが、内心嬉うれしかった。

　希咲が日本にいたときも、こんな風に元通りに戻れていたら良かったな……なんて、今いま更さら思っても仕方ないのだが。




　しかし、今になって余計に気になる。

　希咲はなぜ、俺に対して急に冷たい態度を取るようになったのか。

　あれは俺の気のせい……などではなかったはずだ。

　すごく気になるが、今こうして本人を目の前にすると、めちゃくちゃ聞きにくい。というか、兄としてそんなこと聞きたくない。




「ただいまー」

「あ、心さん！　おかえりなさい」

「おお、おかえり……」

「えっ……ここで二人で話してたんだ？」

　帰宅してリビングに入ってきた二科は、俺と希咲の様子を見て少し驚おどろいている様子だった。

　二科から見ても、俺と希咲が二人ではあまり会話をしていないことに気づいていたのかもしれないな……。だからこそ、今の様子を見て驚いているのだろう。







　その日の夜中、トイレに行きたくなって目覚めた俺は、トイレのある下の階へと移動する。

　二科と希咲を起こさないように、足音をなるべく静かに、一歩ずつ階段を下りていく。

「……！」

　もうすぐ下の階に到とう着ちやくするというところで、リビングの電気がついていることに気づいた。

　え……なんだ、誰だれかまだ起きてんのか？

「心さん、すみません……。製本手伝ってもらっちゃって……」

「全然気にしないで！　同人誌作るのって憧あこがれてたけど、私絵も漫まん画がも小説も描けないからさ。ちょっとでも手伝えて嬉しいよ！　しかも、大好きなとヒプ本の……！」

　扉とびらの向こうから、希咲と二科の声が聞こえてくる。また、パソコン用プリンターで印刷している音と、うっすらテレビの音も聞こえてくる。

　希咲の同人誌の製本を、二科が手伝ってるってことか……？

「ありがとうございます……！」

「もうメインの新刊は印刷会社に入にゆう稿こう済みなんだよね？」

「はい。これはおまけのコピー本で、百円くらいで売ろうかなって……。もう夏コミまで時間ないのに、突とつ発ぱつ的てきに短いネタ思いついちゃって、コピー本でいいからどうしても出したくなっちゃって……」

「そういうの大事だよ！　私好きなサークルさんが突発でコピー本出してくれたらめっちゃ嬉しいもん！」

　なるほど、コピー本の製本か……。

　俺も二科と同じように同人活動はしたことがないが、なんとなく聞いたことがある。

　印刷所で原稿を印刷して作ってもらう、所謂いわゆるちゃんとした同人誌と、自分で原稿をコピーして製本して作るコピー本の同人誌と、二種類あると。

　直前に突発本出したくなって作るとか、希咲の創作への情熱もすげえもんだな。まあ、ＢＬ同人誌だけど……。

　もし人手が足りないなら俺も手伝ってやりたい気持ちもあるが、まあ俺にＢＬ同人原稿なんて見られたくないだろうからな……。

　とりあえず、二人には特に声をかけず、さっさとトイレで用を足したら部屋に戻るとするか。

　そう思って、トイレの扉の取っ手に触ふれたとき。




「そういえばさ、希咲ちゃんが日本にいたとき、あんまり一いちヶが谷やと仲良くなかったんだっけ？　なんか、最近は結構話してるし、不思議な感じだよね」




「……！」

　二科の言葉に、思わず固まった。話の続きが気になってしまって、トイレの扉を開ける手が止まってしまう。

「あ、そうですね……」

「確か、昔は仲良かったんだよね？」

「まあ、子供の頃ころは……」

「なんで仲良くなくなったのかなーって気になって」

　二科、なんて質問をしやがる……！　もう気になって、完全にここから動けなくなってしまったじゃないか。

　希咲の返答を聞いて、傷つく可能性だって大いにあるわけだから、聞かない方がいいかもしれないが……ここまで聞いておいて、これ以上聞くのをやめるなんて、どうしてもできない。

「…………」

「あ、話しにくいようなことだったら無理に話さなくていいからね！」

「あ、いえ、そういうわけじゃないんですけど……」




「たしかきっかけは、お兄があたしのこと避さけだしたこと……だった気がします」




　……え？

　お、俺が希咲を避けだしたことがきっかけ、だって!?

　希咲の言葉に、衝しよう撃げきのあまりリビングの扉を開けたくなる気持ちを抑おさえる。

　希咲の奴やつ、何言ってんだ!?

　俺はそんな意識ないのだが……。

　むしろ、お前が俺を避けだしたんじゃねえかよ！

「え……一ヶ谷が、希咲ちゃんを!?」
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「確か、あたしが中学上がるちょい前、くらいですかね……。それまでは一いつ緒しよにアニメ見たりゲームやったり普通にしてたんですけど。なんかあるときから、お兄が自分の部屋でアニメ見たりパソコンやったりすることが多くなって……」

　俺が一人でアニメを見たり、パソコンやったり……!?

　……。いや、それは……確かに、思い当たる節があるな……。

　当時中学生だった俺は、よく小学生の希咲と一緒に、リビングでアニメやゲームを楽しんでいた。

　しかし、男の性さがだから仕方がないことだと思うのだが……年齢的にちょうどその頃、エロ系コンテンツに興味を持ち始めてしまった。

　エロいシーンのあるアニメやゲーム、またパソコンでエロいイラストや漫画を漁あさるようになった。

　当然、そういった作品を小学生の希咲の前で見るわけにはいかない。

　俺はその頃から、自分の部屋に籠こもって一人でエロ系のコンテンツを見る時間が増えた。

　そういえば当時……よく希咲が俺の部屋に来ようとしていた。

　しかし、勝手に部屋に入られようものなら、俺にとっても希咲にとってもトラウマレベルになるとんでもない事故が発生する危険性がある。

　一度希咲が勝手に部屋に入ってきて、幸いにもそのときは何もしていなかったので大だい丈じよう夫ぶだったのだが、俺はものすごく怖こわくなった。

　そのとき、「これからは絶対に俺の部屋に勝手に入るな」と希咲を怒おこった覚えがある。

　それからは、希咲は俺の部屋に入る前にノックするようになり、俺の部屋の前まで来て「お兄、何やってんのー!?」と声をかけることが何度かあったが、手が忙いそがしいときは「ちょっと今忙しいから」と言って追い返していた。

　中学生男子としては、仕方のない事情だと思う。

　もしかして……希咲が言ってるのは、そのときのことか!?

　それを、あいつは俺が希咲を避けだしたと思っているっていうのか……!?

　確かに思い返してみれば、希咲が俺に距きよ離りを取り出したのは、その後くらいからだったような気がする……。

「お兄の部屋に行っても追い返されたりして……」

「マジで!?　酷ひどい！　一ヶ谷、全然そんなこと言ってなかったのに……！」

　二科が希咲の話を聞いて怒り出す声が聞こえてくる。

　い、いや、そう言われても……。

「それで、そっちがそうならもうこっちだっていいわ！　ってなって、そのときからお兄とどんどん話さなくなりましたね……。正直、今回こんなに喋しやべったの久々ですよ」

　……っていうことはつまり、何か？

　希咲は、俺が自室で一人で色々楽しむようになったのを避けられ始めたと勘かん違ちがいして、拗すねて俺と話さなくなった、と……？

　それじゃあ、俺のことを嫌きらいになったとか、軽けい蔑べつしたりして距離を取ったわけじゃなかったのか……!?

「あのとき、なんで急にあたしのこと避けだしたんだろって、今でも不思議ですけど、さすがに、聞きにくいし……。って、べ、別に、構ってくれなくなって拗ねたとかそういうことではないですけど！」

「ほんっと信じらんない！　可愛かわいい小学生の妹を避けるなんて……！」




　俺は二人の話を、気が遠くなりそうな思いで聞いていた。

　そして、自分がトイレに行こうとしていたことを思い出す。ここでトイレに入ったら、流水音で俺が話を聞いていたことがバレてしまう。

　そう思った俺は、そこからまた足音に最大限気を遣つかって、静かに階段を上がって部屋に戻もどった。

　迫せまり来る尿によう意いに耐たえながら、ベッドに入る。




　希咲……お前、そんな風に思ってたのかよ……!?

　俺に構ってもらえなくて拗ねた、だって……!?

　そんなん……普ふ通つうに可愛い妹じゃねえか……!?

　俺だって、お前ともっと一緒にアニメ見たりゲームしたりしたかったっつーの！（エロ系を除いて）

　まさかこんな些さ細さいなことが溝みぞが生まれるきっかけになっていたなんて……！

　ベッドの上で、喜び、後こう悔かい、色んな感情が頭の中をぐるぐると回った。




　いくら後悔しても、希咲と日本で過ごした、仲なか違たがいした数年間は戻ってこない。

　それなら、せめて明日から、もっと希咲に優やさしくしてやろう。

　そしてまた希咲が日本で暮らすようになったら、また前みたいに仲のいい兄妹きようだいに戻れるよう、頑がん張ばろう。




　そう心に誓ちかいながら、俺は静かに尿意と闘たたかい続け、二人が部屋に戻ってくれるのを待ったのだった……。




　　　　＊　＊　＊




「ああ、二人とも、おはよう」

「ふぁあ……えっ、一ヶ谷もう起きてんの!?　ってか、それ……朝ご飯作ってんの!?」

　翌朝。

　キッチンで朝食を作る俺の姿を見て、リビングに入ってきた二科が驚おどろきの声を上げる。

　基本的に朝食は各おの々おの自由に、ということになっているので、俺が朝食を作ることなんてまずない。

「えっ……お兄が料理……!?」

　二科と共にリビングに入ってきた希咲も、俺の姿に驚いている。

　希咲に至っては、こっちに来てから俺が料理しているところすらまだ見たことないから、驚くのも当然かもしれない。

「いや、家族がインドに行ってからは、ちゃんと夕食作ってんだぞ。毎日じゃないけど……」

「うわー、似合わなすぎ……」

「うるせえな、折角作ってやってんのに！」

「え……？」

　俺の言葉に、希咲は顔をしかめる。

　俺は希咲の反応を無視して、作った目玉焼きと炒いためたウィンナーを皿に盛り付けて、二科と希咲、自分の席にそれぞれ並べた。

「え……!?　あ、あたしの分まで作ったの!?　何、どういう風の吹ふき回し!?」

　その様子を見て、希咲は驚き、戸と惑まどいの声を上げている。

　トーストで焼いた食パンも、それぞれ盛り付けた。

「怖いんですけどぉ……！」

「一ヶ谷が私より早く起きて朝ご飯作ってるとか、一緒に暮らし始めて初めてだわ……」

　希咲に続いて二科までも不ふ審しんがっている。

「なんだよ、食べねえのか？」

　俺の言葉に二人は食べる！　と返事をして、席に着いた。

　昨晩偶ぐう然ぜん希咲の思いを聞いて、希咲が日本にいる間だけでも、少しでも優しくしてやろうと思った。

　その結果、感謝されるどころか思いっきり怖がられているんだが……。

「いただきまーす。あのお兄が料理ねえ……」

「希咲……同人活動でなんか手伝って欲しいこととかないのかよ」

「へっ……!?　な、何突とつ然ぜん……!?」

「もうすぐ夏コミ当日だろ」

「いや、特に……。っていうかお兄に同人原げん稿こうとか絵とか見られたくないし！」

「……。まあ、なんかあったら手伝ってやってもいいから」

「はあ!?　だからもー、何なの!?　ほんと気色悪いんだけど!?」

「……っ、お、お前な……。せっかく人がこんなに優しくしてやってんのに……！」

　希咲はついに怖いを通り越こして俺のことを気色悪いと言いだし、ここまで優しくしてやったことを後悔しそうになる。




　俺と希咲のそんな様子を、二科はなぜか黙だまって薄うすく微笑ほほえんで見ていた。




　　　　＊　＊　＊




　夏コミ前日の夜。

　希咲と二科は部屋で慌あわただしく明日の準備をしているようだった。

　俺はコスプレもしないただの売り子参加なので、明日用に飲みものを冷蔵庫に入れたくらいで、特別な持ち物は特にないのだが、二科はコスプレ参加、希咲に至ってはサークル参加なので、準備も一苦労なのだろう。

　一いつ般ぱん参加で待機列に並ぶようなら、扇子せんすとか団扇うちわとか、暑さや熱ねつ中ちゆう症しよう対策のグッズも色々必要だが、サークルチケットで入場できる今回は、並ばずに入れるらしいからそこまで対策しなくても大丈夫だろう。




「一ヶ谷～！　ちょっと来て～！」

　リビングでだらけていたら、上の階から二科に呼ばれる。

　俺を呼ぶって、一体何事だ……？

「……入るぞ」

　希咲の部屋の前で声をかけると「いいかな希咲ちゃん？」「はい」という声が聞こえたので、扉とびらを開けた。

　部屋の中は、おそらく希咲のサークル参加に必要なものと、二科のコスプレ衣い装しようや小道具でとっちらかっていた。

「ねえ、この服でいいと思う!?」

「……！」

　二科の姿を見て、驚いた。

　二科は白いワンピースを着ていた。

　肩かた紐ひもでノースリーブのオフショルダーに、フリルがついている。丈たけは膝ひざ上うえで、シンプルながらも可愛らしい、ド定番の、オタクが好きなやつだ。

　もしかしてこれ、前に俺がアドバイスした夏コミ用の私服か……。

　くっ……悔くやしいけど、二科がこういうオタクウケがいい服着ると、破は壊かい力りよく半はん端ぱないんだよな……。

　いくら腐ふ女じよ子しで性格がドギツくても、こんな見た目だったらほとんどのオタク男を虜とりこにできてしまうのではないだろうか。

　いや、性格だってキツいところはあれど、根はすげえいい奴やつだし、オタクに理解あるどころかオタク趣しゆ味みも合うし、普ふ段だんのギャル服やめてこういう格好して出会いの場にさえ行けば、いつでもオタサーの姫ひめになれるんじゃ……って、俺、いくらなんでも褒ほめすぎか……。
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「……って、ちょっと、一ヶ谷!?　何なの黙って!?　も、もしかして引いてるわけ!?　さすがにやりすぎた!?　いや、自分でも狙ねらいすぎかなって思ったんだけど……こんな服友達の前では絶対着てけないし……」

「いや、お兄、心さんが可愛すぎて見とれてるんじゃないの？」

「……っ！　い、いや……まさにオタクが好きな、ベストな服のチョイスだったからちょっと驚いてただけだよ！　そう、こういうのでいいんだよ！」

　希咲の言葉は悔しいけれど図星だったが、慌てて否定する。

「あ、マジで!?　こんな狙いすぎなやつでいいんだ!?　良かったー、この服にして！　髪かみ型がたどうしよっかなー、暑いだろうから結びたいんだけど……」

「ポ……ポニテ、とか……！」

「え？」

　つい提案してしまう。

「あ、いや、オタクはポニーテール好きな奴多いから、まあ参考までに……」

「え、そーなんだ！　じゃ、ポニテにしよー！　コスプレの時ウィッグかぶるから、アフターの時には整えてもボサボサ気味になっちゃうかもだけど……」

「え、心さん、例のとっぽのイケメンコスプレイヤーさんとアフター行けることになったんですか!?」

「あ、いや！　……全然、そんな話にはなってないんだけど……も、もしかしたらそういう話になることもあるかなー、って……」

「あ、な、なるほど……」

　二科の言葉に、希咲は少し引いた様子で苦く笑しようしていた。

　無理もない。まだそんな話になってもいないのに、私服や髪型にまでこんなに気合いを入れているのだから……。

　もしアフターの話が出なかったら、全すべてが無む駄だになってしまうというのに。

　自分から積極的に誘さそおうとしてるならともかく、こいつに限ってそんなことできないだろうしな……。

「そしたら、このワンピに似合いそうなヒールのサンダル履はいてこ～！」

「……！　ヒールのサンダル……!?」

　二科の軽率な発言に戦せん慄りつした。

「バカ言え……！　夏コミと言ったらスニーカーだろ！　せめて、サンダルでもヒールなんてない履きやすい歩きやすいやつにしろ！」

「えっ……ヒールないサンダルとか、このワンピに合いそうなやつないんだけど……」

「それでも、間ま違ちがってもヒールのサンダルなんて履いていくな。列に並ばないからまだマシかもしれんが、それでも広いビッグサイト内を歩き回ることには違いないだろうから、履きやすい靴くつを絶対推すい奨しようする。コスプレのときの靴も、なるべく歩きやすい靴の方がいいと思う」

　去年の夏コミの経験を踏ふまえて、熱弁する。

「マジか……。あ、コスの靴はヒールなくて良かったー……。一ヶ谷がそこまで言うなら、ヒールのないサンダルにする」

　二科は俺の言葉に納なつ得とくしたようで良かった。

　夏コミ初体験だから仕方がないのかもしれないが、そんな靴履いていったら絶対帰り道あたりで痛い痛い騒さわいで大変だったことだろうと思う。




「よし、大体準備おっけーかな！　やばーい、めっちゃテンション上がってきた！　今日寝ねられるかな～！」

　テンション高い二科と違って、希咲の方は静かだった。初めてのサークル参加に緊きん張ちようしているのだろうか。




　いよいよ、夏コミは明日……！

　売り子参加とは言え、買いたい本もあるから、売り子も買い物も気合いを入れなければならない。

　しかし、俺にはそれ以上に意識していることがあった。

　先日の『ワンダフルフェスティバル』以来、数週間ぶりに──三波さんに会うのだ。

　三波さんに告白ともとれるようなことを言われて、それ以降一いつ切さい連れん絡らくは取り合っていない。

　今日までの間、俺は何度も三波さんのことを思い出し、頻ひん繁ぱんに三波さんのことばかり考えてしまった。

　あのときは忘れて下さい、って言われたけど……明日は一体、三波さんは俺に対してどういう感じで接してくるのだろう。

　もし、もう一度告白っぽいことをされたら……!?

　いやでも、理想の人って言われただけで、告白されたわけではないし……。

　この妄もう想そうを、一体もう何度繰くり返したことだろう。




　とにかく、何はともあれ……明日三波さんに会うの、緊張するけど……楽しみだな。








５









　八月十日。夏コミ二日目。

　希き咲さきがサークル参加する当日。




　去年は、起きて顔を洗って歯を磨みがいただけの状態で着き替がえて、髪かみもボサボサの状態で夏コミへ出かけたが、今年はそういうわけにはいかない。

　夏コミでも女の子との出会いが云うん々ぬんとか、二に科しなにはそう言われるだろうが、最も早はや俺にとってそういうことは割りとどうでも良かった（そもそも出会えるかどうかも分からないし）。

　久々に、三み波なみさんに会える。

　久々に会って、あれ？　やっぱり不細工じゃん、理想の人とか勘かん違ちがいだったわ、とか思われたら最悪だ。

　昨日から決めていた私服に着替え、顔を洗ってワックスで髪を整える。眉まゆ毛げや髭ひげは昨日のうちに処理しておいた。

　やがて希咲と二科も部屋から出てきて、朝食を食べる時間もなく、朝七時に家を出て、東京ビッグサイトへと向かった。

　俺の荷物はリュック一つだが、希咲も二科も大荷物で、キャリーケースを引いていた。

　……こういうのを持ってやるのがイケメンなのかもしれないが、二つも持てないし、どちらか一つを持つのもアレだし、いや、やっぱ多分一人だとしても照れくさくて持つよとか言えねえわ。




「あ、あの……せっかく心こころさん……と、一応お兄にも売り子までやってもらうのに、うちのスペースに全然人来なくてめちゃくちゃ暇ひまだったらごめんなさい……！　そしたら、自由に遊びに行ってもらって大だい丈じよう夫ぶですから！」

　会場に向かう電車の中、希咲が不安げな表情で俺たちに言う。

　柄がらにもなく、当日になって弱気になっているのだろうか。

　そもそも俺は希咲の絵も漫まん画がもピクシブやツイッターのページも見せてもらってないわけだから、希咲がどのくらい上手うまいのか、どのくらい反はん響きようがあるのか、全然分からないので、希咲の発言が謙けん遜そんなのか本音なのかも分からない。

「もー、何言ってんの希咲ちゃん！　ピクシブのサンプルページに結構な数のブクマついてたじゃん！」

　そうなのか……。希咲、結構上手いのだろうか。

「あれは、日ひ頃ごろツイッターで交流がある人がつけてくれたってのもあると思いますし、あと自分も買おうと思ってなくてもちょっと気になったらブクマすることもありますから、全然参考にならないなって思ってて……」

「いやそれはあるとしたって、それを除いても十分な数のブクマだったよ！」

　弱気になっている希咲を、二科が励はげまし続ける。

「あっそうだ、希咲ちゃん、ビブマイスペなのに別ジャンルのコスでごめんね」

　二科が、気き後おくれした様子で希咲に告げた。

「全然気にしないで下さい！　ってか、心さんのありむコス見るの楽しみです！」

　二科、今日は『夢ゆめ見みありむ』のコスするんだよな。俺も好きなキャラだから楽しみ……って、俺、何考えてんだよ……。




　やがて東京ビッグサイト駅へ到とう着ちやくした。

「うわあ、すっごい人～！」

「ほ、ほんとですね……。テレビとかでは見たことあるけど、生で見るとすごい……」

　東京ビッグサイト駅からビッグサイトへ向かう途と中ちゆう、二科も希咲も人ひと混ごみに驚おどろいているようだ。

　俺も、去年初めて夏コミに参加したときはびっくりしたし、死ぬほど大変な思いして、列に並んでるときはもう二度と来るものか！　なんて思ったものだ。

　その後同人誌を買ってるときテンションが上がって、そんな思いは吹ふき飛んだのだが。

「え、これに並ぶの？　やばくない？」

「いえ、あたしたちはサークル参加なので、サークル参加の人用の入り口から入れるんですよ」

「えー、そうなんだ！　良かったー！」

　去年は一いつ般ぱん参加者の列へ並んだものだが、今年はサークル参加のため、サークル参加者のための入り口から並ばずに入ることができた。

　いや、サークルチケットって素す晴ばらしいな……。




「じゃあ、なるべく早く着替えてスペース向かうからね！」

　会場に入場して、コスプレする二科だけが女子更こう衣い室へ向かった。

　俺と希咲で、希咲のサークルスペースである西展示棟へと向かう。

　二人きりになって改めて希咲の顔を見ると……緊張しているのか、硬かたい表情だった。

　やはり、自分のスペースに来てくれる人がいるかどうかが不安なのだろうか。

「……べ、別に、買ってくれる人がいようといなかろうと、好きなもん描かいてそれを発行するってだけで、労力かかることだし、十分すげえことなんじゃねえのか？」

　お世辞などではなく、同人イラストも漫画も見る専門の俺からしたら、素す直なおにそう思う。

「……！　別に、それくらいお金かければ誰だれでもできることだから、全然すごくない！」

「ああ、そうかよ……」

　しかし希咲の心には全く届かなかったようだ。

「……でも、確かに……同人なんて、好きなもん描いて発行してっていう自己満なわけだし……どのくらいの人が読んでくれるかなんて、気にしても仕方ない、か……」

　希咲は軽くため息をつきながら言う。

　少しは気が楽になったのだろうか。ならいいのだが……。




　西展示棟に辿たどり着き、希咲にサークルスペースのナンバーを聞いて、二人でサークルの配置図を見ながらスペースを探した。

「あ……ここか」

　歩き回っているうちにスペースを発見した。

　長テーブルの上に、たくさんのチラシやら何やらが重なっている。

「あっ……新刊届いてる！　良かった～！」

　希咲が、長テーブルの下に置かれている段ボール箱を見て声を上げた。

　そうか、印刷会社がイベント会場のスペースに手配してくれるのか。自分で持って行ったら重くて相当大変そうだし、便利なもんだな。

「ちゃんと中身も確かく認にんしないと！　……って、その前に椅い子すどかさないとね」

　チラシと共に畳たたまれたパイプ椅子も三つほどテーブルの上に重ねて置いてあり、希咲と二人で一つずつ持ち上げてセッティングした。三つ横並びには設置できなかったので、前に二つ、後ろに一つだ。

　チラシは要いらないものが多そうだったが、希咲はキャリーケースに仕し舞まっていた。

　それから、段ボール箱を持参してきたらしいカッターで開けて、中から本を取り出す。

「うわ、すごい……」

　希咲は一冊手に取って、少し言葉を漏もらし目を輝かがやかせて本の表紙を見た。

　そうか、同人誌発行するの初めてだもんな。そりゃあ感動するよな。

「……！」

　俺は希咲の作った同人誌の表紙を見て、色んな意味で驚いた。

　まず、絵がすげえ上手い。こいつ、こんなに絵上手かったのかよ!?

　そんでもって、男同士がイチャついている表紙イラスト……なのはまあいいとして。

　表紙の右下に、赤文字で『Ｒ15』という表記があるのを俺は見み逃のがさなかった。

「Ｒ15って……十五禁!?　おっおま、これエロい内容なのかよ!?」

「……っ！　ちょ、なんで勝手に見んの!?　別にいいでしょっ！」

　俺の言葉に、希咲は真っ赤になって持っていた同人誌を自分の背中に隠かくした。

「いや、これから売るんだから見ざるを得ないんだけど……」

「……う……」

「……な、中も見ていいか？」

「絶対駄だ目めに決まってんでしょ!?」

　くそっ、せっかく売り子を手伝ってやるってのに、売る本も読ませないなんて、理り不ふ尽じんな……！

　ＢＬに興味はないが、妹がどんな漫画を描いたのかくらいは非常に興味がある。それも、十五禁のＢＬ同人誌なんて……。

　希咲は俺から見えないような向きで本をパラパラと捲めくり、中身を確認していた。印刷ミスがないかなども兼かねてチェックしなければならないのだろうか。
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　希咲にああ言われては仕方がないので、俺は言われたとおり中身を見ることもできずに、その様子を黙だまって見ていた。




　それから希咲は、キャリーケースから大きな布、値札、会計用コインケース、釣つり銭せん、お品書きが書かれたボード、コピー本、文具などの必要なものを取り出した。

　まず自分のスペースである長テーブルの半分に大きな布をかける。

　そのあたりで、隣となりのサークルがやってきた。

　女性二人組だった。年ねん齢れいは、二十代くらいだろうか。二人とも黒くろ髪かみで、真面目そうな雰ふん囲い気きの女性だ。

「あ、『クイーン』さんですか!?」

　女性二人組のうちの一人が、希咲を見て不思議な名前で呼びかける。

「あ、はい！　『りんご』さんで……!?」

「そうですー！　初めまして！　やっと会えて嬉うれしいです！」

「こ、こちらこそ……！　今日は宜よろしくお願いします！」

「クイーンさんってこんなに若かったんですね！　てっきり同じくらいかと……」

　クイーンというのは、もしかして、希咲の同人作家としての名前なのだろうか。元からネット上では交流があったが会うのは初めて、という感じっぽいな。

「あ、こちら今日売り子をしてもらう時とき田たさんです」

　同人作家の女性が、もう一人の女性を紹しよう介かいした。

「宜しくお願いします」

「あ、宜しくお願いします」

　挨あい拶さつを終えた後、女性二人の視線が俺へと向く。希咲も俺を見て、少し気まずそうな表情になる。

「え、えっと……こっちは、今日売り子をしてもらう一人で……兄です」

　希咲は言いにくそうに言葉を詰つまらせながら、俺を紹介した。

「えっお兄さん!?」

「お兄さんが売り子さん……すごいですね！」

　女性二人は驚いた様子で声を上げた。

「よ、宜しくお願いします……」

　俺は苦く笑しようしながら挨拶すると、二人も挨拶を返す。

　チラッと周りを見回すも、少なくともこの付近には、男性がサークルスペースにいるサークルはうち以外なかった。ＢＬ同人サークルの売り子に男性なんて、相当珍めずらしいことのようだ。

　その上、妹と兄でサークルスペースに立つのだから、尚なお更さらだろう。なんか、一気に恥はずかしくなってきたぞ……。




　その後、希咲と二人で手分けしてサークルスペースの設営を進めた。

　テーブルの上に布をかけ、段ボール箱から希咲の同人誌を取り出し、テーブルの上に平積みする。五部ずつ二列に並べた。同人誌の手前には値札を置く。

　作業している最中、先ほど挨拶を交わした隣のサークルの小さな話し声が聞こえてくる。

「あんなに若くてリア充じゆう兄妹きようだいでサークル参加なんてことあるんだね～」

　……ん？　あんなに若くてリア充兄妹でサークル参加、って……？　それって、もしかしなくても俺たちのことか……!?

　いやまて、希咲は確かにオタクには見えないほどオシャレだし、まあ兄が言うのも何だが見た目も悪くない……いや、ぶっちゃけかなりいい方だとは思うが……兄妹、ってことは、俺も!?

　確かに今日は、（三波さんに会うかもしれないから）かなりオシャレ頑がん張ばってきたけど……まさかこのオタク代表みたいな見た目だと思っていた俺が、そんな風に言われるなんて……。

　それも、俺に直接言ってきたわけではないということは、お世辞ではなく本心……と捉とらえていいのか？

　そんな風に褒ほめてもらえるって、内心めちゃくちゃテンション上がるな……。




　印刷所で製本された新刊の横に、希咲がイベント直前に作っていたコピー本も並べる。

「にしても、すげえ執しゆう念ねんだよなぁ。新刊は既すでにあるのに、直前にコピー本まで作るなんて……」

　希咲と共にコピー本を並べながら、俺は呟つぶやいた。

「だって、突とつ発ぱつ的てきに出したい本の内容思いついちゃったんだもん」

　希咲の創作意い欲よくは我が妹ながらすげえと思う。まあ、内容はＢＬ同人なわけだが……。

「……って、ちょっと待って……」

　そこで、希咲の動きがピタッと止まる。




「なんでお兄が……あたしが直前にコピー本作ったこと知ってんの……!?」




「……ッ！」

　希咲は焦あせった顔でこちらを見て、俺を問いただす。

　やべえ……!!

「え、あ、それは……」

　なんでってそれは、希咲が深夜に二科に手伝ってもらいながらコピー本を作っているのを、リビングの扉とびら越ごしに聞いていたからだが……そのことがバレると、俺がそのとき二人がしていた話を聞いていたこともバレてしまうことに気づいた。

　せっかく物音を立てないよう注意を払はらって、なんとかバレずに済んだのに、こんなことで自ら墓ぼ穴けつを掘ほってしまうなんて……！

「い、いや、えっと……印刷所に頼たのまずにコピーってことは、直前に作ったのかなあって思っただけだって……！」

「それにしても最初から決めつけてるっておかしくない……!?　も、も……もしかして……あの日、話盗ぬすみ聞きしてた……!?」

「……！」

　やべえ、速そつ攻こうバレた！

「なんかリビングの外で物音したなとは思ったんだけど、入ってこなかったしトイレの音もしなかったから気のせいかと思ってたんだけど……盗み聞きしてそのまま気づかれないように戻もどったってこと……!?」

「……!!　いっいや、ちが、盗み聞きするつもりは……」

「やっぱり聞いてたんだ!?」

　希咲が大声を出す。顔は真っ赤になっていた。

　ああ、ここまで来たらもう誤ご魔ま化かしようがない……。

「し、仕方ないだろ！　トイレに行こうとしたら話し声が聞こえて、トイレに入りにくくて、そのまま戻ったんだよ！　そ、それの何が悪いんだよ！」

「……。ど、どこから……どこまで聞いてたの……？」

「……！　どこからって、はっきりは覚えてないけど……」

　もうここまで来たら……逆に、言いたいこと言った方がいいんじゃないか、という気がしてきた。

「……あのな、希咲……俺が希咲を避さけだしたって話だけど……」

「～～!?　や、やっぱり、その話まで聞いてたんだ……!?　さ、最悪！」

「……。お前が、そう感じたのは……気のせいだから……」

「マジで最あ……、え……？」

「あれは、その……今ならお前も分かるだろうけど、家族に見られたくないオタクコンテンツってあるだろ？　それを見るのに、一人で部屋に籠こもってただけであってだな……」

「……！　……」

「お前を避けたなんて意識は全くなくて、むしろ俺の方が、お前が急に冷たくなったって思ってたくらいで……」

「……。な、何それ……」

　希咲は俺の言葉に、啞あ然ぜんとした様子で固まっている。




「何そのくだらなすぎる理由!?」




「!?」

「家族に見られたくないオタクコンテンツ、って……つまりそれ、一人で部屋でエロいもの見てたってこと!?」

「！」

「まだ中学生の時に!?　最悪なんだけどっ！　お兄のそんな話聞きたくなかったし！」

「なっ……ちょ、おま……！」

　希咲が大きめの声で騒さわぐせいで、近くのサークルの人たちから注目を浴びていることに気づき、めちゃくちゃ焦る。

「そんなくだらない理由で……バ、バカみたい……」

　希咲はため息をついて言う。




「そんなことで、あんなに悩なやんでたなんて……」




　突とつ然ぜん小さい声になって、呟いた。

　あんなに悩んでた……？

　希咲は、俺に避けられたと思って……そんなに悩んでたってことなのか？




「お待たせ～！」




「……！」

　声がして、はっとする。

　テーブルを挟はさんだ目の前に、夢見ありむのコスプレ姿の二科が立っていた。

　ピンク色のウィッグに水色のメイド服を着用しており、カラコンやメイクもバッチリで、キャラが三次元になったかのようにイメージ通りで、めちゃくちゃ似合っている。

　何やら、胸にもパッドか何か入れているようだな……？

　ありむのバストサイズは九十くらいだった気がするが、胸のサイズまで忠実に再現したのか……。コスプレイヤーの鑑かがみだな。二科自身も割りと胸あった気がするが、普ふ段だんより明らかにでかい。

　……って、胸なんて見てたら不ふ審しんがられる！　慌あわてて視線を胸から逸そらす。

「こ、心さん……めっちゃ可愛かわいい！」

「ごめんねー、時間かかっちゃって……。もう設営終わっちゃってたねー」

「いえ全然！」

　二科が横からサークルスペースの中へと入る。

　パイプ椅い子すをもう一つ開いて置いた。

「あ、これ新刊!?　すごーい！　見ていい!?」

「はい、勿もち論ろん！」

　二科の言葉に二つ返事でオーケーする希咲。

　兄の俺には頑かたくなに見せないくせに、こいつ……！

「きゃ～～っ可愛い～～！」

　二科は中を見て黄色い声を上げて興奮している。

「あ、良かったら……一冊、心さんに差し上げます。今日のお礼……にもなりませんけど」

「え、いいの!?　ありがとーっ！」

「おい、俺も売り子やるんだけど……」

「お、お兄にはあげるわけないでしょっ!?　っていうか、欲しくもないでしょ!?」

「中身、気になるっちゃ気になるんだが……」

「絶対無理！」




　二科が来たことで、希咲とのさっきの話は強制的に終わった。

　希咲が、俺に避けられたと思って悩んでたなんて……耳を疑う程ほどにびっくりした。

　そのことについてちゃんと聞きたいけど、もうタイミングを逃のがしてしまって、この先希咲と二人きりになったとしても、めちゃくちゃ聞きにくい。

　俺の方が、希咲に避けられたと思って凹へこんでたっていうのに……。







　それから、二人と話して、三人が揃そろっているときは、二科と希咲が前に座り、俺は後ろに座るというポジションで売り子をすることが決まった。

　やはり基本的には女性が前に座っていた方が同じ腐ふ女じよ子しとしては買いやすいだろう、という配はい慮りよからだ。




　ちょうどスペースの設営、準備が終わったあたりで。




「おはようございます。ただいまより、第九十六回コミックフェスタを開かい催さい致いたします」




　開場アナウンスが響ひびき渡わたる。

　今まで列に並びながらしか聞いたことがなかったアナウンスを、サークルスペースで……それも妹のサークルで聞く日がくるなんてな。

　会場内に拍はく手しゆが沸わき起こり、俺たちも拍手をした。

「やば～っ、なんかめっちゃアガってきた！」

　テンションが高まっている二科とは裏腹に……。

「つ、ついに開場……。イベント、始まっちゃった……」

　希咲が緊きん張ちようした声で呟いた。

　後ろに座る俺の位置からは後ろ姿しか見えないが、それでも、希咲が緊張で押しつぶされそうになっているのだろうと容易に想像できる。

「少しでも……来てくれる人いるといいな……」

　希咲がポツリと呟く。

　やはり、そのことに関する不安が大きいんだな……。

「大だい丈じよう夫ぶだって！」

　二科が希咲の肩かたを叩たたいて元気づける。

　やがて、一いつ般ぱん参加者が会場へと入場してきた。

　当然なのだが……目に見える来場者は、ほとんど女性であった。

　今まで参加した同人イベントは男性参加者だらけだったので、初めて見る光景に戸と惑まどう。

　やがて、うちのサークルのある列にも人がやってくる。

　何人か、サークルスペースの前を通りすぎる。その度たびに、俺まで緊張が走った。

　中身も見せてもらえていないが、希咲の本が売れて欲しいと、心から願っている自分がいる。

　そしてついに、一人の女性がうちのサークルの前までやってきた。かと思うと──。




「すみません、新刊一冊お願いします」




「……！」

　中を見ることもせずに、そう声をかけてきた。

「……っ、は、はい！　あ……ありがとうございます！」

　希咲は驚おどろいた様子で立ち上がって礼を言う。二科が本を一冊手に取って、「五百円になります」と告げた。

　女性参加者は二科に五百円渡し、二科は本を渡しながら「ありがとうございます」と礼を言う。

「ありがとうございます」

　女性参加者は笑顔で本を受け取り、そのまま立ち去った。

「早さつ速そく売れちゃったね、希咲ちゃん！」

「…………。え!?　あ、はい……！」

　希咲は呆ぼう然ぜんとしていた。

「いや、なんかまさかこんなにすぐ、しかも中身も見ずに買ってもらえるなんて思ってなくて……」

「だから言ったじゃん！　あんだけ新刊のサンプルブクマされてたんだもん！　今の人多分、ブクマしてくれて、買うって決めて来てくれたんだね！」

　二科の言葉に納なつ得とくした。なるほど、だから中身を見ずに買ってくれたのか……。

「そ、そっか……。あたしの本を、イベントでお金出してまで買ってくれる人が、実際にいるんだ……。今までブクマとかコメントで反応もらえたときも、すごく嬉うれしかったんですけど、イマイチ実感が湧わかなくて……。だから今、なんかすごい感動、っていうか……」

　考えてみたら希咲は、今までオンラインでしか活動してなくて、初めてオフラインでイベントに参加したんだもんな。今初めて自分の読者と対面したわけだ。

　しかし、真っ先に何の迷いもなく買いに来てくれる人がいるって、すげえじゃねえか希咲。

「……よ、良かったな」

　だが、真っ向から褒ほめるのも小こっ恥ぱずかしいので、せいぜいそんな言葉をかけるのが俺の精せい一いつ杯ぱいだった。

「う、うん……」

　希咲は小さく答えた。

　俺の場所からは顔が見えないが、照れているように思えた。

「あ、そういえば、もう見たいスペースあったら行ってもらって大丈夫ですからね！　早く行った方が買える確率高いし！」

　希咲は二科と、一応俺の方も少し見て、そう告げた。

　俺は今日、欲しい同人誌は数冊あり、ピクシブでサークルスペースをチェックして来た。

　でもまあ、今日の目的は希咲のサークルの売り子と、二科が男性レイヤーに会いに行くための付き添そいと、それから……数週間ぶりに三波さんに会うこと、だったので、本が売り切れてしまっていたらそれはそれで、と思っていた。

　まあ、どうしても欲しい本だったら、イベント後の通つう販はんっていう手もあるしな。

「私は、お昼くらいにコスプレスペースに行かせてもらえたらありがたいのと、あと本買いに行くのはいつでもいいんだけど、希咲ちゃんの欲しい本もあったら教えてもらって、自分が欲しい本とまとめて行きたいな～って。希咲ちゃんが欲しい本ですぐ売り切れちゃいそうなのある!?」

　二科が希咲に尋たずねる。

「あっ……一カ所ありますね」

「そしたら、今買い物行ってくるよ！」

「ありがとうございます！」

　希咲が二科に欲しい本のサークルや詳しよう細さいを伝え、まずは二科が買い物に出ることになった。

　そのやり取りをしている間にも、また一人女性参加者がスペースへやって来て、希咲の本を買って行った。

「……一応聞くけど、お兄も買い物行きたい？」

　二科がスペースを後にしてから、希咲がこちらを振ふり返って尋ねる。

「ああ、行きたいけど……後でいいかな」

「そーなの？　別に今でもいいけど」

「さすがに、お前を一人でここに座らせとくのも不安だしな」

「……!?」

　希咲が俺の言葉に一いつ瞬しゆん固まる。直後、俺の方を見ていたのに、すぐに前に向き直ってしまった。

「な、何言ってんの！　自分のサークルの売り子くらい、一人でも余よ裕ゆうだけど！　元々、そのつもりだったわけだし……」

「そうは言っても、お前もまだ中学生なわけだしな……」

「バッ……こ、子供扱あつかい!?」

　希咲の声を聞いているうちに、これは照れているんだということに気づく。昔から、照れるとキレ始める癖くせあったからな、こいつ。




　それからも、希咲のスペースの本は売れ続けた。

　人が絶えないというほどの大だい盛せい況きようではないものの、あまり長い時間空くことなく、スペースに来て買っていく人が現れる。

　マジですげえな……。オンラインの同人活動で、しっかり読者がついてくれたわけだ。

　まさかうちの妹が、中学生にしてこんな実力があったなんて……。

　益々本の中身、見たいんだが……。

　オフ本もコピー本も売れていき、希咲が参加者に本を手て渡わたし、俺が本の在庫を段ボール箱から取り出してテーブルの上に補ほ充じゆうする、という流れで作業を続けた。




　やがて、買い物を終えた二科が戻もどってくる。

「ただいまー！　希咲ちゃんが欲しがってた本、まだ全部残ってたよ！」

「ほんとですか!?　よかったぁ～っ！　ありがとうございます！」

「それから、私が欲しかった本も全部買えちゃった！　いや～サーチケって素す晴ばらしいね!?　希咲ちゃんに感謝だよー！」

　欲しい本を全部買えたらしい二科は、ご機き嫌げんである。

「じゃあ次お兄、買い物行っていいよ」

「！　ああ……じゃあ、行ってくるわ」

　希咲の言葉にありがたく俺も買い物へ出た。

　会場内は暑いが、外よりは大分マシだ。人気がありそうなサークルから順に回っていったが、全すべてまだ売り切れておらず、欲しい本を全部ゲットできた。

　いや、二科が言うとおり……サーチケって素晴らしいな!?

　並んでないから体力も消しよう耗もうしてないし、こんなに快適に夏コミで買い物ができるなんて……！

　まあ当然、サーチケはサークル参加する同人作家のためのものなわけだから、いくら素晴らしいからって転売とかするのはよくないと思うが、それほどの価値があるものだということはよく分かった。




「ただいま」

「あ、おかー。どうだった？」

　スペースへ戻ってきた俺に、二科が声をかける。

「ああ、欲しい本全部買えた」

「へー、良かったじゃん」

　俺の報告に、希咲が反応する。

「ああ……サーチケってすげえな。希咲……サンキュー」

「べ、別に……」




「あ、いたいた～っ！」




「……！」

　そこへ、テーブルを挟はさんで目の前に、見覚えのある姿が現れた。

「おつかれっすー」

「お疲つかれ様」

　元バイト仲間の、彩いろ葉はさんと水み琴ことさんだ。

　二人は私服姿だった。

「あーっ二人とも来てくれたんだ！」

　どうやら、二科が二人と連れん絡らくを取って、サークルスペースを教えていたようだ。

「あ、心先せん輩ぱいありむコスっすか！　めっちゃ可愛かわいいっすね！」

「ああ、本当に可か憐（れん）だ……。こういうコスプレが似合うというのは最も早はや才能だな……」

　彩葉さんと水琴さんが、それぞれ二科のコスプレ姿にコメントする。

「えーっありがとう！　水琴さん、褒めすぎですよ～っ！　あ、えっと……希咲ちゃん、この二人は私と一いちヶが谷やのバイト仲間の、彩葉さんと水琴さんっていうんだけど……」

　二科が二人を希咲に紹しよう介かいした。

「あ、初めまして。一ヶ谷希咲です」

「あ、この子がイッチー先輩の妹さんっすか!?　初めましてー！　彩葉っす。イッチー先輩に全然似てなくてめっちゃ可愛いっすね！」

「ちょっ、彩葉さん……!?」

　彩葉さんは相変わらず、とてつもなく失礼な爆ばく弾だんをかましてくる。

「初めまして、水琴だ。お兄さんにはバイトでお世話になった。……いや、どちらかと言えばお世話したという方が正しいな」

「水琴さん!?」

　水琴さんまで便乗して失礼なことを言ってくれやがる……！　まあ、確かにどちらかと言えば俺がフォローしてもらったことの方が多いかもしれないが……。

「…………」

　希咲はキョトンとした様子で、黙だまって聞いていた。

　直後にハッとして、「あ、兄がお世話になってます！」と慌あわてて口にする。

　……？　一体どうしたのだろうか。

「うむ。兄に似ずに礼れい儀ぎ正ただしく素晴らしい妹さんだな」

「なんなんすか！　俺だって十分礼儀正しいでしょ！」

「ってか、その若さでサークル参加ってだけですごいのに、めちゃくちゃ上手うまいっすねー！」

　彩葉さんは希咲の本を見て感心している。

　そこへ、女性客がスペースに来て、本を手に取った。

「……そろそろ我々は失礼しようか」

　その様子を見た水琴さんが、俺たちに告げる。気を遣つかってくれたようだ。

「じゃあ、また後で連絡しますねー」

「うん、ありがとー！　私も後で連絡するね！」

　そうして、二人はスペースを後にした。

　嵐あらしのような二人だったな……。

「……信じらんない……」

　二人が去った後、希咲が呟つぶやいた。

「え……？」

「心さんだけでなく……お兄が、あんな可愛くて綺き麗れいな人たちと親しげに話してるなんて……」

　希咲は言ってから、俺の方をチラッと見る。心底驚おどろいている様子だった。

「……！　そんなこと言われてもな……」

　希咲にとって、俺ってどんだけ非リア充じゆうの陰いんキャだったんだよ……と思ったが、考えてみたら、二科と出会う前までは女友達なんて一人もいなかったからな。希咲が驚くのも無理ない……かもしれない。

「あ、三波さんも向かってくれてるって！」

「!?」

　二科がスマホを見ながら放った言葉に、驚いて思わず身体が強こわばる。

「その方も、お友達ですか？」

「うん！　高校の後こう輩はいの子なんだけど、声優さんで、すっごい綺麗な子でねー！」

「え、声優さんですか……!?　すごいですね!?」

　三波さん、今からここに来るのか……！

　やべえ、緊きん張ちようしてきた。俺、髪かみ型がたとか大だい丈じよう夫ぶだろうか？　鏡見たりしたいけど、さすがに二人にそんなことしてるところ見られたくないし……。




「お疲れ様です」




「……っ！」

　思っていたのもつかの間。

　想像していたより早く、三波さんは俺たちの前に現れた。

「あ、三波さん！　来てくれてありがとー！」

　数週間ぶりに見る三波さんは……相変わらず、目を見張るほど美しかった。

　おそらく身バレ防止のためだろう、マスクをつけ、帽ぼう子しをかぶっていたが、それでも美しさが溢あふれ出ていた。

　ギンガムチェックのワンピースが、すごく似合っている。

　こんな子が、俺を『理想の人』と言ってくれたなんて……やっぱり、信じられない。




「あ……初めまして、三波と申します。一ヶ谷先輩の妹さん……で良かったですか？」

　三波さんは希咲に挨あい拶さつする。

「あ、はい！　一ヶ谷希咲です！」

　希咲も挨拶を返した。それから二科が希咲を三波さんに紹介したりと、三人で会話を始める。三波さんの様子は普ふ段だん通りだった。

　やばい、完全に会話に入るタイミング逃のがした……。すぐに挨拶なり声をかければ良かったのだが、意識しすぎて何も言葉を発することができなかった。

「あ……一ヶ谷先輩も、お疲れ様です」

「……っ!?」

　もうこのまま俺とは会話なく終わってしまうんじゃ……と落ち込みかけたとき、三波さんの方から俺に声をかけてくれたので、驚いた。

　三波さんは……いつも通りの笑顔を俺に向けてくれていた。

「あっ、み、三波さんもお疲れ！　……、……ほ、欲しい本とか買えた!?」

　あからさまにテンパっているのが態度に出てしまい、自分が嫌いやになる。

「はい。なんとか無事買えました。……それじゃあ、あまり長居してもお邪じや魔まになってしまうので、わたしはこの辺で失礼しますね」

「……！」

　もう少し話したい気持ちもあったのだが、三波さんによって早々に会話が切り上げられてしまう。

「あ、ありがとー！」

　三波さんは穏おだやかな様子で、軽く会え釈しやくしてスペースを去った。

　驚くほどいつも通りだった彼女に、呆ぼう然ぜんとする。

　まるで、あのことなんてなかったかのようだ。いやむしろ、なんか少し避さけられていたように感じる。

　今日三波さんに会うのを楽しみに、そのために見た目にも気合いを入れてきたのだが、まさかこんな一いつ瞬しゆんで終わってしまうなんて……。

「ほあー……。ほんと、めちゃくちゃ綺麗な人でしたね！　外国人さん……ですか？」

「イギリス人とのハーフだよ」

「……なんかお兄が頑がん張ばって話しかけてたけど、今の人はお兄のこと避けてる感じっぽかったね」

　希咲が俺の方をチラ見して、憐あわれむような視線を送ってくる。

「な!?　き、気のせいだろ！」

　確かにそれは俺も感じたが……。

「何、一ヶ谷、あんた三波さんになんかしたの？」

　二科は振ふり返って怪け訝げんな表情で俺を見る。

「し、してねえよ！」

　三波さん……少し冷たく感じたのは、この間のことがあったから、気まずく感じて……ということか？

　今日の三波さんとの対話が、まさかこんな一瞬で終わるなんて……残念でならない。




　それから、相変わらず希咲の本が売れ続けたり、希咲のネットでの知り合いが何人か、スペースに会いに来たりして、時間が過ぎていく中。

「あっ……ごめん、そろそろまた出ていいかな!?」

　二科がスマホを見てから希咲に尋たずねる。

「はい、勿もち論ろん！」

　二科はスマホのカバーに付いている鏡を見ながら、ウィッグの髪かみを整え始める。

　その様子を見て、俺はすぐにピンときた。

「もしかして……例のレイヤーが来たのか？」

「……！　う、うん……買い物終わって、これからコスプレ広場に向かうってツイートしてて……」

「えっ、もしかして例のイケメンとっぽレイヤーさんですか？」

「あ、う、うん……」

　二科は希咲の質問に照れながら答える。

「あーでも……本当に行って大丈夫かなー!?　友達との合わせっぽいし、邪魔することになんないかな……。ってか、私の顔覚えてなくて誰だれ？　って反応されたらめっちゃ凹へこむし……」

「お前な……こんな直前に今いま更さらそんなこと言ってどうすんだよ」

　何のために『ありむ』のコスまで用意して今日のために備えたんだよ！　と言いたかったが、希咲が聞いている手前そんなことまで言っていいのか分からず、そこでやめておいた。

「……っ、ちょ、ちょっと直前になってびびってきちゃっただけだってば！」
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　二科は俺の方を振り向いて、焦あせった様子で言う。

「……じゃ、行ってくるから……」

　覚かく悟ごを決めたのか、そう言ってゆっくりと立ち上がった。

　直前になってそこまで緊張しているのなら、付いていってやりたいという気持ちも芽生えてくる。

　いやでも、俺が付いていったところで何か変わるのか分からないし、いやむしろ、俺が行っても邪魔なだけのような気もするし……。それに何より、希咲をサークルスペースに一人取り残すのも不安だからな。

　サークル参加者も一いつ般ぱん参加者も、ここらへん一体は女性ばかりだから大丈夫だとは思うが、万が一変な男性一般参加者とかが来ないとも限らないし……。

「はーい、行ってらっしゃい！」

　声をかけた希咲に手を振って、二科はスペースから出て、コスプレ広場へと向かった。

　大丈夫かな、あいつ……。

「心さん、そのレイヤーさんのこと好きなのかな……」

　二科の背中を見送りながら、希咲が呟いた。

「……ま、まあ、まだ一回会って短時間話しただけだから、好きってほどかどうかは分からんけど……でも、二科にとって理想のオタク男子像ではあると思う」

「……。そうなんだ……」

　希咲は、なぜか少し残念そうに言った。

「まーそりゃあそうだよね。まず推おしキャラのクオリティの高いレイヤーって時点でヤバいもんなー。見た目だけで言ったら、推しが三次元化したみたいなもんだもんね」

　希咲も同じ腐ふ女じよ子しとして、その破は壊かい力の高さはよく分かるみたいだ。

　希咲とそんな話をしている間にも、女性参加者がスペースにやってきて、希咲の本を買っていく。

　そんな中、ラインの通知音がして、スマホをチェックした。

『二科心：やばい。人多すぎて見つかんない！』

　うわ、マジかよ……。慌あわてて返信する。

『どこにいるか詳くわしい場所は教えてもらったのか？』

『二科心：教えてもらって、その付近にいるはずなんだけど、見当たんない…。ってか思ってたより人多すぎてしんどい！　もうスペ戻ろっかな…』

　くっ、夏コミ初参加だからって根こん性じようなさ過ぎだろ……！　俺も初参加のときは心折れたから、気持ちは分かるけどさ……。

『せっかくここまで来たのに諦あきらめんのかよ！』

　二科に諦めさせないよう、ラインを返す。

「？　もしかして心さんからライン来たの？」

　希咲が俺の様子を見て尋ねた。

「ああ、人多すぎて会うの諦めようとしてる……」

「えー!?　勿もつ体たいない！　……お兄、一いつ緒しよについて行ってあげれば？」

「……え!?」

　希咲の言葉に驚おどろく。

　確かに俺も、さっきついていってやりたいって思ったけど、まさか希咲に提案されるとは。

「で、でも……お前、スペースに一人で大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「え、まだそんなこと気にしてんの!?　全然大丈夫だって！　もう人も段々落ち着いて来たし」

「…………」

　俺が行ったところで、何ができるかなんて分からない。何もできないかもしれないし、むしろ邪魔になるかもしれない。だけど……。

　ここでじっとしているのが、どうしてももどかしい。

「わ、分かった……。じゃあ、ちょっと行ってくる！　なるべく早く戻もどるから！」

　俺は希咲にそう言い残して、スペースを出て行った。

　希咲の「別にそんな早く戻らなくてもいいけど……」というような声が聞こえたが、一応心配なことには変わりないので、なるべく急ごうと思う。




　まず西展示棟の出口に向かいながら、二科に、今どこにいるのかとラインを送る。

　しかし、なかなか既き読どくにならない。あまりの人の多さに、ラインが届くのも遅おくれているのだろうか。

　先ほど、男性レイヤーの近くまで来ているとラインで言っていたことを思い出し、とりあえず男性レイヤーの居場所を調べてみることにする。

　二科に男性レイヤーのツイッターアカウントを見せてもらってから、実は……我ながら少し気持ち悪いかもと思いつつ、彼のツイッターをリストに入れて、たまに見に行っていた。

『非公開リスト』というものを作ってそこに入れれば、相手に通知はいくことなく、気づかれることなくタイムラインを見ることができる。

　二科が気になっている相手ということで、変な男じゃないかどうか、俺が確かく認にんしてやらねばと思い、たまにチェックしている。二科は気になる相手に対して、割りと盲もう目もくになりがちだからな……。

　今のところ、全く気になるツイートはなく、前に二科と二人で見たときから印象は変わっていない。

　リストから彼のツイッターアカウントに飛んで、今日のツイートを見てみる。もしかしたら、今の居場所をツイートしているかもしれない。

『コスプレ広場つきました！　ここにいます！』

　三十分ほど前に、画像付きでツイートされていた。写真を見れば場所は分かる。自じ撮どりも上げていたが、今日は金きん髪ぱつのウィッグをかぶっており、『ビブマイ』の『ヒプミ』のコスプレをしているようだ。

　二科に『ビブマイ』については無む理り矢や理り教え込まれたが、確か女が苦手なホスト、というキャラで、二科や希咲が好きなカップリングの片方だったな。

　まだここにいるのかどうか分からないが、まだ二科からラインの返信はないし、とりあえず向かってみるか。おそらく、二科もこの付近にいて、見つけられずにいるのだろうからな。




　それからツイートされた場所に向かうまでの間、二科からはラインの返信がないどころか、俺が送ったラインも未読のままだった。

　人ひと混ごみの中、なんとかツイートにあったコスプレ広場の一角へと到とう着ちやくする。

　画像と照らし合わせて、おそらくこの辺だろうという場所を歩いて探し回る。人混みのせいで自らの脚あしで歩き回らないと、探すことができない。

　そこら中に、コスプレイヤーと撮さつ影えい者の固まりがあった。可愛かわいい、またはセクシーな女性コスプレイヤーに複数の撮影者が群がっている。撮影したくなるほど魅み力りよく的てきなコスプレイヤーもいたが、今はそれどころではない。

　……お、あの夢見ありむのコスプレイヤー、一段と可愛い……って、あれ、二科じゃね!?

　思いがけず二科の姿を発見したと思ったら。

「……！」

　二科のすぐそばに、例の男性レイヤーの姿を発見する。

　なんだ……二科、もう会えてたのか。

　二人は楽しげに会話していた。この距きよ離りだと、会話の内容までは聞こえない。

（……って、やばっ）

　俺は二科に見つかる前に、慌てて二人から離はなれた。

　ここで俺が出て行ったら、それこそ邪じや魔ま者ものだ。二科はもう男性レイヤーを見つけられて、その上話すこともできていたのだから。

　二科の奴やつ、俺がいなくても……やればできるじゃねえか。

　二科は勿論だが、一いつ瞬しゆん見た男性レイヤーも、楽しそうな笑顔に見えた。

　……俺はとんだ邪魔者だったな。

　二科が俺の力を必要とせず、一人の力で、自らの恋れん愛あいを進められているんだ。めでたいことじゃないか。

「…………」




　それなのに……なんで俺は今、少し寂さびしいような、なんとも言えない気持ちになっているのだろう。




「あれ、お兄!?」

　一人でサークルスペースに戻ると、希咲が驚いた様子で戻ってきた俺に声をかけた。

「随ずい分ぶん早くない!?　ってか、なんで一人!?　心さんは!?」

「あ、ああ……俺が行ったらもう二人は会えてて、話してたから……見つかる前にすぐ戻ってきた」

「えー!?　せっかく行ったのに!?　お兄も話してくれば良かったのに！」

「……いや、完全に俺邪魔者だろ……」

「…………」

　希咲は何か言いたげに俺を見ていたが、何も言わない。

「なんだよ？」

「べ、別に……。あーあ、そのイケメンレイヤーさんの写真見たかったな～」

「そ、それが目的かよ！」




「……お兄はさ、それでいいの？」




「……え？」

　希咲が、少し真しん剣けんなトーンで静かに言った。

「それでいいの、って……それって、どういう……」

「……あ！　新刊一冊で宜よろしかったですか？　ありがとうございまーす！」

　そこでスペースに人が来て、希咲が対応し、会話が断たち切られた。

「おい、希咲、さっき何か言わなかったか？」

　人が去ってから、希咲に再度尋たずねる。

「え、別にー」

「別にって、何か言ってただろ」

「なんでもないって。あ、ありがとうございまーす」

　また人が来て、もう希咲がどういう意味でさっきの言葉を言ったのか聞けないまま、うやむやになってしまった。




　それでいいの？　って……一体、どういうことだよ希咲。

　俺が二科の恋こいを応おう援えんしてることは、お前も分かってるだろ。

　一体何が言いたかったっていうんだ。




　スマホには二科から『今コスプレ広場の入り口から見て右手前側にいる！　一ヶ谷も来るの!?』と今いま更さらながら返信が来たが、『行こうと思ったがやめた』とだけ返信しておいた。




「ただいまーっ！」




　やがて、それから間もなく二科が戻ってきた。

「あ～あっついあっつい！　やばいねコスプレ広場って～、暑いし人やばいし！」

　二科はハンカチで汗あせを拭ふきながら、口ではしんどそうなことを言っているが、顔は思いっきりニヤけており、明らかにいいことがあったオーラを放っていた。

「心さん、どうだったんですか!?　例のイケメンレイヤーさんと……」

「え!?　あ、ああ……うん、会えたよ！」

　反応が白々しいなおい……。

「無事写真撮らせてもらえた～！　これ！」

　二科は希咲にスマホで写真を見せる。

「！　今日はヒプミコスなんですね！　ヒプミコスもめっちゃイケメン！」

「ね！　だよねだよね！」

「……話せた、のか？」

　もう話しているところは目もく撃げきしたのだが、二人の姿を見て引き返したなんて言いづらく、白々しく聞いてしまった。

「う、うん……！　まずね、ありむコスめっちゃ褒ほめてくれた！　『僕ありむ好きなんですけど、めちゃくちゃ似合ってますね』って！」

　二科は、唾つばが飛んでくるんじゃないかというくらいはしゃいで語り出した。

「やっぱありむコスにして良かったわー！　一ヶ谷のアドバイスの通りだった！　……ありがと、一ヶ谷！」

「……ああ、いや別に……」

「でね！　他ほかに何のコスしてるんですか？　って聞かれて、話してるうちに、今度合わせしましょーって話になってね！　しかも、ラインの交こう換かんまでしちゃったの！」

「……!?」

　ラ、ラインの交換だと……!?

　まさか、今日一日でそこまで進展しているとは思わなかった。

「えぇ!?　す、すごいですね！　このまま……二人、付き合っちゃうんじゃ……」

　希咲は言いながら、チラッと俺の方を見る。

　なんでそこで俺の方を見る!?

　だけど……希咲の言うとおり、今の二人は相当いい感じなんじゃないだろうか。

「そこで、ユーヤさんも私も撮影させて下さいって声かけられて、解散になっちゃったんだけどね」

「た、確かに……二科お前、その姿でコスプレ広場行って撮影されまくったんじゃないのか？」

　二科のありむコスは、他のレイヤーと比べても一ひと際きわ可愛かった。

「あ、全部断った。目的だけ果たしたらスペースにすぐ戻もどらなきゃって思ってたから」

　なるほど……。

「そういえば一ヶ谷もユーヤさんに会いに行こうとしてたんだよね？　なんで途と中ちゆうでやめたの？」

「ああ、いや……お、お前がそのレイヤーと会えないで困ってるのかと思って、一瞬行こうかと思ったけど、返信来ないってことは会えたんだろうなって思ってやめたんだよ」

　そういうことにしておいた。

「あー、そういうこと！　いや見つけるのめっちゃ大変だったし、見つけた後も声かけるのめっちゃ緊きん張ちようしてやばかったし、来てくれれば良かったのに！」

「……結果的に話せたんだから良かっただろ」

　俺がいたら、そこまで深く話せなかったかもしれない。ライン交換するまで至らなかったかもしれない。やはり、俺はあそこで声をかけずに引き返して正解だったんだ。

「やーもうユーヤさんのヒプミコス生で見ても最高すぎたー！　ほんと二次元から出てきたみたいで……」




　それから、二科がはしゃいで男性レイヤーのことを語るのを聞きながら、いろんな思いが駆かけ巡めぐった。

　二科がここまで大きく進展したことに対して、俺は祝福し、喜んでやらなくてはならないのに、自分の中に大きな焦あせりと……ほんの少しの寂しさを感じてしまったことに気づいていた。

　……ライバルに差をつけられてしまったから、だから俺は今こんな気持ちになっているんだ。俺は自分の気持ちにそう結論を出した。








６









　もうお昼を回っていたので、誰だれかがコンビニで昼食を買ってこようということになった。

　売り子の業務はほとんど二人がしているので、俺が買ってくると名乗り出て、会場内のコンビニへと向かう。

　かろうじて少しだけおにぎりやパンが残っていたので、適当に買って、スペースへと戻った。

　順番に後ろのパイプ椅い子すで昼食を取る。




　それから、もう人も落ち着いて来たので、希き咲さきが俺と二に科しなにスペースを任せてネットでの知り合いに会いに行き、二十分程度で戻ってくる。




　午後一時半を回った頃ころ。

「あ……ありがとうございました！　い、今のがラスイチ……」

「え!?　じゃあ完売したのか!?」

　なんと、希咲の本日持ち込んだ本が全すべて完売した。

　まず二十部しか刷っていなかったコピー本は午前中のうちに完売していたのだが、五十部刷ってきたというオフセット本も完売したのだ。

「すごーい！　おめでとー希咲ちゃん！」

「あ……ありがとうございます！　信じらんない……まさか、完売するなんて……」

「よ、良かったな……希咲」

　中学生で初参加ということを考えたら、相当すごいことなんじゃないだろうか。




　三人でテーブルの上を片付け、もうすぐ撤てつ収しゆう作業を終えるというところで二科が、

「じゃあこの後、みんなでアフターでも行こっか！」

　と、提案した。

「はい、そうしましょー！」

「あっ、友達にも声かけてみていいかな？　もう帰ってるかもしれないけど……」

「……！　さっきスペースに来てくれた人たちですよね？　勿もち論ろん大だい丈じよう夫ぶですよ」

　友達、って……彩いろ葉はさん、水み琴ことさんには声かけるだろうけど、もしかして三み波なみさんにも!?

　スペースに来てくれたのは大分前だから、もしかしたらもう帰ってるかもしれないが……。

「あ、返信来た！　あー、彩葉さんと水琴さんはもう帰っちゃったみたい……。あ！　三波さんは今会場出たところだから来てくれるって！」

「……！」

「三波さんって、さっきの金きん髪ぱつのハーフの方ですか？」

「そうそう！」

　三波さんが来る、のか……。今日はあれで終わりかと思っていたが、また会えるなんて……。

　あれ。でも、そういえばアフターって言えば……。

「二科、男性レイヤーとアフターできるかもとか期待してたけど、結局そういう話には……」

「！　なってない……」

　二科はガッカリした様子で答える。まあ、そりゃあそうだよな……。

「じゃあ……誘さそってみたらどうだ。ライン交換したんだろ？」

「え……!?　いや、無理無理！　今日ライン交換したばっかなのに……！」

　俺の提案に二科は大声を上げて首を振ふった。

　そんな様子で、よくアフター一いつ緒しよに行くことになるかも、とか言えてたもんだな……。

「ライン交換したその日に、ご飯に誘うってことじゃん!?　こいつ気があるなってバレバレじゃん！」

「友達と行くんですけど一緒にどうですか、って誘えばいいだろ。事実なんだし」

「あー……まあ、それならまだいけるかな……。でも友達と来てたっぽいから、邪じや魔ましちゃうかもしんないし……図々しいとか思われるかもしんないし……」

「あ～～、まどろっこしい奴やつだな。そしたら、『友達が会ってみたいって言ってるんですけど』とか適当に言って誘えや。それだったら断られてもノーダメだろ」

　自分が二科の立場だったら……と考えたらびびって誘えないのもよく分かるんだが、二科の煮にえ切らない態度になんだか妙みようにイライラしてくる。

　今のところ相当うまくいってるんだから、そんなに日ひ和よる必要ないじゃないか。

　それに、実のところ俺も、一度そのレイヤーに直接会ってみたいという気持ちがある。

　ツイッターで見た限りではまともそうだったけど、実際会って話してみないことには分からない。

「友達が会いたがってる、って……その友達って？」

「俺と希咲ってことにしたらいいだろ。コスプレ見せたら本人見たがってるとか適当に言っとけば……。希咲も、ビブマイのイケメンレイヤーだったら見てみたいだろ」

「……まあ、見てみたい気持ちはあるけど……」

　希咲は何か言いたげに俺をチラッと見るが、そこで言葉を詰つまらせた。

　希咲、なんかさっきから、俺に何か言いたいように思えるのに、結局何も言わないな……。

「あ～～分かった！　じゃあダメ元でラインしてみる！」

　二科はやっと決心したようだ。

「あっでもその前に！　三波さんに承しよう諾だくもらわないと。声優さんだし、知らない男性と同席するのＮＧかもしれないもんね」

　二科は先に三波さんに、ラインで知り合いの男性レイヤーを誘っても良いいかと文面を打って送った。

　三波さんからはすぐにＯＫの返信が来たようだ。

　続いて、男性レイヤーにラインを打ち始める。

　あ～とかう～とか唸うなりながら、何やら打ったり消したりしながら、時間がかかりつつも、やっと打ち終えたようで、スマホを打つ指を止めた。

「よし！　これでいいかな！　……『お疲つかれ様です！　今日は写真撮とらせて頂き、連れん絡らく先まで教えて頂きありがとうございました！　今ってもう帰っちゃいましたか…？　私は今帰るところで、この後友達とご飯行こうってなってるんですけど、軽くユーヤさんのことを話したところ、会ってみたい！　って言ってまして…みんなで一緒にご飯行くなんて難しいですよね…？？』」

「まあ……いいんじゃないか」

　堅かたすぎる気もするけど、初めてのラインだしな。

「よし、送信！　あ～～送っちゃった！　もうなるようにしかならない！　断られたらそのときはそのときだ！」




　それから片付けを終えて、三波さんが待っているという入り口付近のカフェに移動することになる。




「あぁっ！」

　カフェへの移動中、二科が大声を上げて、びっくりする。

「な、なんだよ!?」

「へ……返信来た！　『ぜひご一緒しましょう！　今友達と二人で会場から少し歩いた場所にあるファミレスに入ったところなんですけど、そちらで良かったら席取っておきますよ！』って……！　あぁーっうそ!?」

「お、おお……」

「良かったですねー、心こころさん！」

　まさか本当にオッケーされるとは……やはり、二科に対して満まん更ざらじゃない様子だな。

「やばい！　まさか本当にアフター行けるなんてっ……！」

　俺が提案したことだが、なんだかすごいメンバーになったな。

　俺と二科、希咲、三波さんに……二科の憧あこがれのコスプレイヤーとその友達……。

　三波さんとどう接したらいいんだ……？　という悩なやみに加え、二科の憧れのレイヤーがまともな男かどうか見み極きわめなければならない。

　それに、接点のない人間同士が何組もいるのだが、収しゆう拾しゆう付くんだろうか……？

　我ながら、大変なことを提案してしまったかもしれないな……。







「三波さん、お待たせー！」

「あ……お疲れ様でした」

　カフェで三波さんと合流する。俺は一いつ瞬しゆん三波さんと目が合って、どうしたらいいか分からず軽く会え釈しやくした。

　今日話す機会はさっきので終わりかと思っていたから、嬉うれしく思う気持ちもありつつ、実際会うとどうしたらいいか分からず困こん惑わくする。

「ごめんね、待たせちゃって！　それに、三波さんの知らない人も誘っちゃってて……」

「いえ、全然大だい丈じよう夫ぶですよ。二科先せん輩ぱいのお友達……なんですか？」

「いやっ友達ってほどじゃないんだけど、えーっと……憧れのコスプレイヤーさんで、今日写真撮らせてもらって……」

「ああ、そうなんですね……。二科先輩、頑がん張ばって下さい」

「えぇ!?　あは、あはは……」

　二科の説明で、三波さんは察してくれたようだ。二科がオタクの彼氏を作るために頑張っているということは、三波さんも知ってるからな。




　それから、二科の希望でトイレに寄ってから（汗あせで落ちたメイクや髪かみ型がたを直したいとのこと）、男性コスプレイヤーとその友人が待っているファミレスへと向かった。

　その間は主に、二科と三波さん、希咲の女子三人が話しており、俺は会話に加わらず三人の会話を聞いたりしていた。

　せっかくまた三波さんと会えたのに、結局話せないまま今日一日が終わってしまうんじゃないだろうか……。




「あ、この店だ……」

　会場から少し歩いたところにある、男性レイヤーに指定されたというファミレスへと辿たどり着き、二科が店の前で一瞬固まる。この期ごに及およんで緊きん張ちようしているようだ。

「ほら、入るんだろ」

「わ、分かってるって！」

　二科以外誰だれもそのコスプレイヤーの顔なんて分からない（俺も覚えてない）んだから、二科が店に入らないと始まらない。

　俺が急せかすと、二科は覚かく悟ごを決めて店の中へと足を踏ふみ入れる。




「あっ！　こ、こんにちは……！」

「あ……お疲れ様でーす！」

　店に入ってすぐ、二科は目的の人物を見つけて強こわばった声で挨あい拶さつした。

　二科の声に反応して、こちらを見て挨拶したのは……どう見てもリア充じゆう風イケメンであった。テーブルを挟はさんで向かい側には、友人であろう同じようなタイプのイケメンが食事をしていた。

　二科に、アフターにイケメンレイヤーを誘えと提案したのを一瞬後こう悔かいしそうになる。

　なんだかんだ、今まで二科が格好いいと言っていた男たち……コスプレイヤーのばんびや、メイド喫きつ茶さのキッチン仲間の久く住すみなんかは、イケメンではあったが、文化系というか、線が細い系のイケメンで、オタクと言われればイケメンだけどオタクなんだ～、と納なつ得とくができるような系統のイケメンではあった。

　確か、二科の好みのタイプも、黒くろ髪かみで線が細い、文化系のイケメンだったはずだ。

　だが……今二科に挨拶した男は、マッチョとまではいかないが細身ながらも筋肉があり、髪色も明るく、学校では絶対に仲良くなれないタイプの、正しよう真しん正しよう銘めいのリア充っぽいイケメンだったのである。

　こんな奴がオタクって、マジかよ!?

　俺も驚おどろいていたが、なぜか男性コスプレイヤーの方も、俺の方を見て一瞬驚おどろいたような表情になった。すぐに笑顔に変わったが、今の表情は一体何だったんだろうと不思議に思う。

「あ、どうぞ座って下さい！」

「あ、あ、ありがとうございます……！」

　男性コスプレイヤーが、自分たちの隣となりに四人分席を取っておいてくれたようで、二科が礼を言い、一応俺も会釈して、席に着くことにする。

　俺たちは特に何も考えず席に移動してしまったところ、気づけば、俺は二科の目当ての男性レイヤーの隣に来てしまっていた。これはまずい。今からでも二科の席と交こう換かん……と思ったが、向かいにいる二科はもう既すでに席に座っていた。

　二科の目当ての男性レイヤーとその友人が向かい合って座り、男性レイヤーの隣に俺、その向かい、男性レイヤーの友人の隣に二科が座った。二科の隣に希咲が座り、俺の隣に……三波さんが座った。

　三波さんが俺の隣に座ってくれたのは……偶ぐう然ぜん、なんだろうか。

　ああしかし、本当に我ながら何も考えずとんでもない提案をしてしまった。

　俺は二科の憧れのレイヤーの隣に座ってしまったというだけでも焦あせるのに、逆隣には三波さんだ。一体どういう会話をすればいいのか。

　男性レイヤーのことを探さぐらなければならないが、三波さんとも話したい。今日まだ、ほとんど話せていないのだ。

　さらに、向かいの二科のことも気になる。また、二科と俺以外知らない人だらけの、俺の斜ななめ向かいに座る希咲のことも心配だ。

　希咲と二科と三波さんと四人でのアフターだったら、三波さんと話すのに緊張しつつも、今よりはまだ気が楽だっただろうに……。




　メニューを見て俺たち四人もそれぞれ食事を頼たのんでから、まず二科が口を開いた。




「あ、え、えっと……じゃあとりあえず紹しよう介かいしますね！　まず……私はレイヤーやってる『２ハート』です！　で、こっちが私の友達の一いちヶが谷や……で、その隣が後こう輩はいの三波さんで、私の隣が一ヶ谷の妹さんの希咲ちゃん、です！　希咲ちゃんは同人作家で、今日私と一ヶ谷は希咲ちゃんの売り子参加で……」

　二科が緊張した様子で、自分と俺たちを男性レイヤーに紹介する。二科のコスプレネーム、こうして改めて聞くと本当にふざけてるよな……。メイド喫茶で働いてたときの『ハート』に改名すればいいのに……。

「あ、じ、自分はユーヤと申します！　こっちが大学の友達のマサヒロで、今日一いつ緒しよにコスしてまして……」

　続いて男性コスプレイヤー……『ユーヤ』さんが、自分と友人を紹介する。そういえば大学生だったか……。

　見た目の印象と違ちがって、なんだか礼れい儀ぎ正ただしい印象を受けた。それに、なぜか二科と同様に、緊張しているように感じる。

「俺らは今日『ビブマイ』の『とっぽ』と『ヒプミ』で合わせだったんすけどー、２ハートさんは今日は何のコスだったんすか？　今日ユーヤと２ハートさんが話してたときちょうど俺その場にいなかったんすよねー」

　ユーヤさんの友人である、確か……マサヒロさんが、二科に尋たずねた。こっちはなんか、ユーヤさんと違ってチャラい。いかにもなチャラい大学生、って感じだ。この男、マジでオタクなのかと不思議になる。

「あっ、わ、私は今日、『アイステ』の『夢ゆめ見みありむ』ってキャラのコスでした……」

「えっマジで!?　ありむ可愛かわいいっすよね！　写真見たい見たい！」

　緊張しながら答える二科に、マサヒロさんは写真を要求する。うわ、やっぱりチャラい。ってか、この男二科のこと早さつ速そく狙ねらってないか!?

　どっちも同じイケメンオタクなわけだが、二科はこのマサヒロって奴やつの方の印象はどうなんだろう。

「あ、え、えっと、今写真出しますね……」

　二科は相変わらず緊張した様子でスマホで写真を探す。




「確か、普ふ段だんはインドに住んでるんですよね？」

「あ、はい！　夏休み中に夏コミに出るために日本に帰ってきてて……。三波さんって、声優さんなんですよね？」

　気づけば、希咲と三波さんはもう二人で会話を始めていた。さっき初めて話したばかりだというのに、オタクなのに二人ともコミュ力高いな……。

　三波さんと話したかったけど、ここで女子二人の話に割り込んでいいものか悩ましいな……。

　っていうか、地味に俺だけどっちの会話にも入ってないじゃないか。周りに気を回さなきゃとか思っていたのに、最も早はやそれどころじゃない。

　ここはとりあえず、希咲と三波さんは大丈夫そうだから、ユーヤさんがどういう人物なのかを見極めることに集中した方が良さそうだな。




「わー、めっちゃクオリティ高いじゃないっすか！」

　二科の写真を見て、マサヒロさんが大げさに反応している。

「あ、ありがとうございま……」

「俺も見た……」

「え、普段はどんなコスされてるんすか？」

　ユーヤさんが何か言おうとしたが、マサヒロさんの声にかき消されてしまう。

「あ、えっと、ズアルンのユニケーンとか、ＶＴｕｂｅｒのユメノ☆サキとか……」

「えー全部見たいっす！　ってか今度合わせとかしましょうよ！」

　ちょ、おい……！　このマサヒロさん、めちゃくちゃ二科にガンガンいってないか……？

　二科の目当てはユーヤさんだっつーのに……。

　くっ、座る席さえ俺がユーヤさんの隣に来ずに、二科をこの席に座らせてやっていれば……！

「あ、い、いいなそれ！　合わせとかしたいですね！」

　やや控ひかえめに、ユーヤさんがやっと発言した。

「合わせ……！　あ、はい、ぜひ！」

　二科が嬉うれしそうに返事をする……が、最初に提案したマサヒロさんのことは一いつ切さい見ておらず、ユーヤさんの方に向かって目を輝かがやかせていた。

　やはり二科は、このマサヒロさんの方には全く興味がなく、ユーヤさんだけにしか好意を持っていないのだと、今ので分かった。

「あ……えっと、一ヶ谷くん？　はコスプレとかしないんですか？」

　そこでユーヤさんが、会話に入れてない俺を気き遣づかったのか、俺に話しかけた。

「え!?　あ、はい、俺は特に……」

　突とつ然ぜんのことにびっくりする。ユーヤさん、初対面のよく分からん男である俺にまで気遣ってくれるなんて、結構いい人……なんだろうか。

「じゃあ、コスプレ友達ってわけじゃないんですね」

「あ、はい、高校のオタク友達、みたいな感じで……」

「いいですねー！　高校生で男女のオタク友達とか、すげー憧あこがれますねー！　リア充兼けんオタ充、って感じで……」

　リア充……？　憧れる……？　な、何を言ってるんだこの男は!?

　どう見たってそっちの方がリア充だろ!?　俺をおちょくってんのか!?

「い、いや……大学生とか、それこそ女友達とかたくさんいてリア充なんじゃないですかー？」

　こんな初対面のイケメン、しかも年上の大学生相手になんとかこんなことが言えたのは、二科と出会ってから出会いの場に行ったりバイトしたりして、初対面の人や可愛い女の子などの緊きん張ちようする相手と話すことが増えたおかげだろう、と内心思った。

「いやー、自分の学部、女子がほとんどいなくて、ほぼ男子校みたいなもんなんで……」

「えっ……!?　あ、そ、そうなんですか……」

　大学生って、男女で飲み会とかしてリア充が多そうなイメージだったが……そういうパターンもあるのか。

「高校も男子校だったんで、共学にほんと憧れますよー」

　高校も男子校……!?　い、いやいや……でも……。

「で、でも、コスプレしてたらコスプレイヤーの女性と仲良くなることとかも多いんじゃないですか？」

　特にこんなイケメンコスプレイヤーであれば、女のコスプレイヤーがどんどん寄ってくると思うんだが。かつて二科が憧れていたレイヤー、ばんびがそうだったように……。

「いや、自分まだコスプレ始めたばっかで、イベントも参加したの今日が三回目なんで……イベントで名めい刺し交こう換かんすることはあっても、仲良くなったりとかは全然ないですよ」

　マジか……!?　そういえば、ツイッターにもコスプレ初心者ってあったけど、まだイベント参加三回目だったとは……。

　気づけば、なぜか流れで二科ではなく俺がユーヤさんを独どく占せんしてしまっており、二科はマサヒロさんと話し続けていた。

「あ、あの……２ハートさんとは、高校のオタク友達……なんですよね？」

「えっ……」

　ユーヤさんの声のトーンが少し変わった。顔を見ると、笑顔だったが、少し真しん剣けんな顔で俺を見ていた。

「そうですけど……」

「つ、付き合ってたりとかは……」

「え!?　いや、ないですよ！」

「そうですか……」

　俺の言葉に、僅わずかに、ユーヤさんがほっとしたように感じた。

　もしかしてユーヤさん……二科に気があったりするのか……!?　二科、結構脈ありなんじゃないのか!?

「２ハートさんって……その、彼氏とかいるんでしょうかね……？」
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「え……」

「あっいや、その、彼氏いたら気軽にコスの合わせに誘さそったりしたら悪いなって……」

　おい……おいおいおい……俺が思ってるより、本当にこれ、脈あるな!?

「あ、いないですよ！　だから、全然気軽に誘って大だい丈じよう夫ぶだと思います！」

「あ、ほんとですか……！」

　俺の言葉に、あからさまに嬉しそうな表情になるユーヤさん。

「むしろ……あいつもコスプレ友達とか他ほかにいないんで、誘ったら喜ぶと思います」

「あ、そうなんですか……！　良かった……じゃ、誘ってみます！　あ、一ヶ谷くんもコスしませんか？　四人で合わせとかどうです？」

「え!?　は、はは……俺はコスプレとかは自信ないんで……」

　話せば話すほど、意外なことばかりだった。

　こんないかにもリア充じゆうな見た目なのに女友達がいない、高校の時から今もリア充ではないと言う。

　もう一人のマサヒロさんと比べて、二科に積極的に話しかけていないところをみると、本当のことに思える。

　それに、話している感じからして、真面目そうというか、年下の俺にも丁てい寧ねいだし、気を遣つかってくれるし、とにかく、好印象だった。

　同じイケメンのコスプレイヤーでも、ばんびとは真逆だ。

　ばんびも二科や俺の前ではいい人を装よそおっていたが、今にして思えば、話しているときからして胡う散さん臭くささがあった。このユーヤさんからは、そういうものが一切感じられない。

　その上、俺が想像していたよりずっと、二科に気がありそうだ。

　現時点だと、この人って……二科にとって、色んな意味で理想の男性なんじゃないだろうか。

　オタクでイケメンコスプレイヤーで二科の理想のタイプであることは勿もち論ろん、内面も……優やさしくて気き遣づかいができ、それなのに女の影かげは一切ない。

　こんな理想的な男が存在していいのか!?

　この男であれば、心から二科を応おう援えんできる。二科の彼氏として、相応ふさわしい相手だと思う。

　後で、二科にも伝えてやろう。ユーヤさんもお前のこと気になってる感じだった、と。

　二科に彼氏ができるのも時間の問題かもしれない。このままうまくいけば、きっと……。

　……そっか、ついに二科にも、彼氏が……。

　俺としても、共に頑がん張ばってきた二科に彼氏ができるのは喜ばしいことだ。祝福してやるべきことだ。

　それなのに……なんだろう、俺の腹の中に蠢うごめく、このよく分からない感情は。

　仲間でもありライバルでもあった二科に、先を越こされてしまうかもしれないことから来る、焦あせりなのだろうか。きっとそうに違ちがいない。

　そうでなければ……自分で自分の気持ちが、理解できない。




　それから、それまで個々に話していたが全員で話すようになった。

　希咲が描かいている同人誌の話や、三波さんが声優の仕事をしている話にもなった。

　マサヒロさんは二科だけでなく、希咲や三波さんにも興きよう味み津しん々しんで話しかけまくっていた。

　気を遣って話しているのかとも思ったが、多分単にチャラいだけなんだろうなと思った。なぜなら、ユーヤさんと違って俺には全く話しかけてこないからである。




　意外にも楽しい空気で時間は過ぎていき、午後六時を回ったとき。




「あ……ごめんなさい、そろそろわたし、仕事の用があるので、失礼しますね」

　三波さんが腕うで時ど計けいを見て言った。

　なんてことだ……。せっかく三波さんと隣となり同どう士しの席になれたのに、結局全く話せなかった。

　みんながそれぞれ、三波さんに言葉をかける。

　俺も何か言わないとと思うも、手を振ふることしかできなかった。

「えっと……駅って、あっち、でしたっけ？」

　三波さんが言いながら指を指した方向は、駅とは反対だった。

　この店は駅から少し離はなれた場所にあるとはいえ、三波さんって案外方向音おん痴ちなのか……？

「いや、駅はあっちっすよ！　あ、俺送って行きましょうか!?」

　俺が訂てい正せいしようと声を発する前に、マサヒロさんが発言した。

　な、なんだって……!?　このチャラい大学生が三波さんを駅まで……!?　そんなの、その間にラインを聞いたり、口説いたりする危険性めちゃくちゃあるじゃねえか！

「あ！　お、俺も……！　予定があること思いだしたんで、一いつ緒しよに帰るよ！」

　そう思ったら、絶対にそれだけは嫌いやだという気持ちが湧わき上がってきて、気づけばそう口にしていた。

「え……そ、そう……なんですか？」

　三波さんはキョトンとして俺に尋たずねる。

「あ、う、うん！」

「え、一ヶ谷先に帰んの？」

　二科に声をかけられる。勝手に適当なことを言ってしまった……と思った。

「あ、ああ……後で連れん絡らくする」

　とりあえず、その場で言えることはそれだけだった。

「あ、うん……」

　二科は不思議そうにしながらも返事をする。

　希咲も、不ふ審しんな顔で俺を見ていた。




　その場にいる人全員に挨あい拶さつをして、俺と三波さんは店を後にした。




「ご、ごめん、勝手に一緒に帰るなんて名乗り出ちゃって……」

「いえ……。本当に、ご予定があったんですか？」

　駅に向かって歩きながら謝ると、三波さんが心配そうに俺に尋ねた。

「いや……そ、その……」

　噓うそをつくわけにはいかない。すごく言いにくいが、本当のことを言わなければ……。

「……あ、あの人が送るって言い出して、なんか心配になっちゃって……」

「……！　……」

　三波さんになんて思われるか不安を覚えながら、恐おそる恐る三波さんの顔を見る。

　三波さんは、俺の顔を見て呆ぼう然ぜんとしていた。目が合って、三波さんの方から目を逸そらされた。

「……ありがとうございます……」

　三波さんが、消え入りそうな小さな声で、俺に礼を言った。横顔は真っ赤になっていた。

「あの……一ヶ谷先せん輩ぱい」

　急に力強い声になって、俺に呼びかける。

　三波さんが立ち止まったので、俺も止まった。

「ん……？」

　彼女の顔を見ると、潤うるんだ目で俺を見ていた。

「わたしが、この間言ったことなんですが……」

「……！」

　心臓が跳はね上がる。




「忘れて下さい」




「……え？」

　三波さんの言葉に、耳を疑った。

「あのときは、気持ちが高ぶって、ついあんな、困らせるようなこと言ってしまって……すみませんでした」

「え？　いや、困らせるとか、決してそんなことは……」

　混乱しながらも、なんとか返事をする。

　気持ちが高ぶって、つい……。ということは、あの言葉は、三波さんの本心ではなかった、と……？




「あのとき言ったことは、わたしの本心です」




「……！」

　俺の気持ちを読んだかのように、三波さんが言った。

　本心……？　俺のことが、理想の人だというのが、三波さんの本心……？




「ですが……一ヶ谷先輩がわたしのことそういう対象として見ていないということは、わたしも分かっています」




「え……？」

　三波さんの言葉に耳を疑う。

　俺が、三波さんをそういう対象として見ていない……？

　ちょ、待て。一体何がどうなってそんなことになった!?

「いや……」

　俺が否定しようとしたそのとき、三波さんも同時に口を開く。




「それに……わたしも、声優として一人前になるまでは、彼氏とか作らないって決めていたのに、思いが高ぶってついあんなこと言ってしまって……ごめんなさい」




「……っ！」

　三波さんは辛つらそうな表情で言う。

　声優として一人前になるまでは、彼氏とか作らない、と……？

　もう次から次へと新しい情報が入ってきて、頭が混乱してまともに考えが働かない。

　ちょっと待て、つまり、三波さんは俺のことを本当に、恋れん愛あい対象として好きだと言ってくれている……のか？

　だけど、声優として一人前になるまでは、彼氏を作らないと決めていたから、思いを伝えるつもりもなかったが、思いが高ぶってつい言ってしまった、と……？

　混乱状態で、状じよう況きように頭が追いつかない中、確かなことがあるとしたら……三波さんが俺のことを好いてくれていることが、すごく嬉うれしいということ。

　それと同時に、俺の気持ちがどうであれ、三波さんは俺と付き合う気はない……そのことが、ショックだということだ。




「あの、一ヶ谷先輩……勝手なことばかり言ってごめんなさい。なるべく一ヶ谷先輩にご迷めい惑わくはおかけしたくないんです。だけど、最後に一つだけ……我が儘ままを、聞いてはもらえないでしょうか」




「わがまま……？」

　何も言葉が出てこないまま、三波さんのセリフで気になった箇か所しよをオウム返しすることしかできない情けない俺。




「一度だけ……デート、してもらえませんか？　それで……一ヶ谷先輩のこと、諦あきらめます」




　三波さんは、気づけば涙なみだ目めになって俺を見ていた。

　振ったわけでも、振られたわけでもないのに、勝手に話が進行してしまって、だけど俺から明確な何かを切り出すこともできず、そのときの俺が口に出すことができたのは。




「……お、俺で良ければ……喜んで」
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　それから後のことは、なんだかふわふわしていて、イマイチ実感が湧わかなかった。

　三み波なみさんが、

「本当ですか？　ありがとうございます……！　あ……もうここで大だい丈じよう夫ぶですよ。送ってくれてありがとうございました」

　と、涙目を誤ご魔ま化かして笑顔になって俺に礼を言い、ペコリと頭を下げて駅まで足早に向かって行った。

　俺はその背中を、黙だまって見送ることしかできなかった。

　色んな思いが頭の中を駆かけ巡めぐり、気持ちの整理ができないまま、その場に呆然と立ち尽つくす。




　どのくらいそうしていたのか分からなくなった頃ころ、スマホが鳴った。

　二に科しなから、ラインで電話が来ていた。

「も、もしもし……」

「もしもし一いちヶが谷や？　後で連絡するとか言ってたけど、全然連絡ないじゃん！　本当に先に帰ったの？」

「あ、いや……三波さんは電車乗って帰ったけど、俺は駅までの道に突つっ立ってた……」

「何それ!?　意味分かんないんだけど！」

「お前らはどうしたんだよ？」

「そろそろ帰りましょうかってなって、店出たとこ。まだ電車乗ってないんだよね？　そしたら、とりあえず東京ビッグサイト駅で待ってて？」

「ああ、分かった」

　二科との電話を終え、改めて先ほどまでの出来事を思い返す。

　三波さんに改めて告白に近いことをされたが、付き合う気はないと告げられた。

　そのことが俺は、ショックだった。

　つまり俺は……三波さんと付き合いたかった、のだろうか？

　考えてみれば、三波さんは俺にとって、理想の女の子だった。

　あんなに綺き麗れいで可愛かわいくて、スタイル抜ばつ群ぐんで、オタクで、オタク趣しゆ味みも、百合ゆり系は趣味が合い、そして好きなＶＴｕｂｅｒの魂たましいを担当している。

　そんでもって、あんなにハイスペックで人気者なのに、こんな俺と親しくしてくれ、すごく優やさしい。

　どこをとっても理想的すぎる。俺の理想のオタク彼女の条件にも完かん璧ぺきすぎるくらい当てはまっている。

　だけど、俺が三波さんをそういう対象として見ていなかったのは……今にして思えば、彼女を、女性が好きな女性だと思い込んでいたからだと思う。

　もし好きになっても、思いが通じることはない。そういう先入観があったから、好きにならないようにしていたんだ。

　だけど、そうじゃないのなら……三波さんが俺を理想の人だと言ってくれたのと同じように、俺にとって三波さんは理想の女性だ。

　もし付き合えるというのなら……正直、付き合いたい。

　だけど……。

『声優として一人前になるまでは、彼氏とか作らないって決めていたのに、思いが高ぶってついあんなこと言ってしまって……』

　三波さんは、俺と付き合うつもりはないと、はっきり言っていた。

　それは彼女の仕事のため、夢のため。

　声優という仕事が、異性とのスキャンダルが大きく人気に影えい響きようすることは、一オタクとしてよく分かっている。

　それが人気のベテラン声優ならともかく、彼女はまだ駆け出しの新人声優だ。そして、ＶＴｕｂｅｒ西さい園おん寺じエミリーの魂だとバレてからは、人気が急きゆう上じよう昇しようしている。

　声優としての情報も追いかけているが、九月からのアニメにレギュラー出演も決まっているようだ。

　そんな大事な時期に、万が一彼氏バレなんてしてしまったら……大きなチャンスを逃のがしてしまうことになるだろう。

　だから、三波さんが言っていたこともよく理解できる。それほどまでに、声優という仕事を、夢を、大切にしているのだ。俺としても、それは応おう援えんしたいと強く思う。

　だけど……同時に、すごく残念だという気持ちも俺の中にある。

　俺の気持ちがどうであれ、三波さんは俺と付き合うつもりはないのだ。




「あ、一ヶ谷いた！」

　二科に言われたとおり、東京ビッグサイト駅で待っていたところ、二科と希き咲さきが現れた。男性二人の姿はなかった。

「何、どういうこと？　用があるとか言って先帰ろうとしたけど……」

「あ、ああ、それは……あのマサヒロって人が三波さんを送るとか言い出したから、それを阻そ止ししたくて……」

「あ～そういうこと!?　私もあの人が言い出したときはヤバいって焦あせったけど……」

「まさかお兄がそんな気を回せるようになったなんて……！」

　希咲が、驚おどろいた様子で俺を見ていた。

「ほんと！　一ヶ谷がそこまで考えて名乗り出たなんてまさか思わなかった……！」

　こいつら、俺のことどんだけ気の利きかない奴やつだと思ってるんだよ……!?

「そういえば、男性陣じんは……？」

「ああ、りんかい線から帰るみたいで、別れた」

「そうか……」

　ふと何の気なしに二科の顔を見る。

　二科の口元は緩ゆるんでいた。

　とりあえず、ゆりかもめの改札から中に入って、ホームへと向かいながら話す。

「あの後……どうなったんだ？」

「え、どうって……相変わらず、あのマサヒロって人が一人でベラベラ喋しやべりがちだったけど……」

　二科も、マサヒロさんについて良くない印象だったんだな。少し安心する。

「でも、ユーヤさんとも結構喋れた！」

「心こころさんとユーヤさん、めっちゃいい感じっぽかったですね！」

「え!?　えぇ!?　ほんとにー!?」

　希咲が煽おだてると二科は途と端たんにデレデレし始める。

「とりあえず、今度合わせしよーって話になった！　マサヒロさんもその中に入ってたのが気になるけど……」

「そ、そうか……」

　今日のユーヤさんの様子を見るに、二科のことが気になっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。二科と俺の関係や、二科に彼氏がいるのかを気にしていた。

　最初に俺をガン見していたのも、今にして思えば、俺が二科の彼氏かとびっくりしたからだったのだろう。

　それに、本人には彼女はいなさそうだし、今まで親しい女性もあまりいなかったように感じた。

「ユーヤさん……お前のこと、結構気になってる感じだったぞ」

「え……!?　マ、マジで!?　噓うそ!?　どの辺が!?」

　俺の言葉に、二科は大興奮で食いつく。

　二科にはユーヤさんの言葉を伝えてやろうと思っていたのだが、なんだか二科がうまくいきすぎていて悔くやしくなってきたので、

「いや……なんとなくだけど」

　と、濁にごしておいた。

「えっ何それ!?　なんとなくって何!?」




　このままいけば、ほぼ確実に……二科はユーヤさんとうまくいくんじゃないだろうか。

　ユーヤさんは、今日話した限りだと、いい人そうだし、チャラくなさそうだし、二科のことも好きそうだった。二科の相手として、申し分ないと思う。

　オタクでイケメンで、女性向けオタクコンテンツにも詳くわしい（ビブマイ好き）、しかも二科の好きなキャラのコスプレイヤーという、二科にとって理想のオタク彼氏像そのものだと思った。こんなに理想通りの男がいるのかと、男の俺から見ても不思議になるくらいだ。

　二科に彼氏ができるのも、もう時間の問題、か……。

　数ヶ月間、共に頑がん張ばって来て、なんだか感かん慨がい深い。

　もう先を越こされてしまうことは確実、だろうか……。




「にしても……今日、スペースにめっちゃ可愛い人ばっかり次から次へと来て、ほんとびっくりした！」

　電車の中で、希咲が俺と二科に向かって言う。

　めっちゃ可愛い人ばっかり、って……三波さんに、彩いろ葉はさんに、水み琴ことさん……のことか。

　確かに、みんな見た目は美少女、美女揃ぞろいだもんな。彩葉さんと水琴さんは中身の癖くせがちょっと強いけど……。

「やっぱ可愛い人のお友達はみんな可愛いんですねー！」

　希咲が二科を見て言う。

「えー、ちょっ、そんなに褒ほめてどうすんのー!?」

　二科が照れて笑い出す。

「そのこともびっくりでしたけど、まあ心さんのお友達なら……って納なつ得とくしたんですよね。それよりびっくりしたのは……まさか、お兄がそんなめっちゃ可愛い人たちと普ふ通つうに話せてるなんて……！」

「え……!?」

　お、俺……!?

「そ、そんなに驚くことかよ……」

「当たり前じゃん！　昔はあたしとママ以外の女性と一いつ切さい話せなかったくらいなのに！　ほんとびっくりした！」

　昔の俺、悲しすぎるだろ……！　でも、事実だけど……。

「そっかー、じゃ、一応一ヶ谷も成長してるってことかー」

　二科が感心して言う。

「それって、心さんのおかげですよ、絶対！」

　希咲が断言した。

「へ……？」

　二科はキョトンとする。

「どういうきっかけか詳しくは分からないけど、心さんみたいな綺麗でコミュ力マックスな人となぜか仲良くなって、多分そこから、可愛い女子と話すことに慣れていって、心さん繫つながりで色んな可愛い女子と話せるようになって……って感じじゃない？」

「……！　う、うーん……まあ、合ってるっちゃ合ってるかもしれん……」

「でしょ！　もう心さんに大感謝だね！」




　　　　＊　＊　＊




「じゃ、改めて……希咲ちゃん、完売おめでとー！」

　その日、家に帰ってから、改めてジュースと軽い夕飯で乾かん杯ぱいした。

　アフターでは男性レイヤー二人などもいて、希咲の夏コミサークル参加のお疲つかれ会にならなかったということで、改めて家で祝おうという二科の提案だった。

「ありがとうございます！　いやー、これで何も思い残すことなくインドに帰れますよ～」

「お前、いつまで日本にいるんだ？　夏休みいっぱいはいるのか？」

「あ、明日」

「え……」

「「明日!?」」

　希咲が放った衝しよう撃げきの事実に、俺と二科は同時に驚く。

「向こうでもやることあるし、パパとママも心配するし……。あっ、パパとママにお兄の日本での様子教えてって言われてたけど……」

「……！」

　希咲がそこで一度言葉を止めるので、一いつ瞬しゆんハラハラする。

「まあ、それなりに家事とかやってちゃんと生活してたよって、言っとくわ」

「！　あ、ああ……頼たのむ、そうしてくれ……」

　希咲の言葉にほっとする。

「もう帰っちゃうのかー、寂さびしいなあ……。インド戻もどっても、ラインしようね！」

「はい、ぜひしましょ！　また日本戻ってきたら、そのときも色々お話できたら嬉うれしいです！」

　二科と希咲の奴、いつの間にかライン交こう換かんまでしてたのか……。

　それから、希咲は夏コミサークル参加も終わって解放されたことだし、最後の夜ということもあり、四人で希咲のニントンデースイッチのメリオカートをして遊んだ。

　希咲とゲームするのは実に約二年ぶりで、こんな風に再び楽しい時間を過ごせる日が来るとは思っていなかったので、内心嬉しく思う。




「あっ、友達から電話……ちょっと、二人でゲームしてて」

　二科がスマホを持って、電話に出ながらリビングを出て行く。

　扉とびらが閉まり、希咲と二人になった。

「よし、じゃあ俺は次、ピノキオで……」

「ねえ、お兄」

「ん？」




「お兄は……いいの？　心さんが、今日のコスプレイヤーと付き合っちゃっても……」




「え……？」

　希咲の言葉に驚おどろいて、コントローラを操作する手が止まる。

「それ、どういう……」

「お兄は、心さんのことなんとも思ってないの？」

　希咲……突とつ然ぜんなんて質問をぶっ込んでくるんだ？

　俺が、二科のことをなんとも思ってないか、って……？

「べ、別に俺は……」

　俺にとって、二科は同居人で、協力し合っている仲間で、ライバルでもある。

　だけど、今まで二科をそばで見てきて、二科が頑張っている様子、うまくいかなかった様子なんかもずっと見てきたからこそ、今二科が理想のオタク男子と付き合えそうになっていることは、とても喜ばしいことだ。祝福してやりたいと、心から思う。

　だけど……。

　確かに今日、それ以外の、自分でもよく分からない感情が湧わき上がってしまったのも、事実だ。




「あ、おまたせー……って、あれ？　ゲームやってないの？」

　思いのほか早く、電話を終えた二科がリビングに戻ってきた。

「あ、もしかして私が戻ってくるの待っててくれたの？」

「そーですよ！　三人でやりましょ！」

　希咲が言って、それから何事もなかったかのように、ゲームを再開する。

　その後、希咲とその話の続きをすることはなかった。

　希咲は何か勘かんづいて、俺にこんなことを言ったのだろうか……？




　　　　＊　＊　＊




　ゲームを終えて、二科と希咲が入ってから俺も風ふ呂ろに入る。

　風呂から上がると、三波さんからラインが来ていて、心臓が跳はね上がった。




『三波依え怜れ菜な・ウィリアムス：今日は勝手なこと言っちゃってごめんなさい！　あの場で断りづらくて受けて下さったなら、今から断って頂いても大だい丈じよう夫ぶですからね……』




　ラインを読んで、リビングのソファーに腰こし掛かけ、慌あわてて返信する。

『そんなわけないじゃん！　ほんと、俺なんかで良ければ喜んでどこでも付き合うから！』

『三波依怜菜・ウィリアムス：ありがとうございます。一ヶ谷先せん輩ぱい、本当に優やさしいですね』

　優しいわけじゃない。俺だって、三波さんとデートしたいのだから。

『どこか行きたいところある？　ほんと、遠えん慮りよしないでどこでも言ってよ！』

『三波依怜菜・ウィリアムス：そしたら……秋葉原、でもいいですか？』

『勿もち論ろん！』

『三波依怜菜・ウィリアムス：秋葉原のアニメイトで、自分のグッズが売ってるの見てみたいんです。今まで身バレを気にして見に行ったことなかったので……』

『いいね！　ぜひ行こう！　俺も行きたいし！』

　こうして、三波さんとは一週間後に、秋葉原でデートすることが決まった。




「……あ、今お風呂上がったの？」

　そこで、リビングに二科がやってきた。

　喉のどが渇かわいたのだろうか。冷蔵庫前へと移動し、麦茶を出してグラスについで飲んでいる。

「あ、ああ……」

「？　な、何ニヤけてんの？」

　二科が嫌いやそうな顔で俺に言う。やべえ、今俺ニヤけてたのか……。

　そういえば、まだ二科に三波さんとのこと何も言ってないな。

　相談したい気持ちは山々なんだが、三波さんに理想の人だと言ってもらえたことを言うなら、それまでの経けい緯いを説明しないと不自然だ。三波さんがＶＴｕｂｅｒの魂たましいだということを、前回のイベントのとき俺が既すでに知っていたことまで言わなければならなくなる。

　だが、そこまで話すのは少々面めん倒どうだし、そもそも三波さんに許可も取れていない。

「ちょ、何黙だまってんの？　言いたいことがあるなら言えば？」

「え、あ、いや別に……」

「はあ!?　そこまで言っといて言わないとか、めっちゃ腹立つんですけど！」

　そこまで言っといて、って……別に、まだ何も言ってないんだが!?

　でも、二科に隠かくし事すんのもなんか気持ち的に微び妙みようなんだよな……。協力し合ってる立場で、二科も俺に自分の恋れん愛あい事情話してるわけだし……。

「えっと、実はだな……」




　俺は覚かく悟ごを決めて、二科にことの経緯を話した。

　三波さんに理想の人だと言ってもらえたこと。しかし、声優として一人前になるまで彼氏は作らないと決めているから、忘れてくれ、と言われたこと。

　そして、一度だけデートして欲しい、と言われたこと。

　三波さんがＶＴｕｂｅｒの魂だということを俺が知っていたこと云うん々ぬんは、端折はしよって伝えた。




「……って、昨日の帰り道に言われて、デートすることになって……」




「……なに、それ……」




　俺が大体全すべてを話し終えたとき、二科は俯うつむいて暗い声で呟つぶやいた。

　俺は二科の反応に戸と惑まどう。

　え？　なんだこの反応？　まるで怒おこってるみたいな……。




「なんでそんな大事な話、今いま更さら……!?　なんで言ってくれなかったの……!?」




「え……」

　まるで怒ってるみたい、ではなく……二科はおそらく、本当に怒っていた。

　顔を上げて俺の顔を見て、眉まゆを歪ゆがめている。

　言うのが遅おそくなってしまったとは思ったけど、まさか二科がこんな風に怒るなんて思ってもみなかった。

「いや、単に言いそびれてて……」

「何のための協定関係だと思ってんの!?　私ばっかりなんでもかんでもあんたに言って……バカみたいじゃん！」

「え……？」

「……っ、私ばっか、あんたに頼たよってるみたいで……ほんと、バカみたい……！　あんたは一人で勝手に、私の知らないとこで、ちゃっちゃと進展してたのに……」

「二科……？」

　二科がなぜこんなに怒っているのか、理解できずに混乱する。

「……っ！」

　そこで二科は固まった。

「？　えっ…………ご、ごめっ……。なんで私、こんなに怒って……」

　二科は急に焦あせった表情になって、俺に謝った。

　な、なんだ……？　どうしたんだこいつ？　自分でも、なんであんなに怒ったか分からないっていうのか……？

「……。い、いや、俺も悪かったよ……。お前に、相談したい気持ちはずっとあったけど、色々あって、タイミング逃のがしてて……」

　ずっと相談したいと思っていたのは本当だ。しかし、二科がこんなに怒り出すとは予想外だった。

「…………」

　二科は少しの間黙っていた。そこまでガチで怒っているのかと不安になる。

「つまり……三波さんは、あんたのことが好きだけど、声優として一人前になるまで彼氏は作らないって決めてるから、付き合うことにはならない、と……」

「……！　あ、ああ……」

　二科はもう怒っている様子なく、淡たん々たんと話す。

「にしても、あの三波さんがまさかあんたのことをそんな風に思ってたなんて……全然気づかなかった。なんでまた……？」

「そ、そんなに不思議なことかよ……!?」

　確かに自分でも、なんであんなすごい子が俺なんかを……って思ったけど、人に言われると腹が立つというものだ。

　だけど……二科が、もういつも通りの様子に戻もどったみたいで内心安あん堵どした。

「デート、どこ行くとか決まってんの？」

「！　あ、ああ……秋葉原で、アニメイトとか行こうってなってるけど……」

「秋葉原……三波さん、声優だしＶＴｕｂｅｒとして有名になっちゃってるけど、大丈夫なの？」

「ああ、どうだろ……。今日みたいにマスクとかしてくるかもな」

　三波さんとデートすることで頭がいっぱいになっていて、そこまで考えられなかった。俺も、しっかり気をつけないとな。三波さんは、今が一番大切な時期なんだ。

「そしたら、アニメイトではあんまり大きい声出さない方がいいかもね。カフェとか入る場合は、オタクの人が少なそうな場所にしてあげた方がいいんじゃない？」

　これ……もしかして、アドバイスしてくれてんのか？

「ああ……確かにそうだな。でも、オタクが少なそうなカフェって、どこだ……？」

「よくアキバ行ってんのに、そんなのも知らないの？」

「知るわけないだろ！　オタク男同士でカフェなんて入らねえし……」

「そうだなー……」

　二科はスマホで調べ始める。まさかそこまでしてくれるとは思っておらず、内心驚おどろいた。

　口では文句言っておきながら、随ずい分ぶん優しいじゃねえか……。

「こことかどう？　女子はオシャレなカフェとかパンケーキとか大たい抵てい好きだから！」

　二科は俺にスマホを見せる。そこには、オシャレなカフェのグルメ情報サイトのページが載のっていた。パンケーキが売りの店のようだ。

「駅からもちょっと歩くから、オタクはほとんどいないんじゃない？」

「ああ、いいな！　ここ、ラインで送っといて！」

「うん。……」

　二科はラインでそのページを俺に送ってから、黙って何か考えている。

　やがて顔を上げて俺を見た。







「ねえ、あんたはさ、もし三波さんが……付き合いたいって言ってくれたら、なんて答えてたの？」




「……！」

　二科の言葉に、ドキッとする。

　三波さんが、俺と付き合いたいって言ってくれてたら……？

　そしたら、俺は……。

「……あー、やっぱいいや。もう眠ねむいし、寝ねるね」

「え!?　あ、ああ……」

「おやすみ」

「お、おやすみ……」

　二科はさっさと話を切り上げて、リビングから出て行った。

　一体何なんだよ……。

　二科の奴やつ、一体何を思ってあんなこと聞いたんだ？




　　　　＊　＊　＊




　翌日。

　インドへ帰る希咲の見送りに、俺と二科は成田空港までやってきた。

「じゃあ、希咲ちゃん……元気でね！　戻ってきたらまた遊ぼうね！」

「はい！　心さん、色々、ありがとうございました！」

「気をつけて帰れよ」

「お兄、心さんに迷めい惑わくかけないようにね」

　希咲はそこで、改めて俺と二科を見た。

「……？」




「あーあ、心さんが……お兄と付き合ってくれたらな～……」




「「……は!?」」

　突とつ然ぜんの希咲の発言に、俺と二科が同時に大声を上げる。

「希咲おま、なに……」

「き、希咲ちゃん!?　何言ってんの!?」

「そしたらあたしもすっごく楽しいし……。……って、ごめんなさい！　心さん、お兄なんて嫌いやですよね！　お兄に心さんなんて勿もつ体たいないし……！」

「…………」

　てっきり肯こう定ていするかと思いきや、二科は何も言わなかった。

「あっ、そろそろ行かないと！　それじゃあ、また！」

　最後にとんでもない発言を残して、希咲は俺たちに手を振ふって去って行った。

「…………」

「…………」

　その場に残された俺たちは、なんとも言えない空気になる。

「とりあえず……帰るか」

「う、うん……」




　二科が俺と付き合ってくれたら、って……あいつ、何を言ってるんだよ。散々、色々見てきただろ？　二科が誰だれを好きなのかも……。








８









　数日後。

「……よし」

　リビングの全身鏡で、自分の全身を確かく認にんする。

　髪かみ型がたよし、服装よし、眉まゆ毛げ、ムダ毛よし……。

「ふあぁ～。……あ」

　欠伸あくびをしながら、パジャマ姿の二に科しながリビングに入ってきた。夏休み中であるのをいいことに、随ずい分ぶん遅起きだな。

「え、何!?　随分気合い入ってるけど……」

　俺の姿を見て、驚おどろく二科。

「今日なんだよ。三み波なみさんと出かけるの……」

「あ～……！」

　二科は納なつ得とくした様子で頷うなずく。

「ふーん……」

　そして、じろじろと俺の姿を上から下まで見た。

「まあ、いいんじゃない？」

　上から目線なコメントだが、そんなんでも褒ほめられたと感じて安心している俺がいる。

「今日のは所謂いわゆる、思い出作り……的なデートなんだよね？」

「ああ、そうだな……」

「まあ、だとしても……いや、だからこそ！　三波さんにとって最高の思い出になるように、紳しん士し的てきな、理想のオタク男子的な振ふる舞まいを心がけなよね」

「理想のオタク男子的な振る舞い……？」

　なんだそりゃ、と内心思う。

「三波さんのことを一番に考えて、最大限に気を遣つかってあげれば、それが一番だから」

　三波さんのことを一番に考えて、最大限に気を遣う……。

「あ、ああ、分かった！」

　三波さんにとって、最高の思い出になるようなデート、か……。

　そんなデートができて、三波さんに改めて、やっぱり一いちヶが谷や先せん輩ぱいが理想の人だなって思ってもらえたら、こんなに嬉うれしいことはない。

　そう思って、改めて、二科のアドバイスを参考に頑がん張ばろうと思った。




「じゃ、いってらっしゃい。……頑張ってね、一ヶ谷」

「ああ、いってきます！」




　リビングで二科と別れて、家を出る。




　緊きん張ちようしながらも、駅までの道を歩き、電車に乗る。

　様々な思いが頭を駆かけ巡めぐった。

　おそらくこれが、最初で最後の、三波さんとのデート……。

　デートを目前にして、その事実に、自分でも不思議なくらい切なくなっていた。

　もし三波さんが、声優じゃなかったら？

　三波さんの告白を受けて、付き合って、彼氏彼女になれていたのかもしれない。そんな妄もう想そうをすると、どんどん辛つらい気持ちがこみ上げてくる。

　そんな気持ちになるってことは、やっぱり俺は、三波さんのことが好きなのだろうか。

　だけど俺は……声優という自分の仕事が大好きで、全力で頑張っている三波さんが好きだ。だから、そんなこと考えるだけ無む駄だなんだ。




　午後一時前に、待ち合わせ場所である秋葉原の電気街口に到とう着ちやくした。

　既すでにそこには三波さんの姿があった。

　身バレ防止のために、帽ぼう子しをかぶり眼鏡めがねをかけていたが、あまりの美び貌ぼうに遠くからでもすぐ分かるくらい目立っていた。

「三波さん、お待たせ！」

「一ヶ谷先輩！　今日は、ありがとうございます……！」

　三波さんは満面の笑みで俺に礼を言ってくれた。

「い、いや……」

「あ、これ……大げさかなって思ったんですけど、一応、自分のグッズを見るから念のため……」

　三波さんは自分の帽子を押さえて恥はずかしそうに言う。

「いや、絶対した方がいいって！」

　一人でアキバに来るならまだしも、男と二人で来ているんだ。絶対にファンに見られてはいけない。

　まだそんなに顔は知られていないから大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うが、顔を隠かくすものは絶対にあった方がいい。

「それじゃあ、行きましょうか！」

「う、うん……」

　気のせいだろうか。三波さんは……いつもよりテンションが高いように感じた。

　だけど、それは自然な感じとは少し違ちがうように思う。

　まるで、わざと明るく振る舞ってる、というような……。

　俺の考えすぎならいいのだが……。




「えっと、今日はアニメイトに行くんで良かったよね？」

「はい！」

「一応俺何度か行ったことあるから、案内するね」

「ありがとうございます！」




　電気街口を出て、大通りを歩き、アニメイトへと移動する。

「わー、すごい……！　あ、あの看板……！　あ、あっちにメイドさん！」

　ゲーマーズやメイド喫きつ茶さの前を通りながら、三波さんはキョロキョロしてはしゃいでいる。

　はしゃいでいる三波さんは、とても可愛かわいくて癒いやされた。

「わたし、こういうところに一いつ緒しよに来てくれる友達がいなかったので……秋葉原自体、ほとんど来たことないんです」

「そうなんだ！」

「はい。だから……今日はお付き合い頂いて、本当にありがたいです」

「いや、そんな……！　俺で……」

　俺で良ければいつでも付き合うよ、と言おうとして、三波さんと出かけられるのは今日が最初で最後なのだと思い出し、言うのをやめた。




　アニメイトに到着し、店の中へと入る。

「あっ百合ゆりプリンセス！　あ、こっちはＶＴｕｂｅｒの雑誌……！」

　一階の雑誌売り場の時点で、色んな雑誌に目移りしてはしゃぐ三波さん。

　はしゃいでいる彼女を見るのは微笑ほほえましいが、見た目も目立つし声も通るので、身バレ的な意味で不安にもなった。

「そ、それじゃ、ＶＴｕｂｅｒグッズが売ってる階に移動しよっか！」

「はい！」




　念のため階段で上の階まで上がり、ＶＴｕｂｅｒのグッズが売っているフロアまでやってきた。

　この階には、ＶＴｕｂｅｒファンがいる可能性がグッと高まる。三波さんがこの階でもはしゃぎそうになったら、俺が止めた方がいいだろう。

　二科の言っていた、三波さんのことを一番に考えて……というアドバイスは、こういうことも含ふくめてだろう。

　そう思っていたが、三波さん自身も十分に分かっていたようだ。顔は興奮した様子だったが、その階に来た途と端たん、声は一いつ切さい発さないようにしていた。

　なるべく自然に、フロアを見て回る。

　やがて、西さい園おん寺じエミリーのグッズ売り場までやってきた。

　アクリルキーホルダー、メモ帳、タオルなどが並んでいる。他ほかのＶＴｕｂｅｒと比べても、グッズの量が多い。

　最近、一層人気出てきたからな……。もう、トップＶＴｕｂｅｒの一人だと言っても過言ではないだろう。

　三波さんはグッズを手に取ることはせず、その場で嬉しそうな笑みを浮うかべて、西園寺エミリーのグッズを見つめていた。




「ありがとうございました！　実際にエミリーのグッズが売ってるのを見ることができて……大満足でした」

　フロアを後にして、階段で移動しながら、三波さんは嬉しそうに言った。エミリーのグッズ、という部分は声のボリュームを大分抑おさえていた。

「そっか、良かった！」

「あの……良かったら、他の階も見ていいですか？」

「勿もち論ろん！」




　三波さんはフロア案内を見てから、同人誌売り場のある階へと移動する。

　同人誌……？　もしや、百合同人誌を見るつもりなのだろうか……？

「ああっ、すごい！　アニメイトに同人誌が売ってるって聞いたことはあったんですけど、本当に売ってるんですね！」

　三波さんは、同人誌売り場の前で目を輝かがやかせる。

「ちょっと、買ってきてもいいですか？」

「買うんだ!?　この間も夏コミで同人誌買ってたみたいだけど……」

「夏コミでは、買うって決めてた同人誌しか買えなかったので。今日は、特に目的なくぶらっと見て、いいのがあったら買いたいなって」

「うん、勿論いいけど……」

　自分も気になる同人誌を物色しつつ、三波さんが気になって、彼女の様子を見る。

　彼女はＶＴｕｂｅｒの同人誌のコーナーを物色していた。

「……!?」

　まさかとは思ったが、西園寺エミリーの同人誌を手に取ったのでびっくりした。それから他にも何冊か手に取って、レジへと向かおうとする。

「あ、三波さん」

　俺はその背中に声をかける。

「はい？」

「良かったら、俺が代わりに買ってくるよ」

「え……？」

「まずないとは思うけど、万が一レジの人が……エミリーの顔知ってたら、色々とまずいと思って」

　西園寺エミリーを知っていて、エミリーの声優の顔を見たことがある人だったら、買っている同人誌を見て二人が結びついてしまうかもしれない。

　西園寺エミリーの中の人、秋葉原で男とデート、自分の同人誌購こう入にゆう！　なんてネットに書き込まれでもしたら大変だと思った。

「あ……ありがとうございます！」

　三波さんから同人誌と財さい布ふを受け取り、レジへと向かう。

　レジでチラッと見ると、やはり想像通りというべきか、同人誌は全すべて百合本だった。

「はい、お待たせ」

　買ってきた同人誌と財布を三波さんに渡わたした。

「ありがとうございました！　自分じゃ全然そんな気が回らなかったので……助かりました」

「俺が過か剰じように気にしすぎかもしれないんだけどさ」

　二科に言われた言葉を意識していたせいか、自然と出た行動だった。

「いえ、そんなことありません！」

「そういえば、エミリーの同人誌も買ったんだね？」

「はい、買いました！　兎うさぎ野のはねるちゃんとエミリーの百合同人誌があったんでテンション上がっちゃって！」

「それ、いいの!?」

　兎野はねるとは、エミリーとよくコラボしている人気ＶＴｕｂｅｒだ。確か、リアルでも仲良くしていると前に話していた。

　仲のいい友達との百合同人誌を本人が買うって、アリなのか!?　一ファンとしては、その行こう為いにかなり萌もえるのだが。

　なんというか、気まずかったりしないのだろうか。

「？　はい……何か問題でも……？」

　心底不思議そうに尋たずねる三波さんを前に、突つっ込むのはやめておいた。本人がいいなら、いいか……。




「アニメイト、すっごく楽しかったです！」

　店を出て、三波さんが満足げに言った。楽しそうな彼女を見ていたら、俺まで嬉うれしくなった。

[image: ]

「なら良かった。えっと、この後だけど……」

　俺は三波さんの顔色をうかがいつつ、ポケットからスマホを取り出す。

「？」

「み、三波さんさえ良ければだけど……軽く軽食でもとってから帰らない？」

　三波さんが今日、どのような予定をしていたかは分からないが、デート、と言うからには、アニメイトに行って帰るだけでは物足りないと、個人的には思う。

「え……い、いいんですか？　アニメイトに一緒に行って頂いただけでも大満足だったのに、その後も付き合って頂けるなんて思ってなかったので……う、嬉しい……です」

　三波さんは口を押さえて、驚おどろいた様子で言った。なんて謙けん虚きよな子なんだろうかと感動する。

　二科に送ってもらった、オシャレなパンケーキカフェのページを三波さんに見せる。

「こことか、どうかな？　電気街口から離はなれてるから、色んな話しても大だい丈じよう夫ぶかなって思うんだけど……」

「えっ……わざわざ、お店まで調べて来て下さったんですか!?」

「いや、調べたってほどじゃないけど……」

　調べたのは二科だし……。

「ありがとうございます！　ぜひこのお店、行ってみたいです！」




　それからグーグルマップを見ながら十分程度歩く。

　ここでも、二科に言われた、紳しん士し的てきな、理想のオタク男子的な、という言葉を思い出す。

　一応、自分なりにそれらを意識して、歩く歩ほ幅はばを三波さんに合わせたり、話の中でもなるべく三波さんが話しやすいように気き遣づかったが、実際にできているのかどうかはイマイチ分からない。




「わあ、ここですか……!?　可愛い……！」

　やがて、パンケーキカフェに辿たどり着いた。

　こんなオシャレな店、初めて来たな……。女子とじゃなきゃまず来ない。

　席に案内され、メニューを見て、それぞれパンケーキを頼たのんだ。

　三波さんは、ベリーとアイスクリームが載のった甘いパンケーキ。俺はベーコンやソーセージ、スクランブルエッグの載ったしょっぱいパンケーキにした。

「すごく可愛くてお洒落しやれなお店ですねっ！　こんな素す敵てきなお店探して下さったなんて……」

　三波さんは興奮気味に店の中をキョロキョロと見回した。

「い、いや、探したってほどじゃないし……」

　二科に教えてもらっただけなので、少し罪悪感を覚える。

　だが、三波さんが喜んでくれているのを見て、この店にして良かったと思うと同時に、心から二科に感謝した。




　やがて、思ったよりも早くお互たがいのパンケーキが運ばれてくる。

「わぁ～、可愛かわいいっ！」

　三波さんははしゃぎながら、スマホでパンケーキの写真を撮とった。

「な、なんだか、こういうのって……」

　三波さんは、スマホを置いて俺を見る。

「デート……みたいですね」

「……っ！」

　恥はずかしそうに頰ほおを赤くして、俺に笑いかける彼女の顔は……とんでもない破は壊かい力であった。

「デ、デート、なんじゃないの？　今日のって……」

「ふふ、そうなんですけど……まるで本当のデートみたいに、こんな素敵なお店に連れてきてもらえて……わたし、すっごく幸せです」

　三波さんのその言葉が、はしゃいで喜んでくれる姿が、俺にとっては幸せだった。

　──今日が楽しければ楽しいほど、寂さびしいという気持ちも大きくなっていく。




　それから、パンケーキを食べながら、ＶＴｕｂｅｒの話になる。

　駅から離れた場所とはいえ、念のためＶＴｕｂｅｒ関連の話は注意を払はらった方がいいと思い、三波さんに提案した。

「ありがとうございます、色々考えて下さって……。わたしが対策ちゃんとできてないから、すごく助かります」

　ＶＴｕｂｅｒ関連の固有名詞は出さないようにして、聞かれても大丈夫なように配はい慮りよしながら話した。

「最近歌とかダンスの動画にも力入れてるよね！　歌もダンスもめちゃくちゃ上手うまくてびっくりしたよ」

「ありがとうございます！　ダンスは子供の頃ころに習っていたので……」

　それ以外にも、アニメやソシャゲ、夏コミの話など、色んなオタクトークをした。

　改めて、自分と趣しゆ味みが合うオタクトークができる女子って、素す晴ばらしいなと感じる。

　その上、こんなに可愛くて、すごくいい子で、スタイル抜ばつ群ぐんで、声も国宝級に良いい声で、声優で、ＶＴｕｂｅｒで……三波さんって本当に、俺だけじゃなく、全てのオタク男子にとっての理想の女子なんじゃないだろうか。

　二科の話や、希き咲さきの話にもなった。

　三波さんと話している時間は、あっという間に過ぎていった。




　結局俺たちは、パンケーキ屋に二時間近くいた。食べ終えてからも、長いこと話していたようだ。

　さすがにそろそろ出ようということになり、会計を済ませて、店を後にする。




「一ヶ谷先せん輩ぱい、今日は本当にありがとうございました」

「いや、こっちこそ！」

　パンケーキカフェから、秋葉原の駅まで戻もどってきたところで、三波さんが俺に礼を言う。

「なんで一ヶ谷先輩がお礼を言うんですか？」

「いや、すごく楽しかったからさ……」

「……！　た、楽しかったのは……わたしの方ですよ。本当に、時間が止まればいいのに、って思うくらい……。ずっと行きたかったアニメイトにも行けて、欲しい本も買えて、素敵なお店に連れて行ってもらえて、趣味の話であんなに盛り上がれて……。一ヶ谷先輩、今日は……最高のデートでした」

「いや、俺の方こ……、……！」

　俺の方こそ、と言おうとして、ハッと気づく。

　三波さんの後ろで、あからさまにこっちを見ている男性二人組が、俺の視界に入りこんできた。

　かなり距きよ離りはあるから会話は聞こえていないだろうが、俺たち……というより、三波さんを見ながら、小声で何かを話している。

　これって、もしや……？　まずい──。

「みな、……」

　三波さん、と言おうとして、おそらく聞こえないだろうとは思うが、名前を呼ぶのもよくないんじゃないかと思う。

「？」

　こちらを見ている男たちに気づいていないようで、俺の様子にキョトンとしている三波さん。

「あ、えっと……、その……もう少し、散歩して帰らない!?」

「へ……？」

　突とつ然ぜん散歩とか言われてもわけ分かんないよな、何かもっとちゃんとした……。

「その、あっ、『愛ライブ！』の聖地がアキバにあるんだけどさ、行ったことないから行ってみたくて！」

　三波さんも好きだと言っていた女子アイドルアニメの聖地が、秋葉原にあると言われていて、過去にあいと行ってみたことがあるのを咄とつ嗟さに思い出して言ってみた。

　しかし、唐とう突とつすぎてかなり無理があったかもしれない。

「え、そうなんですか!?　ぜひ行ってみたいです！」

　しかし、意外にも三波さんは俺の発言を怪あやしむこともなく、純じゆん粋すいな笑顔でそう答えた。

「じゃ、こっち……」

　俺はそのまま電気街口の大通りの方向へと歩き出す。

　とにかくなるべくここから離れて、あの男たちを撒まかなければ。

「はい！」

　後ろを気にしながら、三波さんには申し訳ないが、何も話さずになるべく早足で歩く。

　男たちは足早に去る俺たちを目で追ってはいたが、追ってくることはしなかった。




　あの男たち……おそらく三波さんの──というか、西園寺エミリーのファン……だよな。

　三波さんの顔まで把は握あくしているということは、かなり濃のう厚こうなファンだろうと思う。

　万が一、西園寺エミリーの中の人が男と二人で秋葉原にいた……などとネット上などに書き込まれたら最悪だ。




　男たちの姿が見えなくなってからは、歩くスピードを緩ゆるめて、三波さんと話しながら歩いた。




「あ、ここですか!?」

『愛ライブ！』の聖地である橋と、橋の手前にある小さな広場の前へと辿り着いた。

「そうそう。一回しか出てきてないし、結構地味だから覚えてないかもしれないけど」

「なんとなく覚えてますよ！　なんかこの辺の椅い子すに座って話したりしてました……よね？」

「そうそう！」

　三波さんはその場でスマホで検けん索さくをかける。

「あっ、出てきた。わぁ～、そのまんまですね！」

　ネットで出てきた、アニメ中の画像と実際の場所を見比べて、感激している三波さん。

　橋や公園をスマホで何枚も撮さつ影えいしていた。

　せっかくなので、作中でキャラたちが座っていた、一人がけの小さな木の椅子へと、二人でそれぞれ腰こし掛かける。

「行きたかった場所に付き合ってもらったり、オシャレなカフェに連れて行って下さっただけで十分嬉うれしかったのに、最後に聖地にまで連れて来て下さるなんて……。好きなアニメの聖地って一度でいいから行ってみたかったから、嬉しいです！」

　三波さんが笑顔で俺に言ってくれたのを見て、不ふ審しんに思われていたらどうしようと不安だったので、内心安あん堵どする。

「あのさ、実はさっき駅前で……三波さんの方めっちゃ見てる男二人組がいて」

「え……!?」

　やはり三波さんは全く気づいていなかったようで、驚おどろいている。

「それで、あの場から早めに立ち去らないとって思って、無む理り矢や理り理由つけてここまで来てもらったんだ。あのまま帰宅したら乗る電車とか見られて、家の方向特定とかされる可能性もなくはなかったから……」

　最近のアイドルファンや声優ファン、ＶＴｕｂｅｒファンの特定能力は凄すさまじい。少し前には、アイドルの目の中に映った背景で地元の駅特定、なんて事件もあった。

「そ、そうだったんですか……！　全然気づかなかった……ありがとうございます」

　三波さんは驚いた様子だったが、俺を見て感激した様子でお礼を言ってくれたので、ショックを受けている様子はなくて安心する。

「また……一ヶ谷先輩に助けてもらっちゃいましたね」

「そんな……助けるなんて大おお袈げ裟さだよ」

「いえ、本当に今日一日、わたしの身バレに関してや、他ほかにもずっと色々気き遣づかって下さってるなって感じて……感謝してもしきれません」

　三波さんは俺を見て、感かん極きわまったような様子で言う。

　俺が気遣っていたこと、気づいてくれていたんだな……。

「いや、そんな……。でも心配なのは、あの二人が今日のことネットに書き込んだりしないかなって……。写真とか撮ってる様子はなかったから、そこは大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「確かに少し不安ですね……。ちょっと調べてみてもいいですか？」

「勿もち論ろん！」

　三波さんがその場で、ツイッターで検索をかける。

　ハラハラしながら様子を見守る。

「あっ……！」

「え、あった!?」

　三波さんが声を上げたので、驚いた。俺のせいで、西園寺エミリーに初のスキャンダルが……!?

「これ……」

　三波さんが俺にスマホの画面を見せた。

『南なん条じようエレナにちょっと似てる金きん髪ぱつ美少女見つけたから思わずガン見してしまった…』

「……！」

　南条エレナというのは、三波さんの声優としての芸名だ。下の名前だけはそのままなのだ。

　似てる……つまりは、目もく撃げきした三波さんのことを声優本人だとはまさか思っていないということか。いきなりツイートされていて驚いたが、少し安心した。

「こ、これだけ……!?」

「はい……わたしの声優名や西園寺エミリー、エミリーで検索したけど、出てきたそれらしき話はこれだけでした。この方のＴＬにも飛びましたが、わたしについて話してるツイートはこのツイだけみたいです」

「そっか、良かった……」

「一応、他の掲けい示じ板ばんとかも見てみます……」

「うん、それがいいよ」

　三波さんはその場でスマホで調べる。

「……。……全然、出てないですね、話題……」

「良かった……！」

　暫しばらく経たってから書き込まれる可能性だってあるかもしれないが、とりあえず一いつ旦たんは安心だ。

「一ヶ谷先輩が、すぐに気づいて移動して下さったから、本人だって気づかれなかったんですね……本当に、ありがとうございます」

　三波さんは俺に心から感謝してくれている様子で、再度礼を言った。

「今日一日、ずっとわたしのこと気にかけて下さって……。今日だけじゃないです。わたしはいつも本当に、一ヶ谷先輩に助けてもらってばっかりですね。仕事の相談に乗ってもらったり、アドバイスもらったり、身バレしたときも背中を押して下さって、こうして今も……」

「いや、そ、そんな……」

　改めて感謝されると、照れくさいけど、すごく嬉しくもあった。

　三波さんが俺に心からの感謝の言葉を述べてくれる度たびに、なんていい子なのだろうかと、いつも思う。

「それにしても……もう三波さんも、すっかり有名人っていうか……すごい人になっちゃったね」

　元々学校では有名人だったが、西園寺エミリーの声優だと判明して、ＶＴｕｂｅｒオタク界かい隈わいでもすっかり有名になってしまった。

　改めて、こんなすごい子とこうして遊びに行けるほど仲がいいって、なんてありがたいことなんだろうと思う。

　だけどそれも、今日で最後……。

　こんなに理想的な女の子が、俺なんかのことを、理想の人だなんて言ってくれているのに、なのに……これが最後のデートなんだ。

　俺は三波さんと付き合うことができないんだ。

「ほんとすごいよ、三波さんは……。声優の仕事もＶＴｕｂｅｒの仕事も頑がん張ばってて……尊敬してる……」

「へ？　いえ、そんな……」

　今日が最後、付き合うことはできない……そう思ったら、あまりに寂さびしくて、悲しくて、三波さんへの思いがどんどん口から溢あふれてくる。

「それに……こんなにオタクな話ができる女の子なんてそうそういないし、めちゃくちゃいい子だし……改めて、三波さんは俺にとって、り、理想の人……だな、って思って……」

「え…………」

　三波さん以上に理想的な女の子なんて、存在するのだろうか。

「も、勿論……三波さんの気持ちはよく分かってるよ。仕事を頑張ってる三波さんが好きだし、尊敬してるし、今が一番大事な時期だって……。だから、困らせるようなことは言いたくないんだけど……、……！」

　そこまで話して、三波さんの瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいることに気づいた。

「三波さん……？」




「やっぱり、駄だ目めですね……。やっぱりわたし……一ヶ谷先せん輩ぱいのこと、諦あきらめられないみたいです……」




「え……」

　三波さんは、ゆっくりと顔を上げて、涙を浮うかべたまま、俺の顔を見た。そして、







「わたし……一ヶ谷先輩のこと、好きです。大好きです。わたしは……一ヶ谷先輩の、彼女にはなれないですか……？」







「……っ！」




　今度は、もう紛まぎれもない愛の告白を……俺に、してくれた。

　三波さんが、俺のことを大好き？

　俺の彼女にはなれないか、って……？

　本当に言っているのか？

　夢みたいな言葉を、放心状態で聞いていた。

[image: ]

　そんなの、もう決まってる。

　少し前から芽生えていた感情が、彼女と一いつ緒しよにいることで、俺の中でどんどん大きくなっていった。

　俺は……。




　　　　＊　＊　＊




「ただいま」

　その日帰宅すると、二科がリビングのソファーに座って、テレビを見ていた。

「おかえり」

　今日は出かけなかったのか。珍めずらしいな。

「夕ご飯一応作ったけど……食べてきたよね？」

「え、そうなのか？　一応教えてもらったパンケーキは食べたけど、またそのうち腹減るだろうから、もう少ししたら食べよーかな……」

　今日は俺が夕飯を作る日だったが、出かけるから免めん除じよされていた。

　しかしまさか、二科が夕飯を作ってくれていたなんて……。余よ程ほど暇ひまだったのだろうか。




「で、どうだったの？　三波さんとのデート」




　洗面所で手を洗っている俺の背中に、二科が尋たずねた。

　聞かれるだろうとは思っていたが、まさかこんなに早くとは思っていなかった。

「あ、ああ……。……」

　俺は手を洗い終え、二科の隣となりに座る。

　なぜか、緊きん張ちようしていた。




「付き合うことになった。三波さんと……」




「…………」

　なるべく平静を装よそおって、答えた。

　二科はきっと驚おどろくだろう。俺だって、驚いている。まさかこんな展開になるとは思わなかった。

　三波さんに正式な告白をしてもらえて……。

　俺の答えは、一択たくだった。

　元々三波さんのことを、理想の女の子だと思っていたし、今日一日を通して、本当に彼女のことを愛いとしく感じた。

　付き合って欲しいと言ってもらえたとき、すごく嬉うれしかった。

　だから、今日三波さんの告白を受けて、付き合うことにした。

　二科はきっと驚くだろう。だけど、きっと二科は……。




「……え？　どういうこと……？」




　二科は、目を見開いて、啞あ然ぜんとした顔で俺を見ていた。

　俺の想像していた反応とは、少々違ちがった。

「だ、だって、三波さんには……『声優として一人前になるまで彼氏は作らない』から、『一度だけデートして欲しい』って言われてたんじゃないの？」

「ああ、そうだけど……。今日の帰りに、……その、正式に『彼女にしてもらえませんか』って言われて……」

「…………。…………」
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　二科は俺から視線を逸そらして俯うつむいた。

　え……？

　二科は、なんだかんだ言って、今まで共に頑張ってきたから、祝福してくれるだろうと思っていたのだが……これ、どういう反応だよ？

　なんで黙だまるんだよ？　何か文句でもあるなら、言ってくれた方がまだいい。

　二科、お前は……今、一体何を考えて……？

「……！」

　そこで、二科のスマホが鳴った。

　バイブ音が長い。電話だ。

「……もしもし」

　二科はスマホの画面を見てから、電話に出る。電話で話すために、リビングから出て行った。

　暫くの間、一人でソファーに座り、呆ぼう然ぜんとする。

　生まれて初めて、彼女ができた。俺には勿もつ体たいないくらい素す晴ばらしい彼女だ。

　天にも昇のぼる勢いで嬉しいことには、間違いないのだが……。

　さっきの二科の反応が気がかりだった。

　一体、どういうことなんだ？

　今まで散々協力してくれただろ。一緒に頑張っただろ。

　なんで喜んでくれないんだよ。

　おめでとうって、言ってくれないんだよ。







　どのくらいの時間、思いふけっていたのか分からない。

　二科がリビングに戻もどってきた。電話を終えたようだ。

　先ほどまでとはまた違う、なんとも言えない表情をしている。

「……？」







「同どう棲せい……今月で、終わりになるかも……」







　え……。

「え、えぇぇ!?」




　今月で同棲が終わり……？　ど、どういうことだ!?　なんでそうなった!?

　二科から発せられた言葉に、混乱状態に陥おちいった。








あとがき









　お久しぶりです、著者の村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは『同どう棲せいから始はじまるオタク彼かの女じよの作つくりかた』四巻をお読み頂き、誠まことにありがとうございます！

　今作品も、あっという間に四巻を迎むかえました。

　ここまで続いてこれたのも、ひとえに読んで下さっている皆みな様さまのおかげです。

　本当にありがとうございます！




　最近は、体力作りのためにヨガに通ったり、友人と舞ぶ台たいを観みに行ったり、自宅で動画配信サービスの洋画を見たり……という日々を過ごしております。

　作品のネタにできそうなオタク的な趣しゆ味みにあまりハマれておらず、ツイッターで情報を集めたり、オタク友達に話を色々聞いたりしてネタ集めをしております。

　また、現在実家暮らしなのですが、実家を出て一人暮らしを始めようかと考えており、物件を探したりしている、そんな日々です。

　お洒落しやれな街に住んでみたいという願望があり、財さい布ふと相談しながら検討しております。




　あとがきを書く少し前に、記録的な台風がやって参りました。

　来る前から事前情報で大変怯おびえており、いざとなったら避ひ難なんしなければと覚かく悟ごしておりましたが、幸い何事もなく過ぎ去ってくれました。

　皆様はご無事でしたでしょうか？

　被ひ害がいに遭あわれた方、心よりお見み舞まい申し上げます。




　四巻は、夏コミがメインの回となりました。

　体力に不安があり、ここ最近夏コミには行っておりませんでしたが、今年は取材も兼かねて久しぶりに行ってみました。

　結果、思っていた以上に辛つらく、年ねん齢れいをひしひしと感じました（笑）。

　買い物などはほとんどできず、友人に会ったり、コスプレイヤーさんを眺ながめたりしただけで終わりました……。

　まあ、夏コミの雰ふん囲い気きだけでも久しぶりに肌はだで感じることができたので、それだけでも良かったかな、と思っております……。




　夏コミにサークル参加したことはないのですが、友人の手伝いで売り子をしたことがあるので、そのときの経験を思い出しながら四巻を執しつ筆ぴつ致いたしました。

　友人に頂いた、並ばずに会場に入れるサークルチケットは、本当に最高でしたね……。売り子参加が目的とはいえ、作中の景かげ虎とらや心こころのように購こう入にゆうしたいものもあったので、本当にありがたかったです。

　また、夏コミではありませんが、他ほかの同人イベントに過去にサークル参加したことがあり、そのときの経験も参考にしました。

　当時かなり情熱があったようで、新刊を刷ったのに、更さらに本にしたいネタが浮うかんで、急きゆう遽きよコピー本を作り、その経験を希き咲さきにもしてもらいました（笑）。

　イベント前はどのくらい自分の本を買ってもらえるか、とてもハラハラしたものでした。

　イベントが始まると、スペースで本を購入して下さる方が現れる度、とても嬉うれしくなったことを覚えています。

　ネット上にサンプルを掲けい載さいしていたため、それを見たといって中身を見ずに購入して下さる方がほとんどで、本当にありがたかったです。

　二次創作をするほど何かにハマれた過去の自分が、今となっては羨うらやましいです（笑）。




　また、今回、ページ数の関係でいつもよりあとがきが多めになるということで、今まで語っていなかった、今作品のキャラクターについてなど語ってみたいと思います。




　まず、主人公の一いちヶが谷や景虎。

　自分自身が高校生だったときのことを思い出し、執筆しているキャラクターになります。おそらく、作者に一番近いキャラクターなのかな、と……。

　自身がどんどん高校生という年齢から遠ざかっているため、いかに高校生だった頃ころの自分になりきって執筆するかが問題になってきています（笑）。




　次に、ヒロインの二に科しな心。

　周りに腐ふ女じよ子しの友人がいるので、モデルにさせてもらっています（笑）。また、自分自身がギャルが好きなので、今作品もヒロインはギャルにしてしまいました。

　オタクギャルなんて存在するのか？　と思うんですが、案外実在するみたいなんですよね……。




　続いて、三み波なみ依え怜れ菜な・ウィリアムス。

　過去作の話になって申し訳ありませんが、デビュー作である『おまえをオタクにしてやるから、俺おれをリア充じゆうにしてくれ！』を執筆していた際、当時の担当さんに「この作品にはハーフがいないですよね」とのお言葉を頂き、「よし、今後はハーフのキャラを必ず出そう！」と思っていたので、今作品にはメインキャラクターにハーフを出してみました（笑）。

（ちなみにデビュー作でも、後半にハーフキャラを出しましたが……）

　また、各ヒロインに分かりやすい特とく徴ちよう、属性をつけたくて、心はコスプレイヤーだったのに対して、三波は声優にしてみました。




　次に、四巻ではほとんど出番が少なくなってしまった、五ご条じようましろ。

　ザ・オタサーの姫ひめを描えがきたくて、出しました（笑）。

　ぶりっこや二重人格の女の子が好きなので、素すの五条さんを描いているときがとても楽しいです（笑）。




　次に、こちらは四巻にも出てきましたが、サブキャラクターという立ち位置故ゆえに、どうしても出番が少なくなってしまった、彩いろ葉はと水み琴こと。

　彩葉については、毒どく舌ぜつ、原はら宿じゆく系ファッション、ツインテール、後こう輩はい、と自分の好きな属性を詰つめ込みました。今まで描いたことのないタイプのキャラクターのため、描びよう写しやしていて楽しいです。

　水琴に関しては、最近年上ヒロインが少し来てるかも？　との情報を耳にして、年上キャラを一人は出そうと思い、大人のお姉さんが無理してフリフリの服着てるのって可愛かわいいよな、と思って描いてみました。

　年上キャラは過去にも描いたことがあったので、違ちがうタイプにしたくて、結果、ちょっと癖くせが強いキャラになってしまった気もしますが……（笑）。

　二人とも、館たて川かわまこ先生からキャラデザを頂いた際、自分のイメージにぴったりな上、キャラデザも、洋服のデザインなども、イメージ以上に魅み力りよく的てきに描いて下さっており、とても感動しました！




　同じく、四巻ではほとんど出番をつくれなかった、ゆめ。

　メンヘラな女の子って可愛いよね……という思いで作ったキャラクターです（笑）。

　こちらも、館川まこ先生のキャラデザを見て、想像以上に可愛くて感激しました。

　こんなに可愛かったら、ちょっとくらい怖こわくてもいい！　と思えてしまうほどです（笑）。




　また、今作品で初めて、景虎の妹である希咲が登場しました。

　生意気で可愛い妹、というのが大好きなので、自分にとっての理想の妹を描きました（笑）。

　中学生なのにバリバリに同人活動していて人気もあるって、冷静に考えたらすごい能力ですよね……（笑）。自分自身の中学生の頃の作品なんて目も当てられないものなので、一層そう思います……。

　希咲も、とても可愛くお洒落に描いて頂き、ありがたい限りです！




　次巻では、色々な山場を迎える予感です。

　今まで描いてきたこういったキャラクターたちが果たしてどうなるのか……見守って頂けましたら、ありがたいです。




　四巻も、ご指導頂きました担当様。誠にありがとうございました。いつもご迷めい惑わくおかけして申し訳ありません！




　イラストレーターの館川まこ先生。

　今回の表紙の心の夏服姿もとっても可愛らしかったです！

　また、口絵の某ぼうアイドルキャラのコスプレも最高でした（笑）。今回も、素す晴ばらしいイラストを誠にありがとうございました。




　これからどんどん寒くなっていくと思いますが、皆様、体調にはくれぐれもお気をつけてお過ごし下さい。

　次巻でもお目にかかれたらとても嬉しいです！
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